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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を

実施した、蔵増押切遺跡の調査成果をまとめたものです。

蔵増押切遺跡は天童市の中心より西部の蔵増地区の倉津川

をはさんで所在し、沖積地の微高地に位置しています。

この度、日本道路公団の東北中央自動車道相馬・尾花沢線

（上山～東根間）の建設事業に伴い、工事に先立って緊急発掘

調査を実施しました。調査の結果、古墳時代中期から後期の

集落跡、古墳時代から平安時代の河川跡、中世の建物跡群が

検出されました。古墳時代の集落跡は、本遺跡の南西約３００ｍ

に位置する国指定史跡西沼田遺跡との関連をうかがう資料と

なり、また、中世の建物跡では、成生庄に関わる有力者と思

われる建物跡の資料を得ることができ、当時の生活との関連

を示す貴重な手がかりが出来たのではないかといえます。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた

貴重な国民的財産といえます。この祖先から伝えられた文化

財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫に伝

えていくことが、私たちの重要な責務といえます。その意味

で、本書が文化財保護活動の啓発・普及、学術研究、教育活

動などの一助になれば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力をいただいた関

係各位に心から感謝申し上げます。

平成１５年３月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰



例 言

１ 本書は、東北中央自動車道相馬・尾花沢線建設工事（上山～東根間）に係る「蔵増押切遺

跡」の発掘調査報告書である。

２ 調査は日本道路公団東北支社山形工事事務所の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財セ

ンターが実施した。

３ 調査要項は下記の通りである。

遺 跡 名 蔵増押切遺跡 遺跡番号（平成９年度登録）

所 在 地 山形県天童市大字蔵増押切

調 査 主 体 財団法人山形県埋蔵文化財センター

受 託 期 間 平成９年４月１日～平成１４年３月３１日

現 地 調 査 平成９年１０月２０日～平成９年１２月１日（第１次調査）

調査担当者 調査第一課長 佐藤 庄一

主任調査研究員 佐藤 正俊（調査主任）

調査研究員 鈴木 良仁

調 査 員 須賀井明子

調 査 員 長瀬えみ子

調 査 員 齋藤 健洋

現 地 調 査 平成１０年４月１４日～平成１０年１２月４日（第２次調査）

調査担当者 調査第一課長 佐藤 庄一

主任調査研究員 佐藤 正俊

調査研究員 向田 明夫（調査主任）

調 査 員 齋藤 健洋

現 地 調 査 平成１１年４月２０日～平成１１年１１月１２日（第３次調査）

調査担当者 調査第三課長 佐藤 正俊

調査研究員 向田 明夫（調査主任）

調査研究員 松田 道雄

副調査員 齋藤 健洋

現 地 調 査 平成１２年５月８日～平成１２年６月９日（第４次調査）

調査担当者 調査第三課長 佐藤 正俊

主任調査研究員 氏家 信行

調査研究員 松田 道雄（調査主任）

副調査員 齋藤 健洋

整 理 期 間 平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日

整理担当者 調査第三課長 佐藤 正俊



調査研究員 松田 道雄（整理主任）

調査研究員 岡崎 賢一

副調査員 石垣 岳彦

調査補助員 黒坂 広美

４ 発掘調査及び本書を作成するにあたり、日本道路公団東北支社山形工事事務所、山形県山

形建設事務所、東南村山教育事務所、天童市、天童市教育委員会等関係機関からご協力いた

だいた。また、山形大学教授阿子島功、仙台市地底の森ミュージアム斎野浩彦、岩手県立博

物館日下和寿、仙台市教育委員会荒井格、古環境研究所松田隆二の各氏からご教示いただい

た。

５ 本書の作成・執筆は、松田道雄・黒坂広美が担当した。編集は、松田道雄が担当し、全体

については佐藤正俊が監修した。

６ 委託業務は下記の通りである。

遺構の写真測量・実測については、株式会社シン技術コンサルに委託した。

資料の自然科学分析・理化学分析については、株式会社古環境研究所に委託した。

７ 出土遺物、調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管してい

る。



凡 例

１ 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は次の通りである。

ＳＴ 竪穴住居跡 ＳＢ 掘立柱建物跡 ＳＥ 井戸跡 ＳＫ 土坑

ＳＰ ピット ＳＤ 溝跡 ＳＸ 性格不明遺構

ＥＢ 掘立柱建物跡の柱穴 ＥＬ カマド

Ｐ 土器 Ｓ 礫 Ｗ 木 ＲＰ 登録土器

２ 遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書の番号として踏襲した。

３ 報告書執筆基準は下記の通りである。

（１） 遺跡は、北緯３８°２１′４０″、東経１４０°２０′５５″に位置する。

（１） 遺跡概要図・遺構配置図・遺構実測図中の方位は磁北を示している。

（２） グリッドのＹ軸方向は磁北から２６度３０分東へ傾く。

（３） 遺構実測図は、１／３０・１／４０・１／６０・１／１００他の縮図で採録し、各々スケールを付

した。

（４） 遺構挿図・遺物実測中のスクリーントーンは、下記の通りである。

柱穴のアタリ覆土 黒色処理

貼り床 焼土

（５） 遺物実測図・拓影図・図版は原則として１／３で採録し、各々にスケールを付した。

遺物図版については任意の縮尺とした。実測図断面中の●は、須恵器を表す。

（６） 本文中の遺物番号は、遺物実測図・遺物観察表・図版とも共通のものとした。

（７） 遺物観察表中の（ ）内の数値は、図上復元による推定値、または残存値を示して

いる。

（８） 遺構覆土の色調の記載については、１９９７年農林水産省農林水産技術会議事務局監修の

「新版標準土色帖」に拠った。
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Ⅰ 調査の経緯
１ 調査に至る経過

蔵増押切遺跡は、天童市蔵増地区の南東の倉津川をはさんで所在し、沖積地の微高地および

自然堤防上に立地し標高９０ｍを測り、地目が水田・畑地となっている。倉津川をはさんで本遺

跡の南西約３００ｍの地点に古墳時代の低湿地遺跡で、多数の打込柱建物跡とともに大量の建築

部材や木製品が検出された国指定史跡西沼田遺跡がある。北に約１㎞から２㎞の間に板橋１遺

跡・板橋２遺跡・的場遺跡が立地している。

今回の発掘調査は、日本道路公団の東北中央自動車道相馬・尾花沢線（上山～東根間）の建

設事業にともなって行なわれた。東北中央自動車道の上山～東根間の事業計画は平成２年度に

都市計画整備事業として計画、平成５年度に高速道路整備路線として施工命令が発令され、平

成８年度から建設工事が開始された。建設工事にともなう埋蔵文化財の取扱いについては、山

形県教育委員会と山形県土木部や日本道路公団との協議の結果、山形県教育委員会が分布調査

を行い、その後緊急発掘調査を計画的に進めることになり、財団法人山形県埋蔵文化財センター

が日本道路公団の委託を受けて実施する運びになったものである。

２ 調査の経過と概要

現地調査は、路線内面積５３，２００㎡を調査対象範囲として、平成９年度（第１次調査）から平

成１２年度（第４次調査）にかけて実施した。１０ｍ四方を１単位とするグリッドを設定した。

グリッドの南北軸は、磁北から東に２１°４４′傾く。東西軸（Ｘ軸）は西から東に、南北軸（Ｙ

軸）は南から北に番号を割り当てた。

平成９年度の予備調査・発掘調査（第１次調査）は、９月１６日から１２月１日まで行った。第

１次調査は、事業区域内の遺跡範囲や内容・性格などを知る予備調査と遺跡の南側Ａ・Ｂ・Ｃ

区の一部２，３００㎡について緊急発掘を行い、中世集落の一部分と水田跡、河川跡などを発見し

た。なお、昭和５０年代の県ほ場整備事業で遺構の中位まで削平されていることが判明した。

平成１０年度の第２次調査は、４月１４日から１２月４日まで行った。第２次調査は、遺跡の中央

から南側のＡ・Ｂ区、Ｃ・Ｄ・Ｅ区の一部１３，５００㎡について発掘を行い、焼失住居跡をはじめ

とする古墳時代の竪穴住居跡群、古墳時代から平安時代にかけての河川跡と木製品、中世の掘

立柱建物跡群と井戸跡などを検出した。調査説明会は、第１回９月５日、第２回１１月２７日に実

施した。

平成１１年度の第３次調査は、４月２０日から１１月１２日まで行った。第３次調査は、遺跡の中央

から北側のＤ・Ｅ・Ｆ区１７，６００㎡について発掘を行い、古墳時代の竪穴住居跡数棟、河川跡、

溝跡などを検出した。調査説明会は、１１月５日に実施した。

平成１２年度の第４次調査は、５月８日から６月９日まで行った。第４次調査は、遺跡のＣ区

西側１，３００㎡について発掘を行い、中世の掘立柱建物跡と第２次調査で検出した河川跡の延長

を確認した。

調査の経緯
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表１ 調査工程表（１）

平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年

１０月 １１月 １２月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ５月 ６月

Ａ区 機材搬入

重機粗掘

グリッド設定

面整理

遺構検出

遺構精査

ＳＢ８

ＳＢ１１０

ＳＢ群

水田跡

記録

現地説明会

機材撤収

Ｂ区 機材搬入

重機粗掘

グリッド設定

面整理

遺構検出

遺構精査

ＳＴ１７８～２００

ＳＴ１００２～１０１７

ＳＴ１０１８

ＳＴ１０１９～１０２９

ＳＴ１０３０

ＳＤ２

ＳＤ４

ＳＤ１０４０

ＳＧ１

記録

現地説明会

機材撤収

Ｃ区 機材搬入

重機粗掘

グリッド設定

面整理

遺構検出

遺構精査

ＳＴ１６９

ＳＢ１６８２

ＳＧ１

記録

現地説明会

機材撤収

調査の経緯
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表２ 調査工程表（２）

平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年

１０月 １１月 １２月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ５月 ６月

Ｄ区 機材搬入

重機粗掘

グリッド設定

面整理

遺構検出

遺構精査

ＳＴ１３０５

ＳＴ１３１２

ＳＤ１３２９

ＳＧ１１５５

ＳＧ１３０１

記録

現地説明会

機材撤収

Ｅ区 機材搬入

重機粗掘

グリッド設定

面整理

遺構検出

遺構精査

ＳＴ１１６１

ＳＤ１２０１

ＳＧ１１５５

ＳＧ１１５６

記録

現地説明会

機材撤収

Ｆ区 機材搬入

重機粗掘

グリッド設定

面整理

遺構検出

遺構精査

ＳＧ１１５６

記録

現地説明会

機材撤収

調査の経緯
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Ⅱ 遺跡の立地と環境
１ 地理的環境

山形盆地は山形県内のほぼ中心部を占め、県内を縦貫する最上川は、盆地の西寄りを北流し

ている。天童市はこの盆地の中央部に位置し、西で最上川と接し、南で山形市と接する立谷川

扇状地と、北で東根市まで続く乱川扇状地によって囲まれている。

立谷川扇状地は、その南を流れる高瀬川の形成した扇状地との合成扇状地で、扇頂は山形市

山寺の地蔵堂付近で、扇端は山形市漆山から天童市清池、八幡山にかけての弧状の地域で、豊

富な涌水が認められ、当該扇状地の北半部が天童市域の南縁を占めている。乱川扇状地は、白

水川、村山野川、乱川、押切川などの河川による複合扇状地で、扇頂は関山付近、扇端部は長

瀞から成生にかけての弧状の地域で、半径約１１㎞に及ぶ規模の大きい扇状地で、天童市域の北

半部を占める。扇端部の高木、成生、大清水などには著名な涌泉があり、その豊富な水源を利

用して、古くから人々の生活と密接にかかわっていたと考えられる。

最上川に接し、立谷川・乱川の両扇状地に囲まれた、市西部域の平野の三角形状の地域には、

天童低地と呼ばれる後背湿地が広がっている。最上川の氾濫原は、幅０．５㎞～１㎞ほどで、そ

の右岸に立地する寺津から藤内新田、蔵増に至る帯状の地域は、付近より若干高い自然堤防で、

蔵増押切遺跡はその微高地に立地している。この地域の土壌は、黒色泥炭状の土質が主体とな

り、水田耕作の土地利用が図られている。遺跡の表層は、シルトあるいは粘土の土質によって

形成され、住居跡などの遺構が検出される確認面となっているが、大半がグライ化し、その基

盤は礫および砂層から成り立っている。

２ 歴史的環境

天童市内における遺跡分布をみると、その多くは扇状地上に立地している。蔵増押切遺跡周

辺では、自然堤防の微高地に古墳時代前半期の４～５世紀代の集落遺跡が多く認められる。塚

野目Ａ遺跡は、塚野目集落の北側に隣接した微高地にあり、４世紀後半と考えられる。それに

後続する遺跡としては、乱川扇状地扇端部の微高地に立地する高木集落北側の原口遺跡があり、

５世紀代と考えられる。また、高木集落の北の成生集落西側には板橋２遺跡と的場遺跡があり、

後者のほうが時期は新しい。古墳時代後期の６世紀以降になると、集落はさらに低湿地へ進出

する傾向が認められる。保存状態が大変良好で、大量の掘立柱建物の建築部材や木製農耕具な

どが出土している西沼田遺跡をはじめとして、鍋田遺跡、願正壇遺跡などは、いずれも後背湿

地の低地に位置している。この地域の古墳時代前半の集落は、扇状地扇端部の涌水帯の微高地

に位置して、前面に広がる後背湿地を利用して水稲耕作が行われていたと推測される。その後、

古墳時代後期になると、集落はより広い範囲に点在するようになり、平地では後背湿地のより

低い地域に進出し、集落の規模も拡大する傾向が認められる。中世になると、現在の天童市の

ほぼ全域は成生庄となる。成生庄は、安元２年（１１６７）「八条院目録」に「出羽国大山成生」

として記載されていることから、１２世紀頃には成立していたと思われる。

遺跡の立地と環境
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１ 蔵増押切遺跡（古墳・奈良・平安）
２ 板橋２遺跡（縄文・古墳・平安）
３ 的場遺跡（古墳・奈良・平安）
４ 蔵増北Ｂ遺跡（平安・鎌倉）
５ 地蔵池Ｂ遺跡（平安）
６ 高木原口遺跡（古墳）
７ 高木石田遺跡（縄文・平安）
８ 北畑遺跡（平安）
９ 押切遺跡（奈良・平安）
１０ 柏木遺跡（縄文）
１１ 西沼田遺跡（古墳）
１２ 願正壇遺跡（縄文・古墳）
１３ 中原遺跡（平安）
１４ 塚野目遺跡（平安）
１５ 矢口遺跡（縄文）
１６ 塚野目Ａ遺跡（弥生～平安）
１７ 塚野目Ｂ遺跡（平安）
１８ 中袋遺跡（平安）
１９ 砂子田遺跡（縄文）
２０ 影沢北遺跡（奈良・平安）
２１ 三軒屋物見台遺跡（古墳）
２２ 達磨寺遺跡（奈良・平安）
２３ 高�南浦遺跡（縄文・平安）
２４ 高�東浦遺跡（奈良・平安）
２５ 礼井戸条里遺跡（平安・室町）
２６ 菖蒲江１遺跡（古墳）
２７ 高�南遺跡（古墳）
２８ 桜江遺跡（古墳・奈良）
２９ 菖蒲江２遺跡（縄文・古墳）
３０ 高�東遺跡（奈良・平安）
３１ 清池西遺跡（平安）
３２ 火矢塚２号墳（古墳）
３３ 火矢塚１号墳（古墳）

３４ 火矢塚遺跡（縄文～平安）
３５ 中里Ｂ遺跡（平安）
３６ 永源寺遺跡（縄文・奈良～中世）
３７ 三条ノ目遺跡（古墳）
３８ 渋江遺跡（奈良・平安）
３９ 向河原遺跡（奈良・平安）
４０ 馬洗場Ｂ遺跡（奈良・平安）
４１ 藤治屋敷遺跡（奈良・平安）
４２ 服部遺跡（奈良・平安）
４３ 見崎遺跡（平安）
４４ 境田Ｃ遺跡（縄文～平安）
４５ 境田Ｃ’遺跡（縄文～平安）
４６ 境田Ｄ遺跡（縄文～平安）
４７ 境田Ｂ遺跡（平安）
４８ 七浦古墳群（古墳）
４９ 境田Ａ遺跡（平安）
５０ 境田Ｅ遺跡（平安）
５１ 衛守塚古墳群（古墳）
５２ 漆山遺跡（古墳～平安）
５３ 柴崎古墳群（古墳）
５４ 一の坪遺跡（平安）
５５ 梅ノ木遺跡（古墳～平安）
５６ 漆山長者遺跡（奈良・平安）
５７ 一本木Ｂ遺跡（平安）
５８ 一本木Ａ遺跡（平安）
５９ お花山古墳群（古墳）
６０ 下柳Ｃ遺跡（平安）
６１ 下柳Ａ遺跡（古墳）
６２ 八ツ口遺跡（古墳～平安）
６３ 今塚遺跡（古墳～平安）
６４ 嶋遺跡（古墳）
６５ 中野遺跡（古墳）

遺跡の立地と環境

第１図 遺跡位置図（国土地理院発行２万５千分の１地形図「山形北部」「寒河江」を使用）
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Ⅲ 遺構と遺物
１ 竪穴住居跡

竪穴住居跡は、ＳＧ１１５５の両岸に検出された。特に、ＳＧ１１５５の南岸とＳＧ１の間のＢ区で

は密集して重なり合って検出された。それらの中には、ＳＧ１１５５に沿うようにして焼失住居も

確認された。遺物は残存状況がよくない。以下にそれぞれの状況を述べる。

ＳＴ１６９（第３図）

Ｃ区１６～１７－１２～１４Ｇで検出された。南西半が調査区外となり、西角がＳＤ１７３に切られる。

規模および平面形は一辺６．６ｍの方形を呈するものと考えられる。主軸方位はＮ－４４°－Ｅであ

る。床面は、ほぼ水平であるが、南半分は貼り床されており、他は地山である。床面全体に多

量の炭化粒子と北辺に炭化材が検出されたため、焼失住居跡と判断した。壁の立ち上がりは北

辺・西辺は緩やかで、南辺は急である。径１０～３０㎝、深さ１０～２５㎝のピットが壁面沿いや住居

内側に１３基検出された。柱穴かどうかは不明である。南辺ほぼ中央部に径１１０㎝を測る円形状

の焼土が検出され地床炉と考えられる。貯蔵穴は、南角にＳＫ１７７を検出した。径１１０㎝、深さ

３０㎝を測り円形を呈するが、東半分を調査区壁で切られている。

遺物は、土師器の大型壷の口縁部（１）と、壷の底部（２）を図化し得た。１は単純口縁で、

やや直立ぎみに立ち上がり中央部で外反して開く。２は平底で体部へはゆるやかに立ち上がる。

ＳＴ１７８（第４図）

Ｂ区２１～２３－８～９Ｇで検出された。北東半が調査区外となり、南東半をＳＧ１で切られる。

規模および平面形は南辺の西側部が欠けた一辺４．５ｍの不整方形を呈するものと考えられる。

長軸方位はＮ－２７°－Ｅである。床面はほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩

やかである。柱穴は南壁面から１ｍ中央寄りに２基検出された。径２０～４０㎝、深さ５㎝を測る。

貯蔵穴は認められない。

遺物は、土師器のミニチュアの小型壷（１）を図化し得た。その他、土師器の高坏の中空の

柱状部と、頸部にくぼみがある土師器の壷の口縁部の破片（２）を確認した。

ＳＴ１７９（第４図）

Ｂ区２１～２２－８～９Ｇで検出された。南西半がＳＤ１８１に切られ、北西壁面中央がＳＴ１８０に

切られる。規模および平面形は東西３．５ｍ、南北３．２ｍの不整方形を呈するものと考えられる。

長軸方位はＮ－６３°－Ｅである。床面はやや凹凸があるが貼床は認められない。壁の立ち上

がりは緩やかである。南西隅にピットが１基検出されたが、柱穴かどうかは不明である。

ＳＴ１８０（第４図）

Ｂ区２１～２２－８～９Ｇで検出された。南西角がＳＴ１７９を切る。規模および平面形は東西４．４ｍ、

南北５．０ｍの不整方形を呈する。主軸方位はＮ－１３２°－Ｗである。床面はやや緩やかな起伏が

あるが貼床は認められない。壁の立ち上がりは南西辺・北東辺は緩やかで、南東辺・北西辺は

やや急である。径４０㎝、深さ１０㎝のピットが２基と、小ピットが多数検出されたが、柱穴かど

うかは検討を要する。カマドは、南壁の東寄りに煙道跡を検出した。

遺構と遺物
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ＳＴ１６９ １ ７．５Ｙ２／１ 黒色 微砂質粘土 （炭化粒子と炭化ブロックを多量に含む。
内 よく焼けている。）

ＥＬ１７０ ２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （炭化粒子を少量含む。）
ＳＰ１０８６ １ ７．５Ｙ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （炭化粒子と焼土粒子と焼土ブロックを

多量に含む。やや堅くしまっている。）
２ １０ＹＲ２／１ 黒色 微砂質粘土 （炭化ブロックを少量含む。やや堅い。）

ＳＴ１６９ １ ７．５ＹＲ４／１ 褐灰色 微砂質粘土 （炭化粒子少々、浅黄橙色焼土と明赤褐
内 色焼土をそれぞれ塊で少量含む。）

ＳＫ１７７ ２ ７．５ＹＲ４／１ 褐灰色 微砂質粘土 （炭化材と浅黄橙色焼土の固まりと橙色
焼土を点状に含む。）

３ ７．５ＹＲ５／１ 褐灰色 微砂質粘土 （赤褐色焼土粒子を多量に含む。）
４ ７．５ＹＲ 褐灰色 微砂質粘土 （赤褐色焼土粒子を多量に含む。）
５ ５ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （橙色焼土粒子を少量含む。）
６ ７．５ＹＲ４／１ 褐灰色 微砂質粘土 （赤褐色焼土粒を多量に含む。）

遺構と遺物

第３図 ST１６９竪穴住居跡、出土遺物
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ＳＴ１８０ １ ７．５ＹＲ３／２ 黒褐色 細砂質粘土
（白色風化礫微粒を多量に含む。堅くしまる。）

２ ７．５ＹＲ２／２ 黒褐色 細砂質粘土
（１層に近似。やや軟らかい。）

３ ７．５ＹＲ４／２ 灰褐色 細砂質粘土
（炭化粒子と褐灰色粘土ブロックを多く含む。軟らかい。）

４ ７．５ＹＲ３／３ 暗褐色 微砂質粘土
（褐色粘土と褐灰色粘土ブロックと炭化粒子を多量に含む。）

ＳＤ１８１ ５ ７．５ＹＲ４／６ 褐色 微砂質粘土
（褐色粘土ブロックを多量に含む。）

ＳＴ１８０ ６ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト
（灰黄褐色粘質シルトがブロック状に混じる。）

ＳＸ１７９ ７ ７．５ＹＲ４／４ 褐色 微砂質粘土
（若干の炭化粒子を含む。やや堅くしまる。）

遺構と遺物

第４図 ST１７８・１７９・１８０竪穴住居跡、ST１７８出土遺物
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ＳＴ１８４（第５図）

Ｂ区２１～２２－９～１０Ｇで検出された。南西角がＳＴ１８５を切る。規模および平面形は一辺３．１ｍ

の方形を呈するもの。主軸方位はＮ－９５°－Ｅである。覆土は黒色粘土質シルトの一層からな

り、土器片と炭粒をわずかに含む。床面はやや緩やかな起伏があるが貼床は認められない。

壁の立ち上がりは緩やかである。主柱穴は４基確認された。これらは、住居の四隅から約１ｍ

内側に位置し、径２０㎝、深さ５㎝を測る。南壁沿いにある３基の小ピットは、柱穴かどうかは

不明である。貯蔵穴は認められない。遺物は、土師器の高坏の中実の柱状部（１）を図化し得

た。柱状部は、中央部はやや丸みがあり、端はしぼられている。

ＳＴ１８５（第５図）

Ｂ区２１～２２－９～１０Ｇで検出された。北辺西寄りをＳＫ１８６に切られ、北東角をＳＴ１８４に切

られる。規模および平面形は東西３．１ｍ、南北２．９ｍの不整方形を呈する。長軸方位はＮ－９６°

－Ｅである。覆土は黒褐色粘土質シルトの一層からなり、土器片と炭粒をわずかに含む。床面

はやや緩やかな起伏があるが貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やかである。主柱穴は

６基確認された。径１５㎝、深さ５㎝を測る。貯蔵穴は認められない。

ＳＴ１８７（第６図）

Ｂ区２０～２２－９～１０Ｇで検出された。北東角がＳＴ１８８を切る。規模および平面形は東西３．４ｍ、

南北３．２ｍの不整方形を呈する。長軸方位はＮ－７４°－Ｗである。覆土は黒褐色粘土質シルトの

一層からなり、土器片と炭粒をわずかに含む。床面は地山の傾斜に沿って北に向かって下がり、

やや起伏がある。貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やかである。径２０㎝～４０㎝、深さ

１０㎝のピットが３基と、小ピットが９基検出された。南東角のピットはその配置状況から本竪

穴住居跡の主柱穴とみられるが、それ以外は不明である。貯蔵穴は認められない。

ＳＴ１８８（第６図）

Ｂ区２１～２２－９～１０Ｇで検出された。西辺南寄りがＳＴ１８７に切られ、北辺がＳＤ１９３に切ら

れる。規模および平面形は東西２．９ｍ、南北３．６ｍの長方形を呈するものと考えられる。

長軸方位はＮ－２３°－Ｗである。床面は地山の傾斜に沿って北に向かってやや下がる。貼床は

認められない。壁の立ち上がりは緩やかであるが、南辺はやや急である。径１０～２０㎝、深さ５㎝

のピットが１０基検出されたが、柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

遺物は、土師器の甕の口縁部（１）と、土師器の壷の口縁部（２・３）を図化し得た。３は

棒状浮文の複合口縁で、朱彩の顔料がわずかに付着している。ＳＤ１９１～ＳＤ１９３をはさんで、

ＳＴ１９７出土の破片と接合した。

ＳＴ１９６（第７図）

Ｂ区２２～２３－１０～１１Ｇで検出された。東半が調査区外となり、北辺がＳＴ１００９の南辺を切る。

規模および平面形は一辺３．４ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸方位はＮ－２４°－Ｅであ

る。床面は北半が南半より１０㎝ほど低くなっている。貼床は認められない。壁の立ち上がりは

やや急である。主柱穴は４基確認された。径３０㎝、深さ５㎝を測る。

遺構と遺物
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ＳＴ１００９（第７図）

Ｂ区２２～２３－１０～１２Ｇで検出された。東半が調査区外となり、南辺がＳＴ１９６に切られる。

規模および平面形は一辺３．０ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸方位はＮ－２３°－Ｅであ

る。床面はほぼ平坦で、西側中央に径３０㎝程の範囲で焼土が検出された。貼床は認められない。

壁の立ち上がりは北辺および西辺の一部に確認できる。緩やかである。西壁角および北壁沿い

に３基の柱穴が検出された。径２０㎝、深さ５㎝を測る。西壁中央部の焼土を囲むように４基の

小ピットも検出されたが、柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

ＳＴ１８４ １０ＹＲ１．７／１ 黒色 粘質シルト
（黒褐色粘質シルトがブロック状に混じる。）

ＳＴ１８５ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト
（灰黄褐色粘質シルトがブロック状に混じる。）

遺構と遺物

第５図 ST１８４・１８５竪穴住居跡、ST１８４出土遺物
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ＳＴ１８７ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト
（灰黄褐色粘質シルトがブロック状に混じる。）

遺構と遺物

第６図 ST１８７・１８８竪穴住居跡、ST１８８出土遺物
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ＳＴ１９７ １ ７．５ＹＲ４／２ 灰褐色 微砂質粘土
（炭化粒子と褐色粘土ブロックを多量に含む。）

ＳＴ１９８ ２ ７．５ＹＲ３／３ 暗褐色 微砂質粘土
（炭化粘土と褐色粘土と黄褐色粘土ブロックを多量に含む。堅くしま
る。）

ＳＴ１９６ １ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土
（多量の炭化粒子と褐色・灰褐色粘土小ブロックが混じる。
やや堅くしまる。）

２ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 微砂質粘土
（炭化粒子と褐色粘土ブロックを多量に含む。ややしまる。）

３ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 微砂質粘土
（灰褐色粘土ブロックが充満する。堅くしまる。）

遺構と遺物

第７図 ST１９６・１９７・１９８・１９９竪穴住居跡
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ＳＴ１９７（第７図）

Ｂ区２１～２２－１０～１１Ｇで検出された。北半がＳＴ１９８と重複し、これを切っている。西辺が

ＳＴ１９９を切っている。規模および平面形は東西３．５ｍ、南北３．０ｍの不整方形を呈する。長軸

方位はＮ－６０°－Ｗである。床面はやや緩やかな起伏があるが貼床は認められない。壁の立ち

上がりは緩やかである。径１０～３０㎝、深さ５～１０㎝のピットが１８基壁面に沿って検出されたが、

柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

ＳＴ１９８（第７図）

Ｂ区２１～２２－１０～１１Ｇで検出された。南半がＳＴ１９７に切られている。規模および平面形は

一辺２．８ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸方位はＮ－５０°－Ｗである。床面は地山の傾

斜に沿って北に向かってやや下がる。貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やかである。

北壁沿いに径４０㎝、深さ５㎝のピットが１基と、径１０～２０㎝、深さ５㎝のピットが４基検出

されたが、柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

ＳＴ１９９（第８図）

Ｂ区２１～２２－１０～１１Ｇで検出された。南東角がＳＴ１９７に切られ、西角がＳＴ２００を切り、西

辺がＳＴ１００１を切る。規模および平面形は一辺４．６ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸

方位はＮ－１５°－Ｗである。床面は硬くしまり、若干の起伏が認められる。貼床は認められな

い。壁の立ち上がりは緩やかである。径１０～３０㎝、深さ５～１０㎝のピットが１９基検出されたが、

柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

ＳＴ２００（第８図）

Ｂ区２０～２２－１０～１１Ｇで検出された。南東部４分の１がＳＴ１９９に切られ、南角がＳＴ１００１

を切る。規模および平面形は東西３．４ｍ、南北３．７ｍの不整方形を呈する。長軸方位はＮ－６５°

－Ｅである。床面はやや緩やかな起伏があるが貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やか

である。径１０～２０㎝、深さ５～１０㎝のピットが８基検出された。

ＳＴ１００１（第８図）

Ｂ区２０～２２－１０～１１Ｇで検出された。大半をＳＴ１９９とＳＴ２００に切られ、南西角の一部が残

存する。平面形は方形を呈すると考えられるが、規模は不明である。長軸方位はＮ－８０°－Ｗ

である。床面は硬くしまり、ほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは西辺は緩やか

であるが、南辺は急である。径１０～２０㎝、深さ５～１０㎝のピットが３基検出されたが、柱穴か

どうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

ＳＴ１００３（第９図）

Ｂ区１９～２１－１０～１１Ｇで検出された。大半をＳＴ１００２、ＳＴ１００４、ＳＴ１００７に切られ、東角

の一部が残存する。規模および平面形は一辺２．９ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸方

位はＮ－７°－Ｅである。床面は硬くしまり、ほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上が

りは緩やかである。径２０㎝、深さ５㎝のピットが７基検出された。

遺構と遺物
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ＳＴ１９９ １ ５ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
ＳＴ２００ （炭化粒子と褐色粘土粒子と褐色粘土小ブ

ロックを多量に含む。やや軟らかい。）
ＳＴ１００１ ２ ７．５ＹＲ３／３ 暗褐色 微砂質粘土

（炭化粒子と粘土粒を多量に含む。軟らか
い。）

３ １０ＹＲ３／４ 暗褐色 微砂質粘土
（粘土粒子と粘土小ブロックが混じる。や
や堅くしまる。）

４ １０ＹＲ４／４ 褐色 微砂質粘土
（褐色・褐灰色・黒褐色粘土ブロックが多
量に混じる。堅くしまる。）

５ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
（粘土粒子と炭化粒子を少量含む。）

遺構と遺物

第８図 ST１９９・２００・１００１竪穴住居跡

－１５－



ＳＴ１００２（第１０図）

Ｂ区１９～２１－１０～１２Ｇで検出された。南半でＳＴ１００３、ＳＴ１００４、ＳＴ１００５を切っている。

規模および平面形は東西６．２ｍ、南北６．５ｍの不整方形を呈する。長軸方位はＮ－５８°－Ｅであ

る。床面はほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やかである。主柱穴は４基確

認された。これらは、住居の四隅から約２ｍ内側に位置し、径２０～２５㎝、深さ５㎝を測る。ま

た、東壁を除く三面の壁を取り囲む多数の小ピットも検出されたが、柱穴かどうかは不明であ

る。屋内の施設は２基検出された。ＳＫ１１０９は北角に位置し、長径１７０㎝×短径９０㎝の楕円形

で深さ１０㎝を測る。北側の覆土には多量の炭化粒子と若干の焼土粒子を含み土師器甑が検出さ

れたので炉の可能性も考えられる。ＳＫ１１１５は北壁沿い中央寄りに位置し、径９０㎝、深さ１０㎝

を測る。土師器坏１点、土師器甕１点を含む。

遺物は、土師器の鉢２点（３、４）、甑１点（５）、甕の口縁部（１、２）を図化し得た。３

はＳＫ１１１５出土の鉢で、平底で大きくくの字に開いた単純口縁を持つ。５の甑は、口縁部に輪

積痕があり、内外面にミガキ調整を施し、形態的に有孔鉢に近い。１と２の口縁は、くの字に

外反する。

ＳＴ１００４（第９図）

Ｂ区１９～２１－１０～１１Ｇで検出された。北辺をＳＴ１００２に切られ、南辺をＳＴ１００６に切られる。

また、東角でＳＴ１００５を切り、西角でＳＴ１００３を切る。規模および平面形は東西５．７ｍ、南北４．５ｍ

の長方形を呈する。長軸方位はＮ－７２°－Ｅである。床面は硬くしまり、ほぼ平坦で貼床は認

められない。壁の立ち上がりは緩やかである。径２０～３５㎝、深さ５㎝のピットが１２基検出され

たが、柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

ＳＴ１００５（第１１図）

Ｂ区１９～２０－１０～１１Ｇで検出された。西半をＳＴ１００２、ＳＴ１００４、ＳＴ１００６に切られる。

規模および平面形は一辺４．６ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸方位はＮ－３６°－Ｅで

ある。床面はほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やかである。径２０～３０㎝、

深さ１０㎝のピットが住居全体に１４基検出されたが、柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認め

られない。遺物は、甕の底部１点を図化し得た。

ＳＴ１００６（第１１図）

Ｂ区１９～２０－９～１１Ｇで検出された。南半をＳＤ１９４に切られ、北辺がＳＴ１００４、ＳＴ１００５

を切る。規模および平面形は一辺３．９ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸方位はＮ－８５°

－Ｗである。床面は硬くしまり、ほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やかで

ある。径２０～３０㎝、深さ１０㎝のピットが５基検出されたが、柱穴かどうかは不明である。

ＳＴ１０１５（第１２図）

Ｂ区２０～２２－１１～１３Ｇで検出された。ＳＴ１０１６と重複し、これを切る。規模および平面形は

東西６．６ｍ、南北４．２ｍの長方形を呈する。長軸方位はＮ－７２°－Ｗである。床面は地山と同じ

高さで、ほぼ平坦で貼床は認められない。壁は検出面が低く、床面が露出している。壁溝は、

幅２０㎝、床面からの深さ１０㎝前後で西辺・南辺・東辺に掘り込まれ、南辺中央部では遺構の中

遺構と遺物
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心に向けて１５０㎝掘り込まれている。東辺はやや広い。径２０～４０㎝、深さ１０㎝のピットが住居

中央を中心に２０基検出されたが、柱穴かどうかは不明である。屋内の施設は２基検出された。

ＳＫ１１１９は南角に位置し、径７０㎝の方形に近い円形で深さは２５㎝を測る。覆土の上層には多量

の炭化粒子を含み、下層には炭化材も多量に含み、土師器高坏１点と土師器甕１点を検出する。

ＳＰ１１２２は西壁南寄りに位置し壁溝を切っている。径５０㎝で深さは２５㎝を測る。覆土には炭化

粒子と焼土を多量に含み、土師器高坏１点を検出する。どちらも炉の可能性が考えられる。

遺物は高坏の坏部２点を図化し得た。１はほぼ直線的に開く。きわめてもろい。１、２とも

に棒状の脚部がつくと思われる。

ＳＴ１００２ １ ７．５ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
（炭化粒子と焼土粒子と灰褐色粘土ブロック・粒子を
多量に含む。やや軟らかい。）

ＳＴ１００３ ２ １０ＹＲ５／６ 黄褐色 微砂質粘土
（炭化粒子と褐色粘土と黒色粘土粒子を多量に含む。
堅くしまる。）

ＳＴ１００４ ３ １０ＹＲ４／６ 褐色 微砂質粘土
（炭化粒子と焼土粒子と粘土粒子を多量に含む。やや

堅くしまる。）

遺構と遺物

第９図 ST１００３・１００４竪穴住居跡
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ＳＴ１００２ １ ７．５ＹＲ３／１
黒褐色 微砂質粘土
（炭化粒子と焼土粒子と灰褐
色粘土ブロック・粒子を多量
に含む。やや軟らかい。）

ＳＫ１１０９ １ ７．５ＹＲ４／２
灰褐色 微砂質粘土
（炭化粒子や材が多量に含ま
れる。軟らかい。）

ＳＫ１１１５ ２ ７．５ＹＲ６／２
灰褐色 微砂質粘土
（多量の粘土ブロックや粒子
を含む。軟らかい。）

遺構と遺物

第１０図 ST１００２竪穴住居跡、出土遺物
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ＳＴ１００５ ７．５ＹＲ３／３ 暗褐色微砂質粘土

（炭化粒子・黒褐色・褐色粘土ブロックを多量に含む。）

遺構と遺物

第１１図 ST１００５・１００６竪穴住居跡、ST１００５出土遺物
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ＳＴ１０１６ １ １０ＹＲ４／６ 褐色 微砂質粘土 （２に近似する。褐色粘土ブロックを含む。軟らかい。）
ＳＴ１０１５ ２ １０ＹＲ３／４ 暗褐色 微砂質粘土 （炭化粒子と粘土粒子を多量に含む。軟らかい。）

３ １０ＹＲ５／６ 鈍い黄褐色 微砂質粘土 （褐色粘土ブロックと粒子を多量に含む。堅くしまる。）
ＳＫ１１１９ １ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土 （炭化粒子と褐色粘土粒・小ブロックを多量に含む。軟らかい。）

２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （炭化粒子と炭化材を非常に多く含む。軟らかく粘性に富む。）
３ １０ＹＲ５／４ 鈍い黄褐色 微砂質粘土 （褐灰色粘土ブロック・粒子が充満する。）

ＳＫ１１２２ １ １０ＹＲ３／４ 暗褐色 微砂質粘土 （炭化粒子と粘土粒子と焼土粒子を多量に含む。軟らかい。底面で炭化材が多く混じる。）

遺構と遺物

第１２図 ST１０１５・１０１６竪穴住居跡、ST１０１５出土遺物
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ＳＴ１０１６（第１２図）

Ｂ区２０～２２－１１～１３Ｇで検出された。南側大半をＳＴ１０１５に切られる。規模および平面形は

一辺４．９ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸方位はＮ－６９°－Ｗである。床面は地山と同

じ高さで、ほぼ平坦で貼床は認められない。床面が露出して、壁はほとんど確認できない。壁

溝は、ＥＤ１１２０が北辺中央より東側に掘り込まれている。径２０㎝、深さ５㎝のピットが３基検

出されたが、柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

ＳＴ１０１７（第１３図）

Ｂ区２１～２２－１２～１３Ｇで検出された。西辺でＳＴ１０３８を切る。規模および平面形は東西３．４ｍ、

南北２．５ｍの長方形を呈する。長軸方位はＮ－８０°－Ｗである。床面は緩やかな起伏が認められ

る。北側中央に径６０㎝程の範囲で焼土が検出された。貼床は認められない。壁の立ち上がりは

全周において急である。径２５～６０㎝、深さ５～１５㎝のピットが住居全体に２０基検出されたが、

柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

ＳＴ１０１７ １ １０ＹＲ５／１ 褐灰色 微砂質粘土
（褐色粘土粒・小ブロックを多量に含む。やや堅く締まり、粘性が非常に強い。）

２ １０ＹＲ４／１ 褐灰色 微砂質粘土
（黒褐色粘土ブロック・粒子を多量に含む。）

遺構と遺物

第１３図 ST１０１７竪穴住居跡
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第１４図 ST１０１８竪穴住居跡（１）
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ＳＴ１０１８ １ ７．５ＹＲ５／１ 褐灰色 細砂質粘土
（炭化粒子と炭化材と焼土粒子と黄褐色粘土小ブ
ロックが、南側壁付近で非常に多く混じる。）

２ ７．５ＹＲ４／１ 褐灰色 細砂質粘土
（１に近似する。その間に焼土塊や炭化材が多く
混じる。）

３ ２．５ＹＲ５／４ 鈍い赤褐色 微砂質粘土
（焼土粒や炭化粒や褐灰色粘土ブロックが多量に
混じる。）

４ ５ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
（炭化粒子と焼土粒子・小ブロックが多く混じる。
軟らかい。）

５ ７．５ＹＲ６／６ 橙色 微砂質粘土
（炭化・焼土粒子と褐灰褐色粘土ブロックが多量
に混じる。やや堅くしまる。）

ＳＫ１１４７ １ ５ＹＲ３／２ 暗赤褐色 微砂質粘土
（炭化材と焼土を各４０％含む。もろい。）

２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
（ほぼ均質。）

３ １０ＹＲ５／２ 灰黄褐色 粘質シルト
（黒褐色粘土質シルトがまだらに２０％混じる。）

４ Ｎ３／０ 暗灰色 灰
（大粒の焼土粒が３０％混じる。水分を多く含み、
非常にもろい。）

５ １０ＹＲ４／３ にぶい黄褐色 微砂質粘土
（ほぼ均質だが、ごく小径の炭化粒子がわずかに
混じる。）

ＳＫ１１４８ １ １０ＹＲ２／１ 黒色 微砂質粘土
（炭化材を８０％含む。もろい。）

２ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 微砂質粘土
（堅くしまる。）

３ １０ＹＲ４／３ 鈍い黄褐色 微砂質粘土
（２がブロック状に５％混じる。）

ＳＫ１１４９ １ １０ＹＲ２／１ 黒色 微砂質粘土
（炭化材を８０％含む。もろい。）

遺構と遺物

第１５図 ST１０１８竪穴住居跡（２）、出土遺物（１）
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遺構と遺物

第１６図 ST１０１８出土遺物（２）
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ＳＴ１０１８（第１４・１５・１６図）

Ｂ区１９～２１－１１～１３Ｇで検出された。西半でＳＤ１１３４、ＳＴ１０２０、ＳＤ１１３２、ＳＴ１０１９を切

り、北辺でＳＴ１０２１を切り、南角でＳＫ１１２５を切る。規模および平面形は東西４．６ｍ、南北４．８ｍ

の不整方形を呈する。長軸方位はＮ－５３°－Ｗである。床面全体に炭化物及び散在する炭化材

が検出された。炭化物層は５～１０㎝の厚さで床面を覆う。焼失家屋と考えられる。南辺中央部

には幅６０㎝の平行する炭化材の間に植物繊維層が堆積し、壁材の倒壊したものと考えられる。

炭化物層を取り除くと、南部中央寄りがやや高く凹凸があり周囲より堅く踏みしめられており

貼床と認められる。壁の立ち上がりはほぼ垂直である。壁溝は、幅２０㎝、床面からの深さ１５㎝

前後で全周において掘り込まれている。主柱穴が東角と北角に２基検出された。径３０㎝、深さ

１５㎝を測る。屋内の施設と考えられるものは３基検出された。SＫ１１４７は東壁南寄りに位置し、

径６０㎝深さは２０㎝を測る。覆土の上層には多量の炭化材と焼土を含み、下層には土器片をわず

かに含む。ＳＫ１１４８は東壁北寄りに位置し、径９０㎝深さは２５㎝を測る。覆土の上層には多量の

炭化材と焼土を含み、下層には土器片をわずかに含む。ＳＫ１１４９は西壁北寄りに位置し、径４０㎝

深さは１５㎝を測る。上層に斜め上を向いたかたちで土師器甕１点が検出された。

遺物は、土師器の坏３点、甕９点、壷１点を図化し得た。１５－１は、平底に近い土師器坏で、

口縁部下位でくの字に折れて、口縁部が直立する。１５－２・３の土師器坏は、口縁部がくびれ

て外反し、内面に稜を持つ。１６－４・５は甕の口縁部のみでゆるやかに外反する。次の３点は

口縁部が外反し径がほぼ同じ甕である。１６－３の体部は丸みを呈して、体部に最大径を持つ。

ハケ目の調整痕が明瞭に認められる。１６－２は長い頸部を持ち、頸部から口縁部にかけてはゆ

るやかに外反し、口縁部径体部径がほぼ同じである。１５－６は長胴形を呈し、体部中位に最大

径を持つ。次の３点は小型甕である。１６－１は頸部のくびれがはっきりして口縁部径と体部径

はほぼ同じである。底部から体部にかけては直立ぎみに立ち上がる。ハケ目の調整痕が明瞭に

認められる。１５－４は底部から体部にかけて直立して立ち上がり、球状にふくらんだ体部を持

ち、体部中位に最大径を持つ。口縁部のくびれは弱い。１５－５は口縁部がゆるやかに外反して

開き、口縁部に最大径を持つ。１６－６は甕の台付き底部のみで、外面に煤が付着している。１６

－７は壷の下部で、底部は平底で体部は球状を呈する。内面の底にハケ目の調整痕が明瞭に認

められ、外面一部に煤が付着している。１、３、７、８、１０、１１、１３が同じ胎土と思われる。

ＳＴ１０１９（第１７図）

Ｂ区１９～２０－１１～１３Ｇで検出された。ＳＴ１０２０の中央部に重複してこれを切り、南東角をＳ

Ｔ１０１８に切られ、北辺東寄りをＳＫ１１３１に切られる。規模および平面形は東西６．９ｍ、南北６．０ｍ

の不整方形を呈する。長軸方位はＮ－６８°－Ｅである。床面は地山と同じ高さで、ほぼ平坦で

貼床は認められない。検出面が低く、壁の立ち上がりはほとんど確認できない。周溝ＳＤ１１３２

は、幅６０㎝、床面からの深さ２０㎝前後で全周において掘り込まれ、北辺中央部で遺構の中心に

向かって２ｍ掘り込まれている。主柱穴と考えられるピットは住居の四隅に４基検出された。

径５０㎝、深さ１０～５０㎝を測る。貯蔵穴は認められない。

遺構と遺物
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ＳＴ１０２０（第１７図）

Ｂ区１８～２１－１１～１３Ｇで検出された。中央部にＳＴ１０１９が重複して位置して切られている。

南東角をＳＴ１０１８に切られ、南辺をＳＸ１０１４に切られる。また、東辺でＳＴ１０２１を切り、北辺

でＳＴ１０２９を切り、北西角でＳＴ１０２３、ＳＴ１０２４を切る。規模および平面形は東西１０．５ｍ、南

北１１．５ｍの不整方形を呈する。長軸方位はＮ－３０°－Ｗである。床面は地山と同じ高さで、ほ

ぼ平坦で貼床は認められない。検出面が低く、壁の立ち上がりはほとんど確認できない。周溝

ＳＤ１１３４は、幅４０㎝、床面からの深さ１０㎝前後で全周において掘り込まれている。北西角と南

壁沿いに多数の小ピットが検出されたが、柱穴かどうかは不明である。ＳＫ１１３０が、中央のＳ

Ｔ１０１９を囲んでいるＳＤ１１３２の南辺中央部を切って位置する。径９０㎝深さ２５㎝を測り、土器片

を数点含むが、本竪穴住居跡の施設であるかどうかは不明である。

遺物は破片が多く、図化し得たのは、土師器甕口縁部１点（２）、甑複合口縁部片１点（１）、

高坏１点（３）、坏底部１点（５）、甕底部２点（４，６）である。１は単孔の甑と考えられる。

２は頸部に指頭圧痕が認められ、口縁部は外傾する。６の胎土と類似し砂を多く含む。３は中

空の棒状脚部で、坏部は下端に弱い段を持ってゆるやかに立ち上がる。５は内面にミガキ調整

が施されているため坏と考えられる。４、６は丸みをおびた球胴形の体部を持つと考えられる。

その他に図化し得なかった破片の中には、坏部と脚部が急角度のＸ型に開き、外側にわずか

にベンガラが施された痕跡がある器台片、小型の坩の底部片、口唇部が引き出され面取りして

いる甕の口縁部、壷の複合口縁部片などがある。

ＳＴ１０２１（第１８図）

Ｂ区１９～２１－１２～１３Ｇで検出された。北西辺をＳＤ１０４０に切られ、南西辺をＳＴ１０１８に切ら

れる。平面形は方形を呈すると考えられるが、規模は不明である。長軸方位はＮ－３７°－Ｅで

ある。床面は南半が地山と同じ高さで、北に向かって地山の傾斜に沿って下がる。壁の立ち上

がりは検出面が低く確認できない。床面が露出している。径２０～４０㎝、深さ１０㎝のピットが住

居全体に多数検出されたが、柱穴かどうかは不明である。２基の土坑が検出されたが、本竪穴

住居跡の施設であるかどうかは不明である。ＳＫ１１３５は長径１９０㎝×１１０㎝のだ円形で深さ１５㎝

を測り、土器片をわずかに含む。ＳＫ１１３６は長径１２０㎝深さ１０㎝を測り、炭化粒子を多量に含

み、土器片をわずかに含む。

遺物は、土師器甕口縁部１点（１）、高坏柱状部１点（２）、手捏ね１点（５）、坩底部１点

（３）、甕底部３点（４、６、７）、壷底部１点（８）を図化し得た。１は、くの字状に外反す

る単純口縁で外面と内面にハケ目の調整痕を明瞭に確認できる。２は、中実の高坏柱状部で上

端がしぼられている。３は小型丸底である。４の底部の中心部はくぼみがある。６の底部は厚

く段を形成して中心部がくぼみ蛇の目高台ふうになる。断面から高台を貼り付けたことがうか

がえる。体部への立ちあがり状況から球胴形の体部を持つと考えられる。７の底部は中心部に

かけてやや反っている。８の底部は段をつくって中心部がややくぼんでいる。ＳＫ１１３５からの

出土遺物は１、６で、ＳＫ１１３６からの出土遺物は３、４、８で、その他に甕の口縁部破片が数

点出土している。

遺構と遺物
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ＳＴ１０１９ １ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
ＳＴ１０２０ （わずかに炭粒を含む。）

２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
（灰黄褐色微砂質粘土がブロック状に２０％混じる。）

ＳＫ１０１３ １ １０ＹＲ３／３ 暗褐色 微砂質粘土
（炭化・焼土・褐色粘土粒を多量に含み、軟らかい。）

２ １０ＹＲ６／１ 褐灰色 微砂質粘土
（褐色・褐灰色・黒褐色粘土ブロックを多量に含む。やや堅くしまる。）

ＳＫ１１３０ １ １０ＹＲ４／１ 褐灰色 微砂質粘土 （わずかに炭粒を含む。）
２ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 微砂質粘土
（１がブロック状に１０％混じる。）

３ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土 （ほぼ均質。）
４ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘質シルト
（５がまだらに入り込む。もろい。）

５ １０ＹＲ３／３ 暗褐色 微砂質粘土 （ほぼ均質。）
ＳＫ１１３１ １ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 微砂質粘土 （均質。堅くしまる。）

２ １０ＹＲ４／３ 鈍い黄褐色 微砂質粘土 （均質。堅くしまる。）
３ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
（灰黄褐色微砂質粘土がブロック状に２０％混じる。）

ＳＫ１１２５ １ １０ＹＲ３／３ 暗褐色 微砂質粘土 （炭粒を含む。）
ＳＫ１１２６ ２ １０ＹＲ４／４ 褐色 微砂質粘土
ＳＫ１１２７ （１がブロック状に１０％混じる。）

３ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 微砂質粘土 （炭化物の粒を多量に含む。）
４ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 微砂質粘土
（３がブロック状に３０％混じる。）

５ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土
（炭化物の粒をわずかに含む。）

６ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 微砂質粘土
（５がブロック状に２０％混じる。）

ＳＴ１０２６ １ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト （粘りなくもろい。）
２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
（１の土がまだらに混じる。しまる。）

ＳＴ１０２３ １ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト （焼土粒をわずかに含む。）
ＳＴ１０２４ ２ １０ＹＲ２／１ 黒色 微砂質粘土 （ほぼ均質。堅くしまる。）

３ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト
（小径の焼土粒をわずかに含む。堅くしまる。）

遺構と遺物

第１７図 ST１０１９・１０２０竪穴住居跡、ST１０２０出土遺物

－２７－



（ 1 ： 30 ） 10cm0

8 9

4

5

3

2

6

22 11 4 1 5 7 73

7

6

1

（ 1 ： 60 ） 

90.30m

2m0

a'

a'

a

a
p p p p pp

（ST1020） 

（ST1018） 

（SD1134） 

（SD1040） 

ST1021

SK1136

SK1135

ST1022

66

ＳＴ１０２１ １ １０ＹＲ５／２ 灰黄褐色 微砂質粘土 （褐色粘土ブロック・粒子を多量に含む。）
１０２２ ２ １０ＹＲ５／４ 鈍い黄褐色 微砂質粘土 （褐色粘土ブロックを多量に含む。） 以上ＳＫ１１３５

３ １０ＹＲ４／４ 褐色 微砂質粘土 （炭化粒子・粘土粒子を多量に含む。やや堅くしまる。）
４ １０ＹＲ５／３ 鈍い黄褐色 微砂質粘土 （炭化粒子と粘土粒子と灰褐色・褐色粘土小ブロックが混じる。）以上ＳＫ１１３６
５ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土 （炭化粒子と粘土粒子小ブロックを多量に含む。）
６ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 微砂質粘土 （粘土粒子小ブロックを多量含む。） 以上ＳＴ１０２１
７ １０ＹＲ３／４ 暗褐色 微砂質粘土 （炭化粒と粘土粒を含む。やや軟らかい。） ＳＴ１０２２

遺構と遺物

第１８図 ST１０２１・１０２２竪穴住居跡、出土遺物
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ＳＴ１０２２（第１８図）

Ｂ区２０～２１－１２～１３Ｇで検出された。北角をＳＤ１０４０に切られ、南西辺をＳＴ１０２１に切られ

る。規模および平面形は一辺３．２ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸方位はＮ－４５°－Ｅ

である。床面はほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは検出面が低く確認できない。

床面が露出している。径２０～４０㎝のピットが南東角に重なり合うように検出されたが、柱穴か

どうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

遺物は、土師器壷口縁部１点（９）を図化し得た。９は、折り返しの複合口縁である。その

他に、甕の口縁部３点、壷の口縁部１点が出土している。

ＳＴ１０２３（第１９図）

Ｂ区１８～１９－１１～１３Ｇで検出された。大半をＳＴ１０２９、ＳＤ１１３４、ＳＴ１０２０、ＳＴ１０２４に切

られ、北部の一部が残存する。また、北辺でＳＴ１０２７を切り、西辺でＳＴ１０２５を切る。平面形

は方形を呈すると考えられるが、規模は不明である。長軸方位はＮ－９０°－Ｅである。床面は

硬くしまり、ほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やかである。径３０㎝、深さ

５～１５㎝のピットが６基検出されたが、柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

遺物は図化し得るものはなかったが、土師器甕の破片が出土している。

ＳＴ１０２４（第１９図）

Ｂ区１８～１９－１１～１３Ｇで検出された。北東角をＳＤ１１３４、ＳＴ１０２０に切られ、北辺をＳＴ１０２６

に切られる。また、北西部でＳＴ１０２３、ＳＴ１０２５と重複し、これを切る。規模および平面形は

東西５．５ｍ、南北５．４ｍの不整方形を呈する。長軸方位はＮ－３０°－Ｅである。床面は硬くしま

り、ほぼ平坦で貼床は認められない。北西角に径６０㎝程の範囲で焼土が確認される。壁の立ち

上がりは検出面が低く確認できない。床面が露出している。径３０㎝、深さ５～１５㎝のピットが

四辺の壁沿いを中心に多数検出されたが、住居の大半が他のＳＴ（ＳＴ１０２３、ＳＴ１０２５）と重

複しているため、本竪穴住居跡の柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

遺物は、土師器壷口縁部１点（３）と甑口縁部１点（２）を図化し得た。３と２は、複合口

縁である。その他に土師器甕の破片が出土している。２は、ＳＴ１０２０の甑口縁部（２）と同じ

形状である。

ＳＴ１０２５（第１９図）

Ｂ区１８～１９－１１～１３Ｇで検出された。大半をＳＴ１０２３、ＳＴ１０２４に切られ、北西辺の一部が

残存する。規模および平面形は一辺４．９ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸方位はＮ－

４°－Ｗである。床面は硬くしまり、ほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは、西

辺は緩やかであるが北辺は急である。柱穴は認められない。貯蔵穴は認められない。

遺物は、土師器高坏脚部１点（１）を図化し得た。裾部途中の上面に段を持ち、柱状部が筒

状を呈すると考えられる。

遺構と遺物
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ＳＴ１０２３ １ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト
（焼土粒をわずかに含む。）

ＳＴ１０２４ ２ １０ＹＲ２／１ 黒色 微砂質粘土
（ほぼ均質。堅くしまる。）
３ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト
（小径の焼土粒をわずかに含む。
堅くしまる。）

遺構と遺物

第１９図 ST１０２３・１０２４・１０２５竪穴住居跡、ST１０２４・１０２５出土遺物
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ST1026

ＳＴ１０２６（第２０図）

Ｂ区１８～２０－１１～１２Ｇで検出された。北辺でＳＴ１０２４を切る。規模および平面形は東西４．６ｍ、

南北４．３ｍの不整方形を呈する。長軸方位はＮ－９０°－Ｗである。床面は硬くしまり、ほぼ平坦

で貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やかである。径２０㎝、深さ１０～２０㎝のピット４基

と、径４０㎝、深さ１０～２０㎝のピット１３基が、四辺の壁面に沿って５０㎝～１ｍの間隔で検出され

た。貯蔵穴は認められない。

遺物は土師器甕の破片５点が出土したが、図化するには及ばない。内１点は短く外傾し、口

唇部がつまみ出されて面取りされている。

ＳＴ１０２６ １ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト （粘りなくもろい。）
２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （１の土がまだらに混じる。しまる。）

遺構と遺物

第２０図 ST１０２６竪穴住居跡
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ＳＴ１０２７（第２１図）

Ｂ区１８～１９－１２～１３Ｇで検出された。大半をＳＴ１０２３、ＳＴ１０２９に切られ、南西角の一部が

残存する。平面形は方形を呈すると考えられるが、規模は不明である。長軸方位はＮ－１１°－

Ｅである。床面はほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは急である。径１５㎝のピッ

トが２基検出されたが、柱穴かどうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

遺物は土師器甕の破片１点が出土したのみで、図化するには及ばない。

ＳＴ１０２９（第２１図）

Ｂ区１８～２０－１２～１３Ｇで検出された。北東角をＳＤ１０４０に切られ、南西角をＳＤ１１３４に切ら

れ、西辺北側をＳＫ１０３３に切られる。また、南西角でＳＴ１０２７、ＳＴ１０２３を切る。規模および

平面形は東西４．２ｍ、南北５．０ｍの方形を呈する。長軸方位はＮ－１５°－Ｅである。床面はほぼ

平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やかである。径３０㎝、深さ１０～２０㎝の柱穴が、

北西角と南西角と辺の中間部の５基検出された。その他６基のピットが検出されたが、柱穴か

どうかは不明である。貯蔵穴は認められない。

遺物は土師器鉢の口縁部１点、甕の破片３点、壷の底部２点が出土したが、図化するには及

ばない。

遺構と遺物

第２１図 ST１０２７・１０２９竪穴住居跡

－３３－



（H＝91.50mで統一） 

（ 1 ： 60 ） 2m0

o'o'

p'

q'

p' g'
m n nm

l
o p qqpo

n'

m
'

g'
n'm
'

l'

i'

h'

g'

f'

p'

j'

b'

f'

e'

k'

e

g'

f

h'

g

s

i'

h

j'

k'

i

l'

j

k

l

h

g

f

e

k

j

i
ST1030

RP103

RP102

R
P
11
4

R
P
10
4

R
P
11
0

R
P
11
2

R
P
10
1

R
P
10
2

RP111 RP108
RP116

R
P
102
 

RP101

（SD1039） 

RP104
RP106

RP105
RP107

RP110

RP111

RP112RP114
RP108

RP103

遺構と遺物

第２２図 ST１０３０竪穴住居跡（１）
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ＳＴ１０３０ １ １０ＹＲ４／３ 鈍い黄褐色 粘質シルト （褐色粘土質シルトがブロック状に混じる。）
２ ７．５ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト （焼土粒を４０％含む。炭化物の粉末を多量に含むシルトをまだらに混入する。）
３ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト （層下部に多量かつ大径の炭化物を含む。）
４ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 粘質シルト （暗褐色粘土質シルトがブロック状に３０％混じる。）
５ ７．５ＹＲ３／４ 暗褐色 粘質シルト （焼土を７０％含む。）
６ １０ＹＲ３／３ 暗褐色 粘質シルト （黒褐色粘土質シルトがブロック状に混じる。堅くしまる。）

ＳＫ１１５１ １ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 粘質シルト （大径の焼土粒と小径の炭粒をわずかに含む。しまる。）
２ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 シルト（灰） （大径の焼土粒を多量に含む。もろい。）
３ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 粘質シルト （ほぼ均質。しまる。底部に黒色の灰・炭粒が堆積する。）
４ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 微砂質粘土 （ＥＫ１１５２―４と近似する。ほぼ均質。もろい。）

ＳＫ１１５２ １ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト （ほぼ均質。しまる。）
２ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 粘質シルト （大粒の焼土粒を２０％含む。）
３ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 粘質シルト （１と近似する。）
４ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 微砂質粘土 （わずかに小径の炭粒を含む。もろい。）

遺構と遺物

第２３図 ST１０３０竪穴住居跡（２）
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ＳＴ１０３０（第２２・２３・２４・２５図）

Ｂ区１７～１９－１２～１３Ｇで検出された。北辺西寄りをＳＤ１０３９に切られる。規模および平面形は

東西５．４ｍ、南北５．６ｍの方形を呈する。長軸方位はＮ－７０°－Ｅである。床面全体に炭化物及び

散在する炭化材が検出された。炭化物層は５㎝の厚さで床面を覆う。特に北半に多く確認された。

焼失家屋と考えられる。床面は硬くしまり、ほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がり

は急である。壁溝は、幅１０㎝、床面からの深さ１０㎝前後で東辺中央部に２４０㎝の長さで掘り込

まれている。住居の四隅から約１～２ｍ内側の位置に径３０～６０㎝、深さ１０～２０㎝の主柱穴と思

われるピットを４基検出した。また、東西の壁面沿いと両壁面から１ｍ内側に、約１ｍ間隔に

小ピットが検出された。炉跡とみられるＳＫを２基検出した。ＳＫ１１５１は南壁中央部に位置し、

径７０㎝深さ３５㎝を測る。上層は焼土粒を多量に含み底部には黒色の灰が堆積している。土師器

の壷と甕が上層に重なるように検出された。ＳＫ１１５２は南東角に位置し、径１ｍ深さ３０㎝を測

る。上層は焼土粒を多量に含み中層部の淵に土師器甑１点と土師器大型甕２点が検出された。

遺物は、土師器の坏１点（２４－１）、高坏１点（２４－５）、坩１点（２４－２）、甑１点（２４－

３）、甕８点を図化し得た。２４－１はほぼ完形の平底坏で、丸みを呈して立ち上がり、口縁部

はゆるやかに外反する。外面内面ともに煤が付着している。２４－５の高坏脚部は、山形状に開

いた裾部から円錐状に立ち上がり、坏部は直線的に開く。輪積み痕が見られ、二次調整が施さ

れている。２４－２の坩の体部は算盤玉形を呈する。２４－３の甑は、単孔で体部は鉢状に開き、

口縁部は段を持たない単純口縁である。外面に煤が付着している。２４－４、２５－４は甕の底部

のみで、どちらも台を形成し、２５－４の底部には木葉痕が見られる。２５－３、２５－６は大型甕

の底部から体部である。２５－３は台つきの平底で、やや長胴化した球形の体部を持つ。外面に

一部煤が付着している。２５－６も台つきの平底で、鉢状に立ち上がる。外面に一部煤が付着し

ている。２５－４、２５－３、２５－６はＳＫ１１５２から出土している。２５－７は小型の甕で、頸部に

輪積み痕が見られ、口縁部はゆるやかに外反する。体部もなだらかで体部中位に最大径を持つ。

２５－１は口縁部のみで、くの字に外反する。ハケ目の調整痕が明瞭に確認できる。２５－２と２５

－５は口縁部から体部にかけての土器片である。２５－２は口唇部がわずかにつまみ出されるよ

うに外反する。２５－５も口縁部がゆるやかに外反して長胴的なプロポーションを持つ。外面内

面ともにハケ目の調整痕が明瞭に確認できる。

遺構と遺物

第２４図 ST１０３０出土遺物（１）
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ＳＴ１１６１（第２６図）

Ｅ区１５～１６－１３～１５Ｇで検出された。規模および平面形は東西６．１ｍ、南北５．４ｍの方形を呈

する。長軸方位はＮ－６４°－Ｅである。床面は地山と同じ高さで、ほぼ平坦で貼床は認められ

ない。壁は、南西角および北辺の一部に緩やかな立ち上がりを確認できる。住居の四隅から約

１．５～２ｍ内側の位置に径４０㎝、深さ２０～３０㎝の主柱穴を４基検出した。２基のＥＫを検出し

た。ＥＫ１１７２は南東角に位置し、径７０㎝深さ５０㎝を測る。層全体に多量の炭化粒を含み、特に

上層部に大型の炭化材が目立つ。底部に土師器甕の土器片が検出された。炉跡と考えられる。

ＥＫ１１７３は北東角に位置し、長径１２５㎝短径７０㎝のだ円形を呈し深さ５０㎝を測る（わずかに炭

化粒と焼土粒を含む）。遺物は、ＳＫ１１７２から土師器の土器片が１、２点出土したが図化する

までには及ばない。

ＳＴ１１６１ １ １０ＹＲ２／１ 黒色 細砂質粘土 （ほぼ均質。）
２ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 粘土 （わずかに極小径の炭粒が混じる。軟らかい。）
３ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 細砂質シルト （ほぼ均質。）
４ １０ＹＲ５／３ 鈍い黄褐色 細砂質シルト （黒色細砂質粘土が斑状に３０％混じる。）
５ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 細砂質シルト （黄褐色シルトがブロック状に混じる。）

ＳＫ１１７２ １ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 粘質シルト （炭化材と焼土を多量に含む。特に上層部に大型の炭化材含む。）
２ １０ＹＲ３／３ 暗褐色 粘質シルト （小径の焼土粒と炭粒を含む。）
３ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘土 （多量の炭化粒を含む。）

ＳＫ１１７３ １ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土 （均質。わずかに小径の炭粒を含む。）
２ １０ＹＲ４／３ 鈍い黄褐色 粘土 （１がまだらに２０％混じる。）
３ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 粘質シルト （小径の炭粒と焼土粒を１０％含む。）

遺構と遺物

第２６図 ST１１６１竪穴住居跡
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ＳＴ１３０５ １ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘質シルト

（ほぼ均質。堅くしまる。）
２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘質シルト
（暗褐色細砂質シルトがブロック状と粒
状に３０％混じる。）

３ １０ＹＲ４／４ 褐色 細砂質粘土
（ほぼ均質。わずかに炭粒を含む。）

４ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘質シルト
（褐色細砂質粘土がブロック状に５０％混
じる。）

５ ７．５ＹＲ２／３ 極暗褐色 細砂質粘土
（焼土・炭粒が混じり全体的に赤黒い。）

ＥＬ１５７５ １ １０ＹＲ４／３ 鈍い黄褐色 砂質シルト
（均質。堅くしまる。）

２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘質シルト
（大粒の焼土粒が２０％混じる。）

３ ２．５ＹＲ２／１ 黒色 粘質シルト
（全体に炭粒が多数混じる。もろい。）

４ １０ＹＲ４／４ 褐色 砂質シルト
（全体に焼土が混じる。）

遺構と遺物

第２７図 ST１３０５竪穴住居跡
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（ 1 ： 3 ） 10cm0

4

5

ＳＴ１３０５（第２７・２８図）

Ｄ区２０～２１－１７～１９Ｇで検出された。規模および平面形は東西３．９ｍ、南北４．３ｍの不整方形

を呈する。主軸方位はＮ－２５°－Ｅである。床面は硬くしまり、ほぼ平坦で貼床は認められな

い。カマド南側に径５０㎝程の範囲で焼土が確認される。壁の立ち上がりはほぼ垂直であるが、

きわめて浅い。壁溝は、幅１０㎝、床面からの深さ１０㎝前後で全周において掘り込まれ、東辺で

はやや広くなる。住居の四隅から約１．５ｍ内側の位置に径４０～５０㎝、深さ３０～４０㎝の主柱穴を

４基検出した。カマドは北壁ほぼ中央部で検出され、長さ９５㎝、幅８０㎝を測り、１５㎝ほど掘り

込まれている。両袖は残存しているが、煙道部の貼り出しは確認できなかった。

貯蔵穴としてはＳＫ１９５３がある。北西角に位置し、径１ｍ深さ３０㎝を測り、わずかに炭粒と

焼土粒を含む。

遺物は、土師器の坏１点（１）、高坏２点（２、５）、甕１点（３）、壷１点（４）を図化し

得た。１は口縁部がほぼ直立する。２は、坏部の中位にゆるやかな稜を持って口縁部が外反し、

脚部は棒状にのび裾部が山形状に広がると考えられる。５は坏部の中心だけで輪積み痕がみら

れ、脚部は棒状にのびると考えられる。３は、頸部のしまりがゆるく口縁部は短く外反し、体

部中位に最大径を持つ。底部はない。体部一部に煤が付着している。４は、口縁部から体部に

かけてのみで、口縁部で輪積み痕が確認される。頸部は直立してから口縁部が外反する。その

他、甕の口縁部が２点出土している。

遺構と遺物

第２８図 ST１３０５出土遺物
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（ 1 ： 120 ） 4m0
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ＳＴ１３０８（第２９図）

Ｄ区１９～２１－１８～２１Ｇで検出された。東角中央寄りを南北の水路に切られる。規模および平

面形は東西５．５ｍ、南北５．７ｍの不整方形を呈する。長軸方位はＮ－５３°－Ｅである。床面は地

山と同じ高さで、ほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは浅く緩やかで、北辺・東

辺・南辺の半ばまで確認できる。壁溝ＳＤ１５９８は、幅５０㎝、床面からの深さ２０㎝前後で確認で

き、とくに北東角・南東角で広くなる。主柱穴は認められない。貯蔵穴は認められない。

遺物は、土師器の甕の破片３点を図化し得た。２は、くの字状に外反する口縁部。２と３は

ＳＫ１５９７から出土した甕の体部で、３はハケ目の調整痕が明瞭に確認でき、１は焼成が硬い。

その他、内黒杯の口縁部片が出土している。

ＳＴ１３０８ １ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土 （均質。堅くしまる。）
ＳＤ１５９８ ２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土

（褐灰色細砂質粘土が粒状に２０％混じる。）
３ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土
（均質。炭化材をわずかに含む。）

４ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘土 （均質。）
ＳＫ１５９６ １ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 細砂質粘土

（均質。堅くしまる。）
ＳＫ１５９７ １ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 細砂質粘土

（大粒の粘土粒が２０％混じる。堅くしまる。）
２ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 粘土
（炭粒と炭粉と大粒の焼土粒を３０％含む。もろい。）

遺構と遺物

第２９図 ST１３０８竪穴住居跡、出土遺物
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（ 1 ： 3 ） 10cm0

（ 1 ： 60 ） 2m0
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a
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ＳＴ１３１２（第３０図）

Ｄ区１９～２１－１７～１８Ｇで検出された。南半をＳＤ１３２４に切られる。規模および平面形は一辺

６．０ｍの方形を呈するものと考えられる。長軸方位はＮ－６６°－Ｗである。床面は地山と同じ高

さで、ほぼ平坦で貼床は認められない。壁の立ち上がりは緩やかである。壁沿いに径２０㎝、深

さ５～１０㎝のピットが４基検出されたが、柱穴かどうかは不明である。

貯蔵穴は認められない。

遺物は、土師器の壷の破片３点を図化し得た。２は複合口縁の壷である。口縁部の内側に煤

が付着している。１と３は壷の底部で、３の内面はハケ目の調整痕が明瞭に確認できる。

遺構と遺物

第３０図 ST１３１２竪穴住居跡、出土遺物
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２ 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は、調査区南側のＡ区に重なりながら集中的に検出された。遺物はほとんど出

土していない。以下にそれぞれの状況を述べる。

ＳＢ８（第３１図）

Ａ区２０～２１－２～３Ｇで検出された。南北３間、東西２間の建物である。西面に庇がつく。

長軸４．５ｍ、短軸３．９ｍのほぼ正方形で、長軸方向はＮ－１２°－Ｅである。北東側をＳＸ３２、Ｓ

Ｄ５２、５３に切られ、北西側のＥＢ３９とＥＢ４０の間にＳＸ３２より古いＳＸ３３がある。身舎柱間は

南北が１．１ｍ～２．０ｍ、東西が１．３ｍ～１．７ｍを測り、庇柱間が南北１．４ｍ～１．８ｍを測る。身舎各

柱穴の規模、平面形は、径３５～５０㎝の隅丸方形を呈し、深さが１～２１㎝を測る。庇各柱穴の規

模、平面形は、径がやや小さい。アタリは確認できなかった。覆土は、黄褐色～黒褐色の粘土

質シルトからなる。

ＳＢ１０（第３２図）

Ｂ区２０～２２－５～７Ｇで検出された。南北２間、東西３間の建物である。長軸５．０ｍ、短軸４．２ｍ

の東西棟で、長軸方向はＮ－６３°－Ｗである。身舎柱間は南北が２．０ｍ～２．１ｍ、東西が１．４ｍ～

２．０ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径２０～３５㎝のほぼ円形を呈し、深さが５～１０㎝を測

る。アタリは確認できなかった。

ＳＢ１１０（第３２図）

Ａ区１４～１６－１～３Ｇで検出された。南北２間、東西４間の総柱の建物である。南北の両面

に軒庇を持つ。長軸１０．０ｍ、短軸６．４ｍの東西棟で、蔵増押切遺跡の中では最大規模のもので

ある。長軸方向はＮ－７６°－Ｅである。中央部を南北にＳＤ１０６、ＳＫ１０９に切られている。東

隣に覆屋を持った井戸（ＳＥ１０５）がある。身舎柱間は南北が１．９ｍ～２．０ｍ、東西が２．４ｍ～２．６ｍ

を測り、庇柱間が東西２．５ｍを測る。身舎・庇各柱穴の規模、平面形は、径１０～２０㎝のほぼ円

形を呈し、深さが５～１０㎝を測る。ＥＢ４６６～４６９、ＥＢ４７６～４８０、ＥＢ４８２の計１０基の柱穴に

アタリが確認できた。覆土は、アタリ・掘り方ともに褐灰色～黒褐色の粘土・砂質粘土からな

る。ＥＢ４８２からは根石と見られる礫が検出された。

ＳＢ１１１（第３３図）

Ａ区１６～１７－１～３Ｇで検出された。南北３間、東西２間の建物である。長軸６．３ｍ、短軸４．３ｍ

の南北棟で、長軸方向はＮ－１４°－Ｅである。身舎柱間は南北が２．０ｍ～２．２ｍ、東西が１．７ｍ～

２．２ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径２５～４０㎝のほぼ円形を呈し、深さが１０～３５㎝を測

る。ＥＢ４８７・４８８、ＥＢ４９４・４９５、ＥＢ４９８の西側の柱穴にアタリが確認できた。西側の柱穴

が重なることから建て替えがあった可能性が高い。

ＳＢ１１２（第３４図）

Ａ区１６～１７－２～３Ｇで検出された。南北３間、東西２間の建物である。長軸５．８ｍ、短軸３．４ｍ

の南北棟で、長軸方向はＮ－２９°－Ｅである。身舎柱間は南北が１．２ｍ～２．１ｍ、東西が１．６ｍ～

１．７ｍを測る。中央部を東西にＳＤ１０２に切られている。各柱穴の規模、平面形は、径２０～３５㎝

のほぼ円形を呈し、深さが５～２５㎝を測る。アタリは確認できなかった。

遺構と遺物
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b'b
90.70m

c'c
90.70m

e'e
90.70m

f'f
90.70m

a'
a 90.70m

d'
d9
0.
70
m

EB75
12

EB47
1

EB48
1

EB45
1EB76

1
EB77
1

EB43
1

EB39
1

EB40
1

EB41
1

EB42
1

EB38
1

EB37
1

EB36
1EB35

1

遺構平面図 
 エレベーション図 

土層断面図 

（H=90.70mで統一） 

SX32

SX33

EB78

EB75
EB47

EB77

EB43

EB39

EB35

EB40 EB41

EB37 EB38

EB42

EB36

EB76

EB44 EB45

SD52

SD53
EB48

d
d'

a'

a

b b'

c'

e'

f'
f

e

c

ＳＢ８ １ １０ＹＲ５／４ 鈍い黄褐色 粘土質シルト （暗褐色粘土質シルトが混じる。）
２ ２．５Ｙ３／２ 黒褐色 粘土質シルト （細砂混じる。）

遺構と遺物

第３１図 SB８掘立柱建物跡
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ＳＢ１１０ １ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土
（焼土粒をわずかに含む。）

２ １０ＹＲ４／１ 褐灰色 粘土
（ほぼ均質。堅くしまる。）

３ １０ＹＲ５／１ 褐灰色 粘土
（ほぼ均質。堅くしまる。）

４ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 細砂質粘土
（ほぼ均質。焼土粒・炭粒をわずかに含む。）

５ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 細砂質粘土
（褐灰色粘土がブロック状に１０％混じる。）

６ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 粘土
（５がまだらに混じる。）

７ １０ＹＲ２／１ 黒色 細砂質粘土
（褐色粘質シルトが粒状に１０％混じる。）

８ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 細砂質粘土
（褐色粘質シルトがブロック状に３０％混じる。）

遺構と遺物

第３２図 SB１０・１１０掘立柱建物跡
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ＳＢ１１３ １ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 微砂質粘土
（褐色粘土粒・小ブロックと炭化粒子を多量に含む。やや堅くしまる。）

２ １０ＹＲ２／３ 暗褐色 微砂質粘土
（褐色粘土ブロック・粒子を多量に含む。堅くしまる。）

遺構と遺物

第３４図 SB１１２・１１３掘立柱建物跡
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ＳＢ１１３（第３４図）

Ａ区１５～１６－２～４Ｇで検出された。南北３間、東西１間の建物である。長軸５．５ｍ、短軸２．０ｍ

の南北棟で、長軸方向はＮ－４°－Ｗである。南部を東西にＳＤ１０２に切られている。ＳＢ１１０

の北東に位置し、倉庫跡と考えられる。身舎柱間は南北が１．５ｍ～２．０ｍ、東西が１．６ｍ～２．２ｍ

を測る。各柱穴の規模、平面形は、径３０～７０㎝の歪なだ円形を呈し、深さが１５～５０㎝を測る。

ＥＢ５１２・５１４・５１７・５２１にアタリが確認できた。覆土は、暗褐色～黒褐色の細砂質粘土からな

る。

遺物はＥＢ５２１から珠洲系の甕の体部片が出土した。

ＳＢ１２５（第３５図）

Ａ区１７～１８－３～４Ｇで検出された。南北３間、東西２間の建物である。長軸３．８ｍ、短軸３．２ｍ

長軸方向はＮ－１６°－Ｅである。南部を東西にＳＤ９２、ＳＫ９４に切られ、柱穴は不明である。

身舎柱間は南北が１．４ｍ～１．８ｍ、東西が１．８ｍ～２．０ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径２５～

５０㎝の歪な円形を呈し、深さが５～４０㎝を測る。ＥＢ６６１にアタリが確認できた。

ＳＢ１５０（第３５図）

Ａ区１９～２０－３～４Ｇで検出された。南北３間、東西２間の建物である。長軸６．４ｍ、短軸３．２ｍ

の南北棟で、長軸方向はＮ－１９°－Ｅである。南部のＥＢ５５９とＥＢ５６０の間にＳＫ１２９が認めら

れ、建物との関連が考えられる。身舎柱間は南北が１．３ｍ～１．９ｍ、東西が１．６ｍ～１．８ｍを測り、

庇柱間が東西１．５ｍ～１．８ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径３０～５５㎝の歪な円形を呈し、

深さが５～１５㎝を測る。アタリは確認できなかった。

ＳＢ１５１（第３６図）

Ａ区１８～２０－１Ｇで検出された。南北２間、東西５間の建物である。長軸１０．４ｍ、短軸４．１ｍ

の東西棟で、長軸方向はＮ－８４°－Ｗである。ＥＢ５７１がＳＢ１５５のＥＢ６０２を切っているため、

ＳＢ１５１の方が新しい。北東角のＥＢ５６９の北隣りにＳＥ１３６が認められ、建物との関連が考え

られる。南西角が調査区外となる。身舎柱間は南北が１．８ｍ～２．３ｍ、東西が２．１ｍを測る。各

柱穴の規模、平面形は、径３５～６０㎝の歪な円形を呈し、深さが２０～３０㎝を測る。ＥＢ５６５～５６９

の北側の５基の柱穴にアタリが確認できた。覆土は、アタリが暗赤褐色の砂質粘土で炭化粒子

と焼土粒子が多量に混じる。掘り方は上層が橙色の砂質粘土で、下層が褐色の砂質粘土からな

る。覆土状況から焼失建物の可能性がある。

ＳＢ１５２（第３７図）

Ａ区１８～２０－１Ｇで検出された。南北３間、東西４間の建物である。長軸９．７ｍ、短軸６．０ｍ

の東西棟で、長軸方向はＮ－８９°－Ｗである。西側にＳＢ１５１とＳＢ１５４が重複して検出された

が、新旧関係は不明である。南西角が調査区外となる。身舎柱間は南北が２．０ｍ～２．２ｍ、東西

が２．０ｍ～２．５ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径２５～５５㎝のほぼ円形を呈し、深さが２０～

３０㎝を測る。ＥＢ５８１・ＥＢ６０６にアタリが確認できた。覆土は、アタリ・掘り方ともに暗赤褐

色～黒褐色の砂質粘土からなる。ＥＢ５７６からは根石と見られる礫が検出された。

遺構と遺物
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第３５図 SB１２５・１５０掘立柱建物跡

－５０－



（ 1 ： 60 ） 2m0

a'a
91.00m 2423 1434 12

c c'91.00m 24124 42124

3 321

d
d'

91.00m
24
1
2
4

4
4

1
2

4
4

1
2

4
4

1
2
2

4
4

1
2

2
2

b'
1

24
32
1

2
3

1
b

91
.0
0m

4
1
2
4

4
1
2

2
4

d
d'

b
b'

e'
e

a a'

c c'

e'e
91.00m 4212

2

4

EB565 EB574

SP575

EB566

EB567

EB568

EB572

SB156
EB602

EB571

EB569
SB152
EB572 SB156

EB601

EB570

EB573

調査区外 

ＳＢ１５１ １ ５Ｙ３／２ 暗赤褐色
微砂質粘土（炭化粒子・
焼土粒子が多量に混じ
る。）

２ １０ＹＲ４／６ 褐色
細砂質粘土（褐色粘土・
灰褐色粘土ブロックや粒
が充満する。堅い。）

３ ７．５ＹＲ３／２ 暗褐色
微砂質粘土（褐色・黒褐
色粘土粒やブロックが多
量に混じる。堅い。）

４ ７．５ＹＲ４／４ 褐色
微砂質粘土（褐色・褐灰
色・黒褐色粘土ブロック
が多量に混じる。堅い。）

遺構と遺物

第３６図 SB１５１掘立柱建物跡
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ＳＢ１５２ １ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土
（炭化粒と焼土粒・ブロックと褐色・黒褐色
粘土ブロックを多く含む。）

２ ５ＹＲ３／２ 暗赤褐色 微砂質粘土
（炭化粒・炭化材と焼土粒子・ブロックと褐
色粘土粒が混じる。やや堅くしまる。）

３ ７．５ＹＲ２／２ 黒褐色 微砂質粘土
（褐色・褐灰色粘土ブロック・粒子が多量に
混じる。堅い。）

４ ７．５ＹＲ２／５ 灰褐色 微砂質粘土
（褐色・黒褐色粘土ブロックが充満する。堅
くしまる。）

遺構と遺物
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ＳＢ１５３ １ ５ＹＲ３／２ 暗赤褐色 微砂質粘土
（炭化粒子・炭化材と焼土粒子・ブロックと褐色
粘土粒・小ブロックを多量に含む。軟らかい。）

２ ７．５ＹＲ３／３ 暗褐色 微砂質粘土
（褐色・黒褐色粘土粒・ブロックが多量に混じる。
堅い。）

３ ７．５ＹＲ４／３ 褐色 微砂質粘土
（褐色・灰褐色粘土ブロック・粒子が充満する。
堅くしまる。）

４ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土
（褐色・黒褐色粘土ブロック・粒子が多量に混じ
る。やや堅くしまる。）

５ ７．５ＹＲ５／６ 明褐色 細砂質粘土
（褐色・灰褐色粘土ブロックが充満する。）

遺構と遺物

第３８図 SB１５３掘立柱建物跡
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ＳＢ１５３（第３８図）

Ａ区１８～２０－１Ｇで検出された。南北２間、東西３間の建物である。長軸７．４ｍ、短軸３．９ｍ

の東西棟で、長軸方向はＮ－８７°－Ｅである。ＳＢ１５２の内側にあり、また西側でＳＢ１５１とＳ

Ｂ１５４とＳＢ１５５が重複して検出されたが、新旧関係は不明である。南西角が調査区外となる。

身舎柱間は南北が１．９ｍ～２．３ｍ、東西が２．３ｍ～２．７ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径３０～

７０㎝の円形または隅丸方形を呈し、深さが５～３５㎝を測る。ＥＢ５８５・５８９にアタリが確認でき

た。覆土は、アタリが暗赤褐色の砂質粘土で炭化粒子と炭化材と焼土粒子・ブロックが多量に

混じる。掘り方は上層が褐色の砂質粘土で、下層が黒褐色の砂質粘土からなる。覆土状況から

焼失建物の可能性がある。

ＳＢ１５４（第３９図）

Ａ区１８～２０－１Ｇで検出された。南北２間、東西２間の建物である。長軸５．２ｍ、短軸５．１ｍ

長軸方向はＮ－３５°－Ｅである。ＥＢ５９７がＳＢ１５１のＥＢ５７２に切られているため、ＳＢ１５４の

方が旧い。中央より東側でＳＢ１５２とＳＢ１５３とＳＢ１５５が重複して検出されたが、新旧関係は

不明である。身舎柱間は南北が２．５ｍ、東西が２．５ｍ～２．８ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、

径３０～５５㎝のほぼ円形を呈し、深さが１０～３５㎝を測る。ＥＢ５９７にアタリが確認できた。覆土

は、アタリ・掘り方ともに暗褐色～黒褐色の砂質粘土からなる。

ＳＢ１５４ １ ７．５ＹＲ３／３
暗褐色 微砂質粘土
（多量の褐色粘土粒を
含む。やや堅い。）
２ ７．５ＹＲ２／２
黒褐色 微砂質粘土
（炭化粒・焼土粒・粘土
粒を多く含む。）
３ ７．５ＹＲ３／１
黒褐色 微砂質粘土
（炭化 粒 子・焼 土 粒
子・褐色粘土微粒を多
量に含む。）
４ ７．５ＹＲ４／４
褐色 微砂質粘土
（灰褐色・褐色粘土ブ
ロックが充満する。）

遺構と遺物

第３９図 SB１５４掘立柱建物跡

－５４－



（ 1 ： 60 ） 2m0

c'c
91.00m

3123 312 3

a'a
91.00m

1 321 3 2 21 13

d
d'

d'
d

91.00m
31
2
3

3
21

3
21

3

a'

b'
b

a

EB601

c c'

EB599

EB600

EB605

SB151 EB570

EB602

SB151 EB571

EB603

EB604

SP1078

調査区外 

b91
.0
0m

3
2
2

b'
1
2

ＳＢ１５５（第４０図）

Ａ区１８～２０－１Ｇで検出された。南北２間、東西２間の建物である。長軸５．１ｍ、短軸４．９ｍ

の正方形で、長軸方向はＮ－８４°－Ｗである。ＥＢ６０２がＳＢ１５１のＥＢ５７１に切られているため、

ＳＢ１５５の方が旧い。ＳＢ１５２とＳＢ１５３とＳＢ１５４が重複して検出されたが、新旧関係は不明で

ある。南半が調査区外である。身舎柱間は南北が２．４ｍ～２．５ｍ、東西が１．８ｍと３．３ｍを測る。

各柱穴の規模、平面形は、径３５～４５㎝のほぼ円形を呈し、深さが１０～３０㎝を測る。覆土は、上

層が黄褐色の砂質粘土、下層が褐色・黒褐色の砂質粘土からなる。

ＳＢ１５６（第４１図）

Ａ区１７～１９－２～４Ｇで検出された。南北３間、東西１間の建物である。西面に庇を持つ。

長軸６．３ｍ、短軸５．１ｍの南北棟で、長軸方向はＮ－２°－Ｅである。中央部にＳＢ１６６の南北棟

が重複する。身舎柱間は南北が１．７ｍ～２．２ｍ、東西が１．８ｍ～３．１ｍを測る。身舎の各柱穴の規

模、平面形は、径２０～４５㎝の歪な円形を呈し、深さが５～３５㎝を測る。庇の各柱穴の規模、平

面形は、径３０㎝の歪な円形を呈し、深さが３５㎝を測る。ＥＢ６０７・６０８・６１３・６１５・６１７・６２２の

６基の柱穴にアタリが確認できた。覆土は、アタリ・掘り方ともに灰黄褐色～黒褐色の砂質粘

土・粘土質シルト・粘土からなる。

ＳＢ１５５ １ １０ＹＲ５／６
黄褐色 微砂質粘土
（褐色・褐灰色粘土ブ
ロック・粒子を多量
に含 む。堅 く し ま
る。）
２ ５ＹＲ３／１
黒褐色 微砂質粘土
（褐色・褐灰色・黒褐
色粘土ブロック・粒
子を多量に含む。）
３ １０ＹＲ４／６
褐色 微砂質粘土
（褐色・黒褐色粘土小
ブロック・粒子を多
量に含む。堅い。）

遺構と遺物
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ＳＢ１５６ １ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 細砂質粘土 （暗褐色粘質シルトと炭粒を少量含む。）
２ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 細砂質粘土 （灰黄褐色粘質シルトがブロック状に５０％混じる。）
３ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 粘質シルト （黒褐色細砂質粘土がまだらに２０％混じる。）
４ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 細砂質粘土 （大粒の黄褐色粘質シルトを１０％含む。）
５ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘土 （ほぼ均質。軟らかい。）
６ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 細砂質粘土 （褐色粘質シルトがブロック状に２０％混じる。）

遺構と遺物

第４１図 SB１５６掘立柱建物跡
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ＳＢ１５７（第４２図）

Ａ区１６～１８－２～３Ｇで検出された。南北１間、東西３間の建物である。長軸６．４ｍ、短軸３．８ｍ

の東西棟で、長軸方向はＮ－６７°－Ｗである。身舎柱間は南北が３．８ｍ～３．９ｍ、東西が２．０ｍ～

２．４ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径２５～３５㎝の歪な円形を呈し、深さが１５～２５㎝を測

る。ＥＢ６２４～６２６、ＥＢ６３０にアタリが確認できた。覆土は、アタリ・掘り方ともに黒褐色の

砂質粘土・粘土質シルトからなる。

ＳＢ１５８（第４３図）

Ａ区１６～１７－１～２Ｇで検出された。南北１間、東西４間の建物である。長軸７．８ｍ、短軸３．２ｍ

の東西棟で、長軸方向はＮ－７９°－Ｗである。身舎柱間は南北が３．１ｍ～３．５ｍ、東西が１．５ｍ～

２．１ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径２５～５５㎝の円形またはだ円形を呈し、深さが１０～

３０㎝を測る。アタリは確認できなかった。覆土は、灰黄褐色～黒褐色の砂質粘土・粘土質シル

ト・粘土からなる。建物跡内からは３基の土坑が検出され、建物との関連が考えられる。ＳＫ

１２１は建物内北東角に位置し、直径１．１ｍほどのほぼ円形を呈し、深さ６０㎝を測る。覆土は、上

層が黒褐色の粘土質シルトでわずかに焼土粒・炭粒を含み、下層は黒褐色の粘土層からなる。

ＳＫ１２２は建物内中央部東寄りに位置してピットが西に連なる。直径９０㎝ほどのほぼ円形を呈

し、深さ１０㎝を測る。覆土は黒褐色～灰褐色の砂質粘土からなり、上層は炭化粒を多量に含む。

ＳＫ１２３は建物内中央部西寄りに位置し、直径１ｍほどのほぼ円形を呈し、深さ６０㎝を測る。

覆土は黒褐色の粘土質シルト層からなる。

ＳＢ１５７ １ １０ＹＲ２／２ 黒褐色
細砂質粘土（ほぼ均質。）

２ １０ＹＲ２／２ 黒褐色
細砂質粘土（鈍い黄褐色
粘質シルトがブロック状
に４０％混じる。）

３ １０ＹＲ２／２ 黒褐色
細砂質粘土（褐色粘質シ
ルトがまだらに混じる。）

４ １０ＹＲ３／２ 黒褐色
粘質シルト（黒褐色細砂
質粘土がまだらに混じ
る。）

遺構と遺物

第４２図 ＳＢ１５７掘立柱建物跡
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ＳＢ１５８ １ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 細砂質粘土 （ほぼ均質。）
２ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 細砂質粘土 （灰黄褐色粘土がブロック状に２０％混じる。）
３ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 粘質シルト （黒褐色細砂質粘土がまだらに２０％混じる。）
４ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘土 （均質。軟らかい。）

ＳＫ１２１ １ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 粘質シルト （わずかに焼土粒・炭粒を含む。）
２ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト （暗褐色の砂質シルトをブロック状に３０％含む。）
３ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘土 （ほぼ均質。わずかに砂粒を含む。）
４ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘土 （均質。水分を多く含み軟らかい。）

ＳＫ１２２ １ ７．５ＹＲ３／１黒褐色 微砂質粘土 （炭化粒・粘土粒やブロックを多量に含む。
やや軟らかい。）

２ ７．５ＹＲ５／１褐灰色 微砂質粘土 （多量の褐色粘土粒・ブロックが混じる。
やや固くしまる。）

３ ７．５ＹＲ５／２灰褐色 微砂質粘土 （褐色・褐灰色粘土ブロックが混じる。
固くしまる。）

４ ７．５ＹＲ７／２明褐灰色 微砂質粘土 （褐灰色粘土ブロックと粒子が多量に混じる。）
５ ７．５ＹＲ７／１明褐灰色 微砂質粘土 （褐灰色粘土ブロックが充満する。）
６ ７．５ＹＲ４／６褐色 微砂質粘土 （炭化粒子・粘土粒が混じる。）
７ ７．５ＹＲ４／３褐色 微砂質粘土 （炭化粒子・粘土粒を若干含む。）

ＳＫ１２３ １ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 粘質シルト （にぶい黄褐色の砂質シルトをブロック状
に２０％含む。）

２ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 粘質シルト （ほぼ均質。固くしまる。）
３ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 粘質シルト （にぶい黄褐色の砂質シルトをブロック状

に３０％含む。）
４ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 粘質シルト （ほぼ均質。もろい。）
５ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘質シルト （砂質シルトが層状に入り込む。）
６ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土 （ほぼ均質。軟らかい。）

遺構と遺物

第４３図 SB１５８掘立柱建物跡
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（H=91.00m で統一） 
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ＳＢ１６０ １ ５ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （褐色・褐灰色粘土ブロック・粒子と炭
化粒子・焼土粒子を多量に含む。）

２ ７．５ＹＲ６／１ 褐灰色 微砂質粘土 （粘土ブロックを多量に含む。）
３ １０ＹＲ５／６ 明褐色 微砂質粘土 （褐色粘土ブロック・粒子が充満する。）

遺構と遺物

第４４図 SB１６０掘立柱建物跡
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ＳＢ１５９（第４５図）

Ａ区１７～１９－１～２Ｇで検出された。南北３間、東西１間の建物である。東面に２間、西面

に３間の庇を持つ。長軸７．８ｍ、短軸５．４ｍの南北棟で、長軸方向はＮ－１５°－Ｅである。南半

でＳＢ１６０、ＳＢ１６１が重複する。ＥＢ６５５がＳＢ１６０のＥＢ７０４に切られているため、ＳＢ１５９の

方が旧い。また、ＥＢ６５２がＳＢ１６１のＥＢ７４５に切られているため、ＳＢ１５９の方が旧い。身舎

柱間は南北が２．１ｍ～２．７ｍ、東西が４．０ｍ～４．２ｍを測り、庇柱間が南北２．６ｍ～２．７ｍを測る。

身舎の各柱穴の規模、平面形は、径４０～６０㎝の歪なだ円形を呈し、深さが１０～４０㎝を測る。庇

の各柱穴の規模、平面形は、径２０～４０㎝の歪なだ円形を呈し、深さが５～４０㎝を測る。ＥＢ６４６・

６４９・６５５・６５９にアタリが確認できた。覆土は、上層が灰黄褐色の砂質粘土で、下層は黒褐色

の炭化粒子を多く含む砂質粘土からなる。覆土状況から焼失建物の可能性がある。

ＳＢ１６０（第４４図）

Ａ区１７～１９－１～２Ｇで検出された。南北３間、東西５間の建物である。長軸５．０ｍ、短軸６．２ｍ

の南北棟で、長軸方向はＮ－３°－Ｗである。ＳＢ１６１と重なるように検出されたが、新旧関係

は不明である。南半にＳＫ１２７、ＳＫ１２８とＳＫ１３０、ＳＫ１３１が平行して確認され、建物との関

連が考えられる。北半でＳＢ１５９と重複する。身舎柱間は南北が２．１ｍ～２．４ｍ、東西が１．７ｍ～

２．２ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径２０～６０㎝の歪な円形を呈し、深さが１０～６０㎝を測

る。ＥＢ７１３・７１７にアタリが確認できた。覆土は、黒褐色の砂質粘土からなり炭化粒子と焼土

粒子を多量に含む。覆土状況から焼失建物の可能性がある。

ＳＢ１６１（第４６図）

Ａ区１７～１９－１～２Ｇで検出された。南北４間、東西２間の建物である。東西両面に庇を持

つ。長軸９．４ｍ、短軸６．４ｍの南北棟で、長軸方向はＮ－１°－Ｗである。ＳＢ１６０と重なるよう

に検出されたが、新旧関係は不明である。北半でＳＢ１５９と重複し、ＥＢ７４５がＳＢ１５９のＥＢ

６５２を切り、ＥＢ７４７がＳＢ１５９のＥＢ６５６を切っているため、ＳＢ１６１の方が新しい。南半にＳ

Ｋ１２７、ＳＫ１２８とＳＫ１３０、ＳＫ１３１が平行して確認され、建物との関連が考えられる。身舎柱

間は南北が２．３ｍ、東西が２．１ｍ～２．３ｍを測り、庇柱間が南北２．３ｍ～２．４ｍを測る。身舎各柱

穴の規模、平面形は、径３０～４０㎝の歪な円形を呈し、深さが１５～３０㎝を測る。庇各柱穴の規模、

平面形は、径２５～４０㎝の歪な円形を呈し、深さが５～３０㎝を測る。アタリは確認できなかった。

覆土は、黒褐色の砂質粘土からなる。

ＳＢ１６２（第４７図）

Ａ区１７～１９－１～２Ｇで検出された。南北４間、東西３間の建物である。西面に庇を持つ。

曲がり屋的な構造を持つ。長軸９．０ｍ、短軸７．７ｍの南北棟で、長軸方向はＮ－９°－Ｅである。

内部にＳＢ１６３が重複し、北東角にＳＢ１５９、ＳＢ１６０、ＳＢ１６１が重複するが、新旧関係は不明で

ある。ＥＢ１６２がＳＫ１２４を切っている。身舎柱間は南北が２．１ｍ～２．３ｍ、東西が２．１ｍ～２．５ｍ

を測り、庇柱間が南北２．３ｍと４．６ｍを測る。身舎の各柱穴の規模、平面形は、径２５～４０㎝のほ

ぼ円形を呈し、深さが１～１０㎝を測る。庇の各柱穴の規模、平面形は、径８㎝のほぼ円形を呈

し、深さが５～８㎝を測る。ＥＢ６９９にアタリが確認できた。覆土は黒色の砂質粘土からなる。

遺構と遺物
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ＳＢ１５９ １ １０ＹＲ６／２ 灰黄褐色 微砂質粘土
（粘土粒子も含む。）

２ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土
（炭化・粘土粒子を多く含む。）

３ １０ＹＲ４／６ 褐色 細砂質粘土
（褐色粘土ブロック・粒子が充満する。）

４ ７．５ＹＲ４／２灰褐色 微砂質粘土
（炭化粒子・灰褐色粘土ブロック・粒子
を多量に含む。）

５ １０ＹＲ４／６ 褐色 細砂質粘土
（褐灰色・黒褐色・褐色粘土ブロックが
充満する。堅い。）

６ １０ＹＲ３／３ 暗褐色 微砂質粘土
（褐色・黒色・褐灰色粘土ブロック・粒
子が多量に混じる。堅い。）

遺構と遺物

第４５図 SB１５９掘立柱建物跡
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ＳＢ１６１ １ ７．５ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
（褐灰色粘土ブロック・粒子と褐
色粘土ブロックが多量に混じ
る。）

２ １０ＹＲ４／６ 褐色 微砂質粘土
（褐色粘土ブロック・粒子と炭化粒
子が混じる。）

３ １０ＹＲ３／３ 暗褐色 微砂質粘土
（小礫を多く含む。）

４ ７．５ＹＲ６／１ 灰褐色 微砂質粘土
（褐色・黒褐色粘土ブロック・粒子
を多量に含む。）

５ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 微砂質粘土
（粘土ブロックが充満する。）

遺構と遺物
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ＳＢ１６２ １ １０ＹＲ２／１ 黒色 細砂質粘土 （ほぼ均質。細かい焼土粒と炭粒を含む。）
２ １０ＹＲ２／１ 黒色 細砂質粘土 （鈍い黄褐色粘質シルトをまだらに含む。）
３ １０ＹＲ２／１ 黒色 細砂質粘土 （鈍い黄褐色粘質シルトがブロック状に

５０％混じる。）
４ １０ＹＲ５／３ 鈍い黄褐色 粘質シルト （黒褐色細砂質粘土がまだらに混じる。）
５ １０ＹＲ５／２ 灰黄褐色 粘質シルト （黒褐色細砂粘土がわずかに混じる。）
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ＳＢ１６６（第４８図）

Ａ区１７～１９－１～３Ｇで検出された。南北４間、東西１間の建物である。長軸８．４ｍ、短軸４．３ｍ

の南北棟で、長軸方向はＮ－１０°－Ｅである。ＳＢ１５６に重複する。中央部ＥＢ５４２の隣りにＳ

Ｋ１１９が認められ、建物との関連が考えられる。身舎柱間は南北が２．０ｍ～２．２ｍ、東西が４．４ｍ

を測る。各柱穴の規模、平面形は、径２０～４０㎝のほぼ円形を呈し、深さが１０～４０㎝を測る。

遺構と遺物
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ＳＢ１６３（第４９図）

Ａ区１６～１７－２～３Ｇで検出された。南北３間、東西２間の建物である。長軸４．７ｍ、短軸４．０ｍ

の南北棟で、長軸方向はＮ－６°－Ｅである。ＳＢ１６２の内側に重複する。南側がトレンチで切

られる。身舎柱間は南北が１．１ｍ～１．８ｍ、東西が１．８ｍと２．３ｍを測る。各柱穴の規模、平面形

は、径２５～５０㎝の歪な円形を呈し、深さが１０～３０㎝を測る。ＥＢ６７４にアタリが確認できた。

覆土は、アタリ・掘り方ともに黒褐色の砂質粘土からなる。柱穴が重なることから建て替えが

あった可能性が高い。

ＳＢ１００８（第５０図）

Ｂ区２０～２１－１０～１１Ｇで検出された。南北２間、東西３間の建物である。長軸４．０ｍ、短軸３．０ｍ

の東西棟で、長軸方向はＮ－８５°－Ｅである。北西部でＳＸ１００７と重複する。身舎柱間は南北

が１．５ｍ、東西が１．６ｍ～２．５ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径３５～５０㎝の歪な円形を呈

し、深さが５～１５㎝を測る。アタリは確認できなかった。覆土は、暗褐色～黒褐色の砂質粘土

からなり、炭化粒子を多量に含む。

ＳＢ１６３ １ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 細砂質粘土
（炭粒を含む。しまる。）

２ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 細砂質粘土
（褐色粘質シルトがまだらに混じる。）

３ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 細砂質粘土
（褐色粘質シルトがまだらに３０％混じる。）

４ １０ＹＲ４／３ 鈍い黄褐色 粘質シルト
（黒褐色細砂質粘土がまだらに混じる。）

遺構と遺物

第４９図 SB１６３掘立柱建物跡

－６６－



（ 1 ： 60 ） 2m0

c'c

c'

d'

d'
2

2

1

c

1 2 1 2 1 2 4 1

3

4

1

91.00m

a'

b

d'

b

a 1 4

2

4 3 1 4 4 1 4 4 4

33

1

1

91.00m

91.00m

EB1105 EB1106 EB1107
EB1108

a'
d

a

b' b'
b

b
2
1

2
2

1

1
4

2
1

2EB1104 EB1103 EB1102
EB1101

a'

d

a

c'
c

b' b'

EB1088

EB1093

（SD1099） 

（SD1116） 

EB1089

EB1090 EB1091
EB1092

EB1096 EB1095
EB1094

d
4
1

c'c

d'
2
1

1 2 1 2
1 2

91.00m

a'a 2 12 12
2

91.00m

91
.0
0m

91.00m
d

2
2

ＳＢ１００８ １ ７．５ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土
（炭化粒子と褐色・黒色粘土粒・小ブ
ロックが多く混じる。）

２ ７．５ＹＲ３／４ 暗褐色 微砂質粘土
（炭化粒子と褐色・褐灰色粘土ブロック
が多量に混じる。やや軟らかい。）

ＳＢ１０１１ １ ７．５ＹＲ４／２ 灰褐色 微砂質粘土
（やや堅くしまる。やや砂質性。）
２ ７．５ＹＲ４／３ 褐色 微砂質粘土
（炭化粒子、褐色・褐灰色粘土ブロック
を多量に含む。軟らかい。）

３ ７．５ＹＲ３／３ 暗褐色 微砂質粘土
（炭化粒子・粘土粒子を多量に含む。軟
らかい。）

４ ７．５ＹＲ４／６ 暗褐色 微砂質粘土
（褐色粘土小・大ブロックが多量に混じ
る。やや堅くしまる。）

遺構と遺物
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ＳＢ１０１１（第５０図）

Ｂ区２０～２２－１１～１２Ｇで検出された。南北４間、東西１間の建物である。長軸４．３ｍ、短軸３．４ｍ

の南北棟で、長軸方向はＮ－４６°－Ｅである。西辺の一部がＳＤ１１１６に切られる。身舎柱間は

南北が１．３ｍ～１．６ｍ、東西が３．４ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径４０～６５㎝の歪な円形

または隅丸方形を呈し、深さが１５～３５㎝を測る。ＥＢ１１０５にアタリが確認できた。覆土は、上

層が灰褐色の砂質粘土からなる。下層は褐色～暗褐色の砂質粘土からなる。

ＳＢ１３４７（第５１図）

Ｄ区１８～２０－２０～２１Ｇで検出された。南北２間、東西４間の建物である。長軸６．６ｍ、短軸３．５ｍ

の東西棟で、長軸方向はＮ－６０°－Ｗである。ＥＢ１５７８とＥＢ１５９７がＳＫ１３２１に切られる。身

舎柱間は南北が１．５ｍ～２．０ｍ、東西が１．８ｍ～２．５ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径２０～

４０㎝の歪な円形を呈し、深さは、四隅の柱穴が４０～５５㎝、それ以外の柱穴は１０～３０㎝を測る。

アタリは確認できなかった。覆土は、黒褐色～黒色の砂質粘土・粘土質シルトからなる。

ＳＢ１３４７ １ １０ＹＲ２／１ 黒色 細砂質シルト（灰黄褐色細砂質シルトがまだらに４０％混じる。）
２ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト （灰黄褐色砂質シルトをブロック状にわずかに含む。）
３ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘質シルト （やや強い粘りある。）
４ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 粘質シルト （酸化鉄の変色土壌を３０％含む。）
５ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘質シルト （やや強い粘りがある。）
６ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘質シルト （黒色粘質シルトが斑状に混じる。）

ＳＫ１３２１ ７ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 粘質シルト （上部には酸化鉄による褐変。炭粒を含む。）
８ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土 （粘性強い。）
９ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘土 （下部に褐灰色細砂質粘土が斑状に混じる。軟らか

い。）
１０ １０ＹＲ４／１ 褐灰色 細砂質粘土 （ほぼ均質。テフラ（火山灰）状細砂がわずか混じる。）
１１ １０ＹＲ１．７／１ 黒色 粘土 （軟らかい。）
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ＳＢ１６８２（第５２図）

Ｃ区１１～１２－１１～１３Ｇで検出された。南北４間、東西４間の建物である。長軸３．９ｍ、短軸２．６ｍ

の南北棟で、長軸方向はＮ－０°－Ｅである。身舎柱間は南北が０．６ｍ～１．２ｍ、東西が０．５ｍ～

０．８ｍを測る。各柱穴の規模、平面形は、径１０～２０㎝の歪な円形を呈し、深さが５～２０㎝を測

る。覆土は、灰黄褐色の粘土質シルトからなる。

ＳＢ１６８２ １ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 粘質シルト
（黒褐色粘土質シルトのブロックを３０％含む。さらさらしている。）

遺構と遺物

第５２図 SB１６８２掘立柱建物跡
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３ 井戸跡・土坑跡・柵跡

ＳＥ１０５（第５３図）

Ａ区１６－３Ｇで検出された。掘立柱建物跡ＳＢ１１０の東側にあり、ＳＢ１１０、ＳＢ１１１、ＳＢ

１１２、ＳＢ１１３、ＳＡ１１４の中央に位置する覆屋を持つ井戸である。規模および平面形は、径２．４ｍ

ほどの南北に長い楕円形を呈し、深さ１．１ｍを測る。覆土は、上層が黄褐色の砂質粘土、中層・

下層が黒褐色の砂質粘土からなり、中層は炭化粒子を多く含む。覆屋跡と考えられる柱穴は、

南・西・北側を囲うように並び、列の長さは９ｍ、柱間は３０㎝～１ｍを測り、不定間隔で並ぶ。

各柱穴の規模、平面形は、径３０～５０㎝のほぼ円形を呈し、深さが１０～３０㎝を測る。

ＳＥ１３５（第５３図）

Ａ区２０－２Ｇで検出された。ＳＢ１５１～ＳＢ１５５の建物群の北側に隣接し、ＳＥ１３６が西に位

置する。ＳＫ１３４を切っている。規模および平面形は、径２．３ｍほどの円形を呈し、深さ１．３ｍ

を測る。覆土は砂質粘土で色調は様々である。

ＳＥ１３６（第５３図）

Ａ区２０－２Ｇで検出された。ＳＢ１５１の北東角に位置し、ＳＢ１５１のＥＢ５６９に切られている。

規模および平面形は、径１．５ｍほどの円形を呈し、深さ７．８ｍを測る。覆土は砂質粘土で色調は

様々である。須恵器の甕の口縁部が検出された。頸部が短く外反し、口唇部を面取りしている。

外面は自然釉と灰かぶりが認められ、内面は口縁部にのみ灰かぶりが確認される。流れ込みの

可能性が高い。

ＳＫ１０３４（第５４図）

Ｂ区１８－１２Ｇで検出された。ＳＴ１０３０の南側、ＳＴ１０２３～ＳＴ１０２９群の西側に位置する。東

端をピットに切られる。規模および平面形は、径２．３ｍほどの歪な円形を呈し、深さ１６㎝を測

る。東側に径５０㎝と径２０㎝ほどの炭化物が検出された。覆土は、黒褐色と灰黄褐色の砂質粘土

からなる。

ＳＫ２００１（第５４図）

Ｆ区１６－３４Ｇで検出された。規模および平面形は、長径２．６ｍ、短径９２㎝ほどの東西に長い

だ円形を呈し、深さは３０㎝で東部が落ち込み５０㎝を測る。覆土は、黒褐色のシルト～粘土が主

なものである。

ＳＫ２０１７（第５４図）

Ｆ区１６－３１Ｇで検出された。規模および平面形は、軸８０㎝ほどの円形を呈し、深さ４０㎝を測

る。覆土は、黒褐色のシルト・砂質粘土・粘土からなる。

ＳＡ１１４（第５４図）

Ａ区１５～１７－１～３Ｇで検出された。最大規模の堀立柱建物跡ＳＢ１１０と井戸跡ＳＥ１０５の間

の南側に南北に位置する。軸方向はＮ－９０°－Ｅである。列の長さは１０．４ｍ、柱間は１．０ｍ～３．６ｍ

を測り、不定間隔で並ぶ。各柱穴の規模、平面形は、径６～１２㎝の歪な円形を呈し、深さが３～

８㎝を測る。７基中５基にアタリが確認できた。覆土は、暗褐色～黒褐色の砂質粘土からなり、

炭化粒子を多量に含む。
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ＳＥ１３５ １ ２．５Ｙ６／６ 明黄褐色 微砂質粘土 （褐灰色粘土・黒褐色粘土・褐色粘土ブロックを多量に含む。固くしまる。）
ＳＫ１３４ ２ ５ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （炭化粒子・粘土粒・小礫群を下層に含む。軟らかい。）

３ ７．５Ｙ５／２ 灰褐色 細砂質粘土 （炭化粒子・粘土粒を含む。堅くしまる。）
４ ７．５Ｙ２／１ 黒色 細砂質粘土 （小礫群を多量に含む。黒褐色粘土ブロック・灰色粘土ブロックが混じ

る。軟らかい。）
５ ７．５Ｙ２／１ 黒色 細砂質粘土 （しまる。）
６ Ｎ３ 暗灰色 細砂質粘土 （黒色粘土ブロック・灰褐色粘土ブロックを含む。軟らかく粘質強い。）
７ Ｎ３ 暗灰色 細砂質粘土 （黒色粘土・灰褐色粘土ブロックが密に混じる。粘性強い。）
８ ７．５Ｙ５／１ 灰色 細砂質粘土 （軟らかい。粘性強い。）
９ １０Ｙ２／１ 黒色 細砂質粘土 （粘質強い。軟らかい。）
１０ ５ＹＲ３／２ 暗赤褐色 微砂質粘土 （堅くしまる。）
１１ ５ＹＲ３／２ 暗赤褐色 微砂質粘土 （褐色粘土粒子・ブロックを多量に含む。堅くしまる。）
１２ ５ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （砂質強い。）
１３ ５Ｙ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （褐色粘土粒ブロックを多量に含む。）
１４ ７．５ＹＲ４／６褐色 細砂質粘土 （粘土ブロック、粒子を多量に含む。）

ＳＥ１０５ １ １０ＹＲ６／６ 黄褐色 微砂質粘土 （炭化粒子をわずかに含む。固い。）
２ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土 （炭化粒子と白色風化礫粒を多量に含む。固くしまる。）
３ ７．５Ｙ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （炭化粒子・粘土粒・風化礫粒を多量に含む。固くしまる。）
４ ７．５Ｙ２／２ 黒褐色 微砂質粘土 （多量の褐色粘土ブロックを含む。軟らかい。）
５ ７．５Ｙ２／１ 黒褐色 微砂質粘土 （褐色粘土ブロックが斑点状に混じる。軟らかい。）
６ ７．５Ｙ２／１ 黒褐色 微砂質粘土 （粘土粒・炭化粒子を多く含む。）
７ ７．５Ｙ２／１ 黒褐色 微砂質粘土 （粘土粒・炭化粒を多く含む。軟らかい。）
８ ２．５Ｙ３／１ 黒褐色 細砂質粘土 （炭化粒子・黒色粘土ブロック・灰褐色粘土ブロックが混じ

る。軟らかい。）
９ ２．５Ｙ２／１ 黒色 細砂質粘土 （粘土ブロックがわずかに混じる。軟らかい。）
１０ ２．５Ｙ３／２ 黒褐色 粗砂質粘土 （黒色粘土が混じる。）
１１ ２．５Ｙ３／１ 黒褐色 粗砂質粘土 （灰褐色粘土ブロックを多量に含む。）

ＳＥ１３６
１ ７．５ＹＲ３／３暗褐色 微砂質粘土 （炭化粒子・焼土粒・白色風化礫粒子を多量に含む。堅くしまる。）
２ ７．５ＹＲ３／３暗褐色 微砂質粘土 （多量の焼土粒・炭化粒子を含む。軟らかい。）
３ ７．５ＹＲ２／１黒色 細砂質粘土 （炭化層を多く含む。）
４ ７．５ＹＲ３／３暗褐色 微砂質粘土 （炭化粒・粘土粒・灰褐色粘土ブロックを多量に含む。堅くしまる。）
５ ７．５ＹＲ３／３暗褐色 微砂質粘土 （小礫を含む。砂質が強くしまる。）
６ ７．５ＹＲ３／２黒褐色 微砂質粘土 （粘土粒・ブロック・褐色粘土粒が多量に混じる。軟らかい。）
７ １０ＹＲ６／６ 明黄褐色 細砂質粘土 （褐色粘土ブロック・黒褐色粘土ブロックを多量に含む。軟らかい。）
８ ２．５Ｙ４／１ 黄灰色 細砂質粘土 （粘性が強い。）
９ ２．５Ｙ３／２ 黒褐色 細砂質粘土 （青灰色粘土ブロックや粒を多量に含む。軟らかい。）
１０ ２．５Ｙ３／１ 黒褐色 細砂質粘土 （黒褐色粘土ブロック・青灰色粘土ブロックを多量に含む。）
１１ ２．５Ｙ５／１ 黄灰色 細砂質粘土 （黒色粘土粒・ブロックを多量に含む。）
１２ ２．５Ｙ５／１ 黄灰色 細砂質粘土 （粘土ブロックを多量に含む。）
１３ ２．５Ｙ４／１ 黄灰色 細砂質粘土 （粘土が堅くしまる。）
１４ ２．５Ｙ３／２ 黒褐色 細砂質粘土 （青灰色粘土粒やブロックを含む。軟らかい。粘性が強い。）
１５ ５Ｙ５／１ 灰色 細砂質粘土 （炭化粒子・黒色粘土ブロックを多量に含む。粘性が強い。）

遺構と遺物

第５３図 SE１０５・１３５・１３６井戸跡、SE１３６出土遺物
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ＳＡ１１４ １ ５Ｙ３／２ 暗赤褐色 微砂質粘土 （多量の炭化粒子・粘土粒を含む。）
２ ５Ｙ２／１ 黒褐色 微砂質粘土 （炭化粒子を多量に含む。やや軟らかい。）
３ ７．５ＹＲ４／６ 褐色 微砂質粘土 （褐灰色粘土粒・ブロックが多量に混じる。）

ＳＫ２０１７ １ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 細砂質シルト（黒色粘土が層状に混じる。堅くしまる。）
２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 細砂質粘土 （ほぼ均質。）
３ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土 （ほぼ均質。）
４ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 細砂質粘土 （暗褐色砂質シルトがブロック状に３０％混じる。）
５ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土 （ほぼ均質。水分を多く含み軟らかい。）

ＳＫ１０３４ １ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （均質。堅くしまる。炭粒を含む。）
２ １０ＹＲ４／１ 褐灰色 粘土 （焼土粒・炭粒を含む。）
３ １０ＹＲ４／１ 褐灰色 微砂質粘土 （褐色の粘土がブロック状に１０％混じる。）
４ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 細砂質粘土 （均質。堅くしまる。）
５ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土 （炭粒を多く含む。均質。堅くしまる。）
６ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 微砂質粘土 （５がまだらに２０％混じる。）

ＳＫ２００１ １ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 シルト （褐色細砂質シルトがブロック状に２０％混じる。）
２ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 シルト （褐色細砂質シルトが粒状に混じる。）
３ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土 （褐色細砂質シルトがわずかに混じる。）
４ １０ＹＲ４／１ 褐灰色 粘土 （ほぼ均質。）
５ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土 （４がまだらに３０％混じる。）
６ １０ＹＲ３／３ 暗褐色 砂質シルト（褐色細砂質シルトが１０％混じる。）
７ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 粘土 （８がまだらに２０％混じる。）
８ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘土 （水分を多く含む。粘性ある。）

遺構と遺物

第５４図 SK１０３４・２００１・２０１７土坑跡、SA１１４柵跡
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４ 溝跡

ＳＤ２（第５５図）

Ｂ区の南東角から南北にＣ区・Ｄ区へと直線的に走る。ＳＧ１に切られる。溝幅は６０～８０㎝、

深さ３０㎝を測る。覆土は、黄褐色粘土と褐色粘土からなる。

遺物は、土師器破片がまとまって検出されたが、図化し得たのは、土師器の鉢２点、坩の口

縁部１点、甕の口縁部１点、底部３点、壷の口縁部１点、底部３点、手捏土器１点である。坩

は球体の体部に外傾する長頸の口縁部を持つ。鉢は体部に最大径があり、短くくの字に外傾す

る単純口縁を持つ。甕の口縁部は、わずかに外傾して先端部を強く外反させる逆コの字形が特

徴である。壷の口縁部は複合口縁で、外反せずに直線的に立ち上がる。

ＳＤ４（第５６図）

Ａ区の西側中央部からＢ区のＳＧ１までの溝跡である。溝幅は１．２ｍ～２ｍ、深さ２０㎝を測

る。覆土は、灰黄褐色～黒褐色の砂質シルトと砂からなる。

ＳＤ１０４０（第５７図）

Ｂ区の北側をＳＧ１１５５に沿って蛇行する。溝幅は２ｍ～３ｍ、深さ６０㎝～８０㎝を測る。覆土

は、褐色～黒色の砂質粘土と砂からなる。

土師器は、坏１点と鉢１点である。坏は全体に丸みをもって立ち上がり、口縁部がくびれて

外反する。甕はロクロを使用している。須恵器は、坏６点と蓋１点を図化し得た。坏はすべて

底部の切り離しが回転ヘラ切りで、底径が大きい。

ＳＤ１２０１（第５９図）

Ｅ区北西部を東西に走る。溝幅は１ｍ～１．６ｍ、深さ２０㎝～６０㎝を測る。覆土は、褐色～黒

褐色の粘土質シルトと粘土からなる。

遺物は、土師器の鉢１点と石製品の紡錘車片を図化し得た。鉢は小ぶりでロクロを使用し、

底部の切り離しは回転糸切りで、口縁部は短く外反する。体部に煮炊きに使われたと思われる

煤が付着している。

ＳＤ１３２９（第５８・５９図）

Ｄ区ＳＧ１３０１の南東端部から分かれてＳＧ１３０１に平行して北東に走り途中で切れている。溝

幅は３５㎝～８０㎝、深さ４０㎝を測る。覆土は、黒褐色の粘土質シルトからなる。

須恵器は、坏６点と甕の口縁部部片１点、体部片３点を図化し得た。坏は底部の切り離しが

回転ヘラ切り２点、回転糸切り３点である。５９－１は、外面に３本の櫛描き波状文が描かれ、

先端部の断面は両端に引き伸ばされＴ字形をとる。５９－２は、調整は外面が条線状のタタキが

交差しており、内面は同心円のアテ痕が施されている。５９－３・４は大甕の破片で、５９－３の

調整は外面が条線状のタタキが交差しており、内面はヘラ状工具でナデが施されている。５９－

４の調整は外面が条線状のタタキが一定方向で、内面は青海波のアテ痕が施されている。

遺構と遺物
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遺構平面図・土層断面図 

遺物実測図 
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ＳＤ２ １ １０ＹＲ４／３ 鈍い黄褐色 粘土 （層上部に炭化粒含む。堅くしまる。）
２ １０ＹＲ４／４ 褐色 粘土 （大きめの炭化粒を少々含む。粘性強い。）

遺構と遺物

第５５図 SD２溝跡、出土遺物

－７４－



（ 1 ： 60 ） 2m0

c'

b'

c' 90.80m
c

c

1

2

3

20

SD4

（SD5） 
 
 
 

SD217

6

b

13

b'90.80m
b 3 2 1

a'

a

a'

90.80m
a

3 2 1

調査区外 

ＳＤ４ １ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 粘質シルト （微砂を含む。）
２ １０ＹＲ３／４ 暗褐色 粗砂 （風化礫粒を含む。）
３ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 粘質シルト （微砂を含む。）

遺構と遺物

第５６図 SD４溝跡
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ＳＤ１０４０ １ ７．５ＹＲ４／３ 褐色 粗砂
（風化礫をわずかに含む。）
２ ７．５ＹＲ５／４ 鈍い褐色 粗砂
（風化礫や黒色粘土ブロックを多く含む。）
３ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 微砂質粘土
（白色風化礫粒子や礫を多く含む。ややしまる。）
４ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 微砂質粘土
（炭化・風化礫粒や小礫をわずかに含む。粘性ある。）
５ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 微砂質粘土
（４に近似する。細砂がレンズ状に堆積する。）
６ １０ＹＲ４／１ 褐灰色 細砂質粘土
（炭化粒子や風化礫粒子を多量に含む。粘性が強い。）
７ ２．５ＹＲ２／１ 黒色 細砂質粘土
（炭化・黒色粘土粒子を多量に含む。腐植土）

遺構と遺物

第５７図 SD１０４０溝跡、出土遺物
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調査区外 

ＳＤ１３２５ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト
（均質。粘り少なめ。わずかに土器片を含む）

ＳＤ１３２９ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト
（ほぼ均質で堅くしまる。焼土粒をわずかに含む。）

遺構と遺物

第５８図 SD１３２５・１３２９溝跡、出土遺物（１）
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ＳＤ１２０１ １ １０ＹＲ２／１ 黒褐色 粘質シルト （堅くしまり粘り気がある。）
２ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 粘質シルト （細かくもろい。酸化鉄の変色混じる。）
３ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘土 （軟らかく粘り気がある。）
４ １０ＹＲ４／４ 褐色 粘質シルト （褐灰色の粘土を２０％含む。もろい。）

遺構と遺物

第５９図 SD１３２９出土遺物（２）、SD１２０１溝跡、出土遺物
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５ 河川跡

ＳＧ１（第６０・６１・６２・６３・６４・６５．６６・６７・６８・６９・７０・７１・７２・７３図）

調査区Ｂ区、Ｃ区の南側をやや蛇行しながら東西に流れる。Ｂ区のＳＧ１の中央部から南西

方向にＳＤ５がＣ区中央部まで流れる。川幅は３ｍ～４ｍ、深さ７０㎝～１５０㎝を測るが、Ｂ区

の東端から１５ｍのところが川幅１０ｍと広く、ここに木組の遺構が検出された。木組遺構は、川

幅の最も長い位置に北東から南西に河川の流れに対して約４５度の角度でかけられ、長さ９ｍ、

幅は西端が１ｍと狭く、中央部が２．５ｍと広い。木組みのかけ方は一直線ではなく、途中でず

らして継ぎ合わせたような形で検出された。この状況から橋というより木道に近いような構造

であるが、あるいは洗い場として使用したものかは不明である。木組の西端からＳＧ１に沿っ

てＳＤ５がのび、またその間には水田跡（ＳＪ６）の畦畔と水口が検出された。河川の覆土は、

灰色～黒褐色を基調とした粘土と細砂の互層からなる。また上層部の下には火山灰の堆積が確

認され、理化学分析により、十和田ａテフラと同定された。

土師器は、坏４点、高台坏１点、高坏３点、鉢１点、甕１０点、手捏土器３点を図化し得た。

坏はいずれもロクロを使用しており、小ぶりで底径が小さいのが特徴である。体部から口縁部

にかけては、直線的に開くものと口唇部でわずかに外反するものがある。高坏は脚部のみ３点

で、棒状、やや短く丸みがある棒状、短く坏部内黒に分かれる。鉢は、内黒の黒色土器で丸み

をおびた体部に最大径を持ち口唇部がわずかに外反する破片（６１－７）である。甕の口縁部に

は、その他口縁部が外反して口唇部をつまみ上げているもの（６１－８）と、口縁部が短く外反

して口唇部をつまみ出して段をつくるもの（６１－１２、６１－１３）がある。６２－１１の甕の体部には

補修孔と思われる孔がある。

須恵器は、無台坏２１点、有台坏１点、小型甕１点、壷２点を図化し得た。坏は底部の切り離

しが回転ヘラ切り１点、回転糸切り２０点と後者が主である。墨書土器は６点であるが、うち１

点は底部に「女」の文字が確認される。また、２点は体部に同じ文字が確認された。坏の形状

の特徴は、全体的に小ぶりで底径が小さく、口縁部がやや外反する。

木製品は、曲物に特定できた容器３点、容器２点、田下駄３点、織機具１点、杭４点、加工

材その他２１点を図化し得た。６８－１の容器は、加工されている孔が確認される。６２－１の田下

駄は歯の数４ヵ所で残存値は０．５～１㎝である。６２－３の田下駄は孔の数６ヵ所である。６４－

１は２つの山形の突起が特徴である。欠損により全体形状は不明であるが田下駄の可能性が高

い。類例としては、新保遺跡（新潟県埋蔵文化財調査事業団２００１）出土の横長の板型田下駄が

ある。Ｕ字状に足枠を削り出して結緒を通す孔を両側に開け、裏面に円錐状の突起を削り出す

形状である。６８－３は糸巻の腕木に類似する。６３－１は梯子の可能性が高い。６３－３は、建築

部材と考えられる。６５－３は、先端部と中央部に加工された孔が認められ、側面は四角錐状に

加工されている。６７－１６も似たような形状である。６８－５と７０－２には方形の孔がある。７１－

１は、方形の孔と円形の貫通孔が規則的に２ヵ所ずつ開いている。７０－１と７１－４には、Ｕ字

型の溝がある。
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ＳＧ１ １ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 シルト（黒褐色粘土を縞状に含む。粘性あり。しまり強い。）
２ １０ＹＲ４／４ 褐色 シルト（粗砂・炭化粒を含む。粘性あり。しまり強い。）
３ １０ＹＲ４／２ 灰黄褐色 シルト（テフラ・炭化粒を含む。粘性あり、しまり強い。）
４ １０ＹＲ３／３ 暗褐色 シルト（粘性あり、しまり強い。）
５ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 シルト（中・細砂を含む。粘性あり、しまり強い。）
６ ７．５Ｙ３／２ オリーブ黒色 砂 （粘性あり、しまり弱い。）
７ １０ＹＲ２／３ 黒褐色 シルト（細砂・中砂を含む。粘性あり、しまり強い。）
８ ７．５ＹＲ３／２オリーブ黒色 砂 （粘性あり、しまり弱い。）

遺構と遺物

第６０図 SG１Ｂ区河川跡
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－８１－



（ 1 ： 3 ） 10cm0

（ 1 ： 4 ） 10cm0

2

1

3

4

3

1・2・4

遺構と遺物

第６２図 SG１Ｂ区出土遺物（２）
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第６３図 SG１Ｂ区出土遺物（３）
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ＳＧ１ １ ５ＹＲ３／１ 黒褐色 細砂質粘土
（炭化粒子・白褐色粒子をわずかに含む。堅い。）

Ｃ区 ２ ５ＹＲ８／２ 灰白色 （テフラ・火山灰）
３ ５ＹＲ４／１ 褐灰色 粘土質細砂
（炭化粒子をわずかに含む。）

４ ７．５ＹＲ２／１ 黒色 極細砂質粘土
（炭化粒子・有機質木片・クルミ等が混じる。）

５ ７．５ＹＲ４／２ 灰褐色 細砂質細砂
（黒色粘土がわずかに縞状にはいる。）

６ ７．５ＹＲ３／３ 暗褐色 細砂質粘土
（砂層が縞状にはいる。）

７ １０ＹＲ３／４ 暗褐色 粗砂質粗砂
（細かい砂礫を含む。）

８ ２．５ＹＲ５／２ 暗褐黄色 細砂質細砂
（黄灰色粘土が土層に縞状に混じる。）

９ ５Ｙ６／１ 灰色 粗砂質粗砂
（黄灰色粘土が縞状にわずかに含む。）

１０ ５Ｙ５／１ 灰色 粗砂質粗砂 （砂層。）
１１ ７．５ＹＲ４／４ 褐色 細砂質粘土
（炭化粒子・灰色粘土ブロックを斑点状にわずかに含む。）

１２ ２．５ＹＲ５／４ 黄褐色 粗砂質粗砂（砂礫が混じる。）
１３ ７．５Ｙ２／１ 黒色 細砂質粘土
（炭化粒子・砂礫・有機物がわずかに混じる。）

遺構と遺物

第６６図 SG１Ｃ区河川跡
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第６７図 SG１Ｃ区出土遺物（１）
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ＳＧ１ １ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘質シルト （固くしまる。）
Ｃ区 ２ ７．５ＹＲ４／１ 褐灰色 細砂質シルト（砂層。）

３ ２．５ＹＲ５／２ 暗灰黄色 砂 （大粒の砂がぎっしり堆積する。）
４ ２．５ＧＹ４／１ 暗オリーブ灰色 砂 （灰色粘土がわずかに混じる。）
５ １０ＹＲ５／４ 鈍い黄褐色 粘質シルト （褐灰色粒子混じる。固い。）
６ ５Ｙ３／１ オリーブ黒色 粘質シルト （オリーブ灰色粘土をブロック状に３０％含む。）
７ １０ＹＲ２／２ 黒褐色 粘土 （粘性あり。）

遺構と遺物

第７２図 SG１Ｃ区（４次）河川跡、出土遺物（６）
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第７３図 SG１Ｃ区出土遺物（７）
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ＳＧ１１５５，ＳＧ１１５６（第７４・７５・７６・７７・７８・７９・８０・８１・８２図）

ＳＧ１１５５は、調査区中央部のＣ区北側、Ｄ区南側、Ｅ区南側にかけて検出された。河川の両

岸は浅く湿地のような状況であったと推定され、川幅は不明瞭である。断面確認面では、深さ

０．８ｍの川底が３．６ｍほどの幅で平らに検出された。また、Ｃ区北側の河川南側に確認されたＳ

Ｄ１０４０が、Ｅ区のＳＧ１１５５の断面のやや北側に幅２ｍ深さ０．４ｍで検出された。覆土は、黒褐

色～黒色の砂質粘土～粘土からなる。

土師器は、器台２点、高坏５点、坏４点、鉢４点、甕９点、壷２０点（うち小型壷５点）、甑

１点、手捏土器２点、紡錘車２点、羽口数点を図化し得た。器台の脚部は直線的に広がるもの

（７５－７）とやや外反しながら八の字形に広がるもの（７５－８）がある。高坏の坏部は、体部

の下端に角を持ち、ほぼ直線的に口縁が大きく広がるもの（７５－５）と、体部が丸みをおびて

立ち上がり、中位に明瞭な段を形成してヨコナデの調整があり、口縁部が外反するもの（７５－

３）がある。脚部は、穿孔が３つあり八の字形に開くもの（７５－１０）と、体部から短く棒状に

のびて裾部は大きく外反してほぼ水平に広がるもの（７５－１２）がある。坏は、丸みをおびた体

部が内湾して口縁部が短くくびれて外反し内面に稜を持つもの（７５－２）と、底部が平らで丸

みをおびて立ち上がり、口縁部が緩く内湾するもの（７５－１、７５－４）と、底部の切り離しが

回転糸切りでろくろを用いた坏（７５－６）がある。鉢は底部が丸底のもの（７５－１４）と平底の

もの（７５－９、７６－３、７６－５）がある。甕はいずれも形状が異なる。７５－１６は球形の体部が

特徴で、平底で短めの口縁部はくの字に外反する。７９－４の口縁部はゆるやかに外反し、７６－

１の体部は紡錘形を呈する。いずれも外面内面ともにハケ目が明瞭で、外面には煮炊きで使用

したと思われる煤が付着している。７５－１５は長胴形を呈し、口縁部はゆるやかに外反する。７７

－３の口縁部は直立ぎみに立ち上がりながら外反し、体部はなだらかに広がる。壷は、底部は

いずれも平底で、明瞭な台を形成しているのは９点ある。口縁部は複合口縁３点と単純口縁４

点を確認したが、いずれも形状が異なる。７７－１は折り返しの複合で、先端部は大きく外反し

て開く。７６－９と７６－１０は中位に段を持ち、７６－９は先端部が緩く外反し、７６－１０は内湾する。

７７－２は長い単純口縁で、緩やかな逆Ｓ字形をして先端部がわずかに内湾する。７７－５はくの

字に外反する。７７－６は短い単純口縁でくの字形に外反し、指圧痕が明瞭である。７６－８は口

縁部が直立してから先端部でわずかに外反する。

須恵器は、無台坏１０点、有台坏１点、双耳坏１点、甕の体部片２点を図化し得た。坏は底部

の切り離しが回転ヘラ切り１１点、回転糸切り１点と前者が主である。坏の形状の特徴は、全体

的に器高が低い。底径は大きいものと小さいものがあるが、前者のほうが多い。７８－２０の高台

坏は、いびつに歪んでいる。また、その他に古墳時代の５世紀末頃の坏の受部片が２点検出さ

れた。７９－３と７９－６は大甕の破片で、７９－３はＳＤ１３２９の５９－３と同じ調整が施されている。

７９－６はＳＤ１３２９の５９－４と同一個体である。木製品は、容器１点、織機具２点、加工材２点

を図化し得た。８０－２は、２列に合計１４の孔が開いている。

ＳＧ１１５６は、Ｅ区北側、Ｄ区北西角、Ｆ区南西角にかけて検出されたが、特にＤ区では川岸

が湿地のような状況で川幅は不明瞭である。検出状況から河川は大きく蛇行しており、洪水な

遺構と遺物
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どによる流路変更により形成された可能性がある。また、Ｄ区北西角、Ｆ区南西角のＳＧ１１５６

の断面からは、ＳＧ１３０１の断面が確認された。

土師器は、器台１点、高坏５点、坏１点、小型鉢１点、坩３点、甕１２点、壷７点、手捏土器

１点を図化し得た。坏は丸底で丸みをおびて立ち上がり口縁部は直立する。高坏は脚部穿孔が

５つのもの（８１－１９）と、坏部が小さいもの（８１－１５）と、坏部が体部下端に角を持つもの（８１

－１６・１７）に分かれる。甕は、口縁部が下部に稜線を持ちながら外反するもの（８２－７）と、

口縁部が短く外反して口唇部をつまみ出して面どりしているもの（８２－１・２・４）と、くの

字に外反するものに分かれる。８２－７は、紡錘形の体部上位に最大径を持ち、表面は煤、内面

には炭化米が付着している。８２－１１の体部は紡錘形から球形に近くなり、８２－５の体部は球形

で底部がやや大きくなる。壷は、複合口縁３点と単純口縁２点に分かれる。複合口縁は中位に

段を形成しており、段の下部が強くくびれて上部がゆるやかに外反するもの（８１－５・６）と、

段の下部は逆コの字になり上部は大きく外反して開くもの（８１－４）がある。単純口縁は、く

の字状に外反するものと、直立状に長く外傾するもの（８２－８）がある。

ＳＤ１０４０ １ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘土質シルト（均質。堅くしまる。）
ＳＧ１１５５ ２ ２．５Ｙ２／１ 黒色 粘土（上部は砂が層状に堆積する。薄い炭化物の層が３

層なす。）
３ ２．５Ｙ２／１ 黒色 砂質粘土（黒褐色砂が層状に堆積する。炭化粒を多く含む。）
４ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘土質シルト（ほぼ均質でかたくしまる。）
５ １０ＹＲ３／２ 黒褐色 細砂質粘土（炭化鉄による褐変が多い。）
６ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土（砂が薄い層で堆積する。）
７ ２．５Ｙ２／１ 黒色 粘土（薄い砂層を３層含む。炭化物が層状に堆積する。）
８ ２．５Ｙ２／１ 黒色 粘土（中央部に炭化物が集中して堆積する。）
９ ２．５Ｙ２／１ 黒色 粘土（ほぼ均質。炭化物や植物遺骸を比較的多量に含

む。水分を多く含み軟らかい。）
１０ ２．５Ｙ２／１ 黒色 砂質粘土（砂質多い。炭化物・植物遺骸・流木等を多量

に含む。）
ＳＧ１１５６ １ １０Ｙ２／２ 黒褐色 粘土質シルト（均質でかたくしまる。酸化鉄が縦縞状に入る。）

２ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘土質シルト（均質でかたくしまる。わずかに炭粒を
含む。）

３ １０ＹＲ１．７／１ 黒色 細砂質粘土（ほぼ均質。泥炭成分が多い。）
４ １０ＹＲ１．７／１ 黒色 細砂質粘土（泥炭化した炭化物をわずかに含む。）
５ １０Ｙ２／１ 黒色 粘土（ほぼ均質。水分を多く含みやわらかい。）
６ １０Ｙ１．７／１ 黒色 細砂質粘土（泥炭化した炭化物と植物遺骸を多量に含む。）
７ １０Ｙ２／１ 黒色 細砂質粘土（炭化物少なく、植物遺骸を多量に含む。水

分を多く含み軟らかい。）
８ １０Ｙ１．７／１ 黒色 細砂質粘土（砂質が層状に堆積している。植物遺骸を

多量に含む。）
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ＳＧ１３０１（第８３・８４・８５・８６・８７・８８・８９・９０図）

Ｄ区東からＦ区南西角にかけて北西に向かって検出された河川跡であるが、他の河川跡と大

きく異なり、ほぼ直線的に流れているのが特徴である。Ｄ区東端の南側にはＳＤ１３２９がＳＧ１３０１

から枝分かれするようなかたちで確認された。Ｄ区北西角、Ｆ区南西角では、ＳＧ１１５６の中に

検出された。川幅は６ｍ、深さ１．２ｍを測る。覆土は、上層から中層が黒褐色～黒色の砂質粘

土と粘土、下層が黄灰色の砂と粘土からなる。上層には火山灰を含む。Ｄ区東部２３～２４－２０～

２１Ｇの川底から木組が検出され、木組の上には網代も検出された。この河川が流れる方向を地

図上で直線的に延長すると、最上川と寒河江川が合流する地点にぶつかる。

土師器は、坏２点、高坏１点、鉢１点、甕６点を図化し得た。坏（８５－１）は、平底から丸

みを持って立ち上がり、口縁部はやや内湾する。坏（８５－２）は、ろくろを使用し底部の切り

離しは回転糸切りである。高坏（８５－４）は、脚部が中実棒状で体部下端に角を持つ。鉢（８５－

５）は内黒の非ろくろで、平底から丸みを持って立ち上がり、口縁部はやや内湾する。甕（８５－

７）の口縁部は、強く外反しほぼ水平に開く。口唇部は面どりが中途であるのが確認される。

８５－１７の底部には網代痕が認められる。８５－３の底部は切り離しが回転糸切りである。

須恵器は、坏２３点、壷１点を図化し得た。坏の内分けは、無台坏１６点・有台坏６点・双耳坏

１点で、底部に墨書が確認されたのは４点である。また、底部の切り離しは、ヘラ切り１６点、

糸切り７点である。形状は、底径が大きく器高が低いものから底径が小さく器高が高いものま

で見られる。８５－１２の坏は、平野山古窯跡群第１２地点遺跡２次調査ＳＱ３３出土と類似する。墨

書は文字が明らかに確認できるものはない。壷は短頸壷で短い口縁部がやや外反し、体部が丸

みを持って体部上半に最大径を持つ。

大甕は、口縁部最大径６１㎝、頸部最小径４８㎝、体部最大径９２㎝を測る。口縁部の先端部下端

が屈曲して引き伸ばされ、外反した頸部から肩が張り出して、体部上半部に最大径を持ち、下

部にかけて細くなる。調整は、外面は条線状のタタキで、内面は青海波のアテ痕が施されてい

る。頸部は３本の櫛描き波状文が２段に描かれている。焼きは良好で、二次的加熱を受けて火

はねして表面が剥離している状況が見られる。

木製品は、曲物３点、容器４点、田下駄１点、加工材１点、網代３点を図化し得た。８９－１

の曲物は、二重の側板に１ヵ所の樺皮の綴合せの結合孔が認められる。側板内面には、縦平行

のケビキを入れる。欠損のため全体の構成は不明である。８９－２の曲物は、側板の下部にもう

一重の箍をはめた釘結合曲物で、木釘が２本箍のうえから円板に打込まれた状態で出土した。

側板の綴合せは１ヵ所で、上部欠損のため段は１段しか確認できない。側板内面には、斜格子

のケビキを入れる。箍の綴合せは１ヵ所で１列外２段階綴じを１本の樺皮でつないで綴じる。

結合釘孔は５ヵ所がほぼ均等に確認された。８７－２の曲物底円板には使用痕が多数認められ、

まな板転用と考えられる。９０－４の容器底板には周囲に２４ヵ所の孔が認められる。８８－４の加

工材は、長野県石川条里遺跡（１９９７）出土の鳥形木製品に類似するが検討を要する。８８－１、

２、３の網代は、軸木がある砂泥質土の上に、葦などの草本類の葉や茎による「敷葉」状の層

があり、その上に薄い樹皮で格子状に編まれたものが何層かに重なっていた。

遺構と遺物
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ＳＧ１３０１ １ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘土 （ほぼ均質。堅くしまる。上部は酸化鉄により褐変する。
火山灰層を含む。）

２ １０ＹＲ２／１ 黒色 粘土 （下部はほぼ均質。水分を含んだ粘土。上部にいくほど砂
が多くなる。）

３ １０ＹＲ２／１ 黒色 砂質粘土（砂が多くなる。）
４ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 粘土 （暗褐色粘質シルトが層状に含む。粘性少なくもろい。）
５ １０ＹＲ３／１ 黒褐色 砂質粘土（粘質シルト少なく、砂を多く含む。植物遺骸多く含む。）
６ ２．５Ｙ３／１ 黒褐色 砂 （黒褐色粘土が層状に混じる。）
７ ２．５Ｙ２／１ 黒色 粘土 （暗褐色粘質シルトをわずかに含む、植物遺骸を多く含

む。水分を多く含み軟らかい。）
８ ２．５Ｙ４／１ 黄灰色 砂 （黒色粘土が薄く何層かにわたり堆積する。）
９ ２．５Ｙ４／１ 黄灰色 粘土 （堅くしまる。）

遺構と遺物
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６ 水田跡（第９１図）

Ａ区東側には第一次調査で水田跡が検出された。調査区南東角に畦畔と水田床面が確認され、

その水田を囲むようにＳＤ１１がほぼ長軸を南北にとり、方形の区画になるように水田跡を巡り、

北側で２条平行に走る。溝の底面には多数の杭跡が認められた。水田耕作とみられる層は、黒

褐色・暗褐色の粘土質シルトで酸化が著しい。プラント・オパール分析の結果からも稲作が行

なわれていたことが確認された。畦畔の幅は７０㎝、高さは１０㎝、溝幅は１３０㎝、深さは４０㎝を

測る。畦畔は、暗褐色ないし黒褐色の粘土質シルトと黄褐色粘土を混ぜ合わせてつくられ、一

部水口も検出される。溝の覆土は、にぶい黄褐色の粘土質シルトからなる。

水田 １２．５Ｙ４／３ オリーブ褐色 粘質シルト
ＳＤ１１２１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色 粘質シルト

３１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色 粘質シルト
４１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色 粘質シルト
５１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色 粘質シルト
６１０ＹＲ５／３にぶい黄褐色 粘質シルト
７１０ＹＲ４／２灰黄褐色 粘質シルト

遺構と遺物

第９１図 水田跡
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７ その他の遺構と遺物（第９２・９３・９６図）

その他の遺構として、Ｂ区及びＤ区で竪穴住居跡群とともに検出された１５の遺構についてで

あるが（付図参照）、検出段階では方形のプランが確認されたものもあり、竪穴住居跡と思わ

れたが、遺構の残存状態が非常に悪く、壁や床面が明確に認められず柱穴・カマド等も未検出

のため判断材料にとぼしく、性格不明遺構とするにとどめた。

９２－１は、Ｅ区北のＳＤ１１９８出土の高台坏で、内面が黒色処理されている。台の脚部は細い。

９２－３は、Ｄ区ＳＤ１３２６出土の土師器壷の口縁部で、折り返しの複合口縁である。９２－５は、

Ｄ区ＳＴ１３０５南東側のＳＰ１４８４出土の土師器甕口縁部でくの字に外反する。９３－１は、Ｂ区南

端のＳＫ２１３出土の手捏土器である。９３－２は、Ｂ区ＳＤ３出土の須恵器の坏である。９３－３

は、Ｄ区ＳＤ１３３０出土の須恵器坏の底部で切り離しは回転糸切りで、「今」という墨書文字が

確認される。９３－４は、Ｂ区ＳＤ１９１出土の須恵器の高台坏で、底部の切り離しは回転ヘラ切

りで、底径が大きく器高が低く箱型に近い形状を呈する。胎土中に海綿骨針が認められる。木

製品は、２点を図化し得た。９３－１０は、ＳＫ２０１７出土の曲物の底の円板である。９３－１１は、Ｓ

Ｄ１９４出土の容器で、外面に黒漆、内面に朱漆が施されている。柱状に削り出しを持つ高台付

きで底径は４．５㎝を測る。体部下半が厚く作り出されているロクロ整形が特徴である。

陶磁器は、３点を図化し得た。９６－１３は、ＳＥ９３出土の青磁の無文椀片で、口縁端がやや肥

厚する。９６－１４は、肥前磁器の染付皿片で、見込に菊花と思われる文様が描かれている。９６－

１５は、景徳鎮窯の染付皿片で、両面に植物文と思われる文様が描かれている。

古銭は、寛永通宝４点、元豊通宝１点、一銭４点である。

遺構と遺物

第９２図 その他の出土遺物（１）
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８ 縄文時代の遺物（第９４・９５図）

９４－１６は、Ｅ区１３－２３Ｇ出土の深鉢である。口端は小波状、頸部は幅広の無文体で粘土紐を

貼り付けて上から押圧している。頸部と体部の境界には沈線が１条ひかれるがミガキにより段

差が失われている。また、口内にも１条の沈線ひかれている。体部は内湾ぎみに立ち上がり、

頸部で屈曲して幅広の無文体を持つ。体部上位に最大径を持つ。体部の地文は上位がＬＲ横、

中位以下がＬＲ斜め右下である。底部は欠損しているが平底と思われる。内外面に煤が付着し

ている。内面に棒状工具の跡が認められる。胎土は小砂礫と海綿骨針と石英を含む。

９４－１７は、Ｃ区ＳＤ１７１の１４－１３Ｇ覆土出土の深鉢である。砲弾型で口縁部がやや内湾する。

口縁部に最大径を持つ。口縁部は口端に押圧なく、平縁で無文体はなく口縁直下まで地文が施

されている。地文はＬＲ横位回転と撚糸を上下交互に施している。底部の直上は張り出さずに

そのまま立ちあがる。底部は平底で圧痕が認められる。胎土は、小砂礫と海綿骨針を多量に含

み、金雲母と石英を含む。焼成は良好である。

９４－３は、頸部でくびれて幅広の無文体を持つ深鉢の小波状の口縁部である。頸部から下に

は結節を持つＬＲ横の地文が認められる。９４－１は、砲弾型の粗製深鉢の破片。撚糸Ｌを横と

斜め右下に交互に施し、羽状縄文にやや似ている。内外から口端が指で押圧されている。９４－

４は、粗製壷か深鉢の破片である。口端の作り出しは、内側からつけている。頸部で一旦くび

れて短い丸棒状の口縁部を持つ。地文は結節を持つＬＲで、附加縄文の可能性もある。９４－６

は、頸部でくびれて外に広い粗製深鉢の破片である。口縁部は平縁で、口端および口縁直下に

ＲＬ横の地文が見られ、頸部に無文体が確認できる。９４－１２は、浅鉢頸部の破片である。４条

の平行沈線によって文様を描いている。左端に匹字状彫去に似た文様が見られるが欠損のため

不明である。９４－７は、平縁で、口端がていねいに調整され、口端直下からＬＲ横地文が始ま

る。９４－５は、やや小波状の平縁の口縁部片で、口縁直下までＬＲ斜め右下の地文が認められ

る。ＳＧ１１５６から出土した９４－１５は、異系統の甕の体部の土器片である。沈線の上位に３本の

Ｒ側面圧痕が施され、沈線の下には連弧文が見られ下位はＲＬの縦位施文が施されている。胎

土は砂粒が多く石英を含む。焼成は良好で黒色を呈し、表面に煤が付着している。

石器は、石鏃３点、石錐２点、石匙２点を図化し得た。石鏃は、いずれも基部を持ち、９５－

１と９５－２は、稜線が明確でていねいな作りである。９５－２は長く厚みがある。９５－３は稜線

がない平らな形状である。石錐９５－５は、先端部が欠損しているが、側面が直線的で稜線も明

瞭で作りがていねいである。石匙９５－８は、横長でつまみ部の作り出しが大きい。片面に調整

が施され、刃部に使用痕と思われる光沢を有する。

石製品は、管玉２点、砥石１点、石製模造品１点を図化し得た。ＳＧ１出土の管玉（９６－３）

は、丸みがかった三角に近い円形で、ガラス性の透き通った青色をする。ＳＧ１１５５出土の管玉

（９６－２）は、孔が途中までで作りかけの未製品である。ＳＧ１３０１出土の砥石（９６－１）は、

全ての面を使用した痕跡が見られる。ＳＧ１１５５出土の石製模造品（９６－４）は、穿孔が２箇所

ある。
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第９４図 縄文時代の出土遺物（１）
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表３ 遺物観察表（１）

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種
計測値（㎜）

底部切離
調整技法

出土地 備考
口径 底径 器高 器厚 外面 内面

３図 １ ３２―５ 土師器 壷 ２００ （５７） １０ ハケ目、ヨコナデ ハケ目、ナデ ＳＴ１６９

２ 土師器 壷 ３２ （２８） ８ ハケ目 ハケ目 ＳＫ１７０

４図 １ ３７―１３―１０ 土師器 壷 ６０ ３０ ６．６ ５．５ ＳＴ１７８

２ 土師器 壷 （６６） ６．５ ハケ目、ナデ

５図 １ 土師器 高坏 （９６） ２９ ミガキ ＳＴ１８４ ＲＰ６４、脚部のみ

６図 １ 土師器 甕 （１７６） （２８） １０ 横ナデ 横ナデ ＳＴ１８８

２ 土師器 壷 （５５） ２３．５

３ ３３―１ 土師器 壷 １０ ナデ ＲＰ６５、頚部のみ

１０図 １ 土師器 甕 （５７） ５ ハケ目、横ナデ ハケ目 ＳＴ１００２ ＲＰ７３

２ 土師器 甕 （４８） ５ ハケ目、横ナデ ハケ目、横ナデ

３ ２５―１２―４ 土師器 鉢 ３５ （３４） ６ ミガキ ハケ目、ヘラナデ ＲＰ６６

４ ２８―１ 土師器 鉢 １４１ ４２ １００ ６ ミガキ、ケズリ ヘラナデ ＳＫ１１１５、ＲＰ７１輪積痕

５ ３４―７ 土師器 甑 １９５ ５０ １１１ ６ ハケ目 ハケ目 ＳＫ１１０９、ＲＰ６９指頭圧痕

１１図 １ 土師器 甕 ４８ （３４） ６ ミガキ ヘラナデ ＳＴ１００５

１２図 １ ２６―４ 土師器 高坏 １７９ （５９） ４ ＳＴ１０１５ ＥＰ１１２２、ＲＰ７４

２ ２６―５ 土師器 高坏 ５ ミガキ ミガキ ＥＫ１１１９、ＲＰ７５

１５図 １ ２５―１ 土師器 坏 １４４ ６０ ６４ ４．５ ケズリ、横ナデ ミガキ、ナデ ＳＴ１０１８ ＲＰ９９

２ 土師器 坏 （１４３） （５０） ４０ ５．５ ケズリ、横ナデ ミガキ ＲＰ１００、外面煤付着

３ 土師器 坏 （１４４） （５２） ４．５ 横ナデ ナデ ＲＰ８３

４ ２９―４ 土師器 甕 １０５ ６４ １２０ ５ ケズリ、ハケ目、横ナデ ヘラナデ ＲＰ８３

５ ２９―５ 土師器 甕 １２１ ４８ １１６ ７ ナデ ハケ目、横ナデ、ヘラナデ ＲＰ８４

６ ２９―３ 土師器 甕 （１４４） ５０ ２１７ ６ ハケ目、横ナデ ヘラナデ ＲＰ８５、輪積痕

１６図 １ ２９―６ 土師器 甕 １３９ ６０ １５６ ５ ハケ目、横ナデ ハケ目、横ナデ、ヘラナデ ＲＰ９７

２ ３０―２ 土師器 甕 （１３９） （１５４） ７ ハケ目、横ナデ ハケ目、ナデ ＲＰ８３

３ ３０―３ 土師器 甕 １５５ （１５９） ７ ハケ目、横ナデ ハケ目、横ナデ、ヘラナデ ＲＰ８７

４ ３２―１ 土師器 甕 （２２３） （１３０） ６ ハケ目、横ナデ ハケ目、ヘラナデ ＲＰ８９

５ 土師器 甕 （２５６） ３９ ９ ハケ目、横ナデ ハケ目 ＲＰ８４

６ ２５―１２―３ 土師器 甕 ７１ （６８） ７ ハケ目 ハケ目

７ ３４―５ 土師器 壷 ６８ （１４２） ９ ハケ目、ミガキ ハケ目、ミガキ ＲＰ９０

１７図 １ 土師器 甑 （４０） ６ ハケ目 ハケ目 ＳＴ１０２０

２ ３２―６ 土師器 甕 １９５ ３８．５ ６．５ ＲＰ９８、指頭圧痕

３ ２７―１ 土師器 高坏 （１０１） ６．５ ミガキ ヘラナデ ＲＰ８０

４ ３７―６ 土師器 甕 ７６ （３９） ６．５ ヘラ切 ＳＸ１０１４

５ ３６―７―２ 土師器 坩 ３２ ２０ ４．５ ケズリ ミガキ ＥＤ１１３４

６ ３７―７ 土師器 甕 ７４ （６８） ３ ケズリ ヘラナデ ＲＰ８０

１８図 １ 土師器 甕 （１８４） （４１） ７ ハケ目、横ナデ ハケ目、横ナデ ＳＴ１０２１ ＳＫ１１３５

２ 土師器 高坏 （１０３） ２８ ミガキ ハケ目 ＳＫ１１３５、脚部のみ

３ 土師器 鉢 ２５ １５ ９

４ ２８―８ 土師器 甕 （１４５） （５３） ４５ ６ ハケ目、ケズリ ハケ目

５ ３７―１３―１ 土師器 手捏 （６９） ２６ ２９．５ ４．５ ナデ

６ ３６―７―７ 土師器 壷 ７０ （２０） ６．５ ミガキ ＳＫ１１３６

７ 土師器 甕 ６８ （２３） １０ ナデ ハケ目 ＳＫ１１３６

８ ３６―７―５ 土師器 甕 ７０ （１４） １０ ヘラケズリ ケズリ ナデ ＳＫ１１３５

９ ３３―６―３ 土師器 壷 （６２） ハケ目、ナデ ナデ ＳＴ１０２２

１９図 １ ２６―６ 土師器 高坏 １５３ （４３） ７ ミガキ、ナデ ミガキ ＳＴ１０２５ ＲＰ１１５

２ 土師器 甑 （４２） ７．５ ハケ目 ＳＴ１０２４

３ 土師器 壷 （３２） ９ ハケ目、ナデ

２４図 １ ２５―２ 土師器 坏 １３０ ５０ ５９ ６．０ ケズリ、ナデ ミガキ ＳＴ１０３０ ＲＰ１０１、内面に煤付着

２ ２８―４ 土師器 坩 ４ （８６） ８ ミガキ ヘラナデ ＲＰ１０２

３ ２７―６ 土師器 甑 １６５ ５１ １３７ ７．５ ケズリ、ハケ目 ハケ目、ヘラナデ ＳＫ１１５２、ＲＰ１１６輪積痕

４ ３７―１ 土師器 甕 （６１） （４９） ７ ケズリ ハケ目 ＲＰ１１２

遺構と遺物

－１２０－



表４ 遺物観察表（２）

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種
計測値（㎜）

底部切離
調整技法

出土地 備考
口径 底径 器高 器厚 外面 内面

５ 土師器 高坏 １０２ （８４） １１ ミガキ ナデ ＲＰ１０３

２５図 １ 土師器 甕 （４７） ７ ハケ目、ナデ ハケ目

２ 土師器 甕 ６．５ ハケ目、ナデ ヘラナデ ＲＰ１１４

３ ３０―４ 土師器 甕 ８２ （３２０） ８ ヘラ切り ハケ目、ミガキ ハケ目 ＲＰ１１０、ＳＫ１１５２

４ ３７―２ 土師器 甕 ７３ ハケ目 ハケ目 ＲＰ１１４、底部木葉痕

５ 土師器 甕 （１６９） ７ ハケ目 ハケ目 ＲＰ１０８

６ ３５―１ 土師器 甕 ８４ （２００） ９ ヘラ切り ハケ目 ハケ目 ＲＰ１１７、ＳＫ１１５２

７ ３０―５ 土師器 甕 （１２０） （１５５） ９ ハケ目、ナデ ハケ目、ナデ ＲＰ１０４、輪積痕

２８図 １ 土師器 坏 （４１） ５．５ ミガキ、ナデ ＳＴ１３０５ ＲＰ１９５

２ ２７―２ 土師器 高坏 （１３０） （９９） ８ ケズリ、ナデ ハケ目、ナデ ＲＰ１９５

３ ３０―６ 土師器 甕 （１９０） （１７８） ８ ハケ目、ナデ ハケ目、ミガキ ＲＰ１９６

４ ３４―１ 土師器 壷 １５０ （８４） ８ ハケ目、ミガキ ＲＰ１９４、輪積痕

５ 土師器 高坏 （２８） ８ ハケ目、ミガキ 輪積痕

２９図 １ 土師器 甕 ６．５ ハケ目 ハケ目 ＳＴ１３０８ ＥＫ１５９７

２ 土師器 甕 （３３） ６ ナデ ハケ目

３ 土師器 甕 ６ ハケ目 ハケ目 ＥＫ１５９７

３０図 １ ２５―１２―２ 土師器 壷 ６３ （３０） ５ ＳＴ１３１２ ＲＰ１８０

２ ３５―５ 土師器 壷 １７４ （１６７） ５ ハケ目、ミガキ ハケ目、ミガキ ＲＰ１７９底部ケズリ、ナデ

３ ３７―１１ 土師器 壷 ７０ （６６） ７ ケズリ、ハケ目、ミガキ ハケ目 ＲＰ１７９

５３図 １ 須恵器 甕 １３ ロクロ痕 ロクロ痕 ＳＥ１３６

５５図 １ 土師器 甕 （１５０） （６８） ５ 横ナデ ＳＤ２ ＲＰ３９

２ 土師器 鉢 （１３８） （３７） ３ ハケ目

３ ２８―２ 土師器 鉢 （１１５） ３０ ９４ ４５ ミガキ ヘラナデ

４ ３７―１３―６ 土師器 手捏 ２２ （４９） ５ ヘラナデ

５ ３６―６―３ 土師器 壷 ５５ （１８） ６ ヘラナデ ハケ目

６ ３６―６―１ 土師器 甕 （７４） （１８） ５

７ ３６―６―４ 土師器 甕 ７８ （１５） ８．５ ナデ ナデ

８ ３６―６―２ 土師器 壷 （７５） （２５） ８

９ ３６―６―６ 土師器 壷 ６５ （２５） ７．５ ナデ ナデ 底部ハケ目調整

１０ ３３―７―３ 土師器 壷 （１６０） ４８ １０ ＲＰ４６

１１ ２９―２ 土師器 壷 （１４６） （１３９） ５ ハケ目 ハケ目 ＲＰ３８

１２ ３６―６―５ 土師器 甕 ５４ （２５） ４ ヘラナデ ハケ目

５７図 １ ３８―１ 須恵器 坏 １３１ ８６ ３７ ５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＳＤ１０４０ ＲＰ９５、火だすき

２ ３８―２ 須恵器 坏 １２８ ８０ ４３ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ９４

３ ３５―３ 土師器 甕 ７６ （８０） ６．５ ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ１１８

４ ２５―３ 土師器 坏 １４２ １５ ４９ ５．５

５ 須恵器 坏 （１４０） （８８） ２９ ５．５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ９３

６ 須恵器 坏 （１４０） （８８） ３４ ６ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕

７ ３８―３ 須恵器 高台坏 １２８ （４０） ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ９６

８ ３８―４ 須恵器 坏 （１４０） ９８ ３４ ５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ９２、墨書か

９ ４１―１０―２ 須恵器 蓋 （１６０） （２２） ３．５ ケズリ ロクロ痕

５８図 １ 須恵器 坏 （８０） （２１） ３ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＳＤ１３２５ ＲＰ２０４

２ ４０―７ 須恵器 坏 １３３ ６２ ３４ ４．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２０５

３ ３８―５ 須恵器 坏 （１４１） （８８） ２９．５ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＳＤ１３２９

４ ３８―６ 須恵器 坏 ７０ （２７） ７ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２０１

５ ３８―７ 須恵器 坏 （１４８） ７８ ４２ ６．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ１９９

６ ３８―８ 須恵器 坏 （１４２） ７５ ３４ ５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２００

７ ３８―９ 須恵器 坏 （１４４） ８２ ３７ ７ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ１９８

５９図 １ 須恵器 甕 （６１） ８ ロクロ痕、櫛描文

２ 須恵器 甕 １１．５ タタキ アテ

３ 須恵器 甕 １６ タタキ カキ目

４ 須恵器 甕 １６ タタキ アテ、カキ目

５ ３１―１ 土師器 甕 （１１７） （７８） １０４ ５．５ ヘラ切り ロクロ痕 ロクロ痕 ＳＤ１２０１ ＲＰ１５３、１５４

６ ４６―１ 石製品 紡錘車 （外径）１１４（内径）３０ ２１ ＲＱ１５９

遺構と遺物

－１２１－



表５ 遺物観察表（３）

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種
計測値（㎜）

底部切離
調整技法

出土地 備考
口径 底径 器高 器厚 外面 内面

６１図 １ ２６―３―４ 土師器 坏 （１３４） （５４） （４５） ３ 回転糸切 ロクロ痕、ナデ ロクロ痕 ＳＧ１Ｂ区 ＲＰ５９、体部墨書

２ ２５―４ 土師器 坏 １２３ ６０ ４２ ５ ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ６０

３ 須恵器 坏 （１４３） （６９） ３４ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ５７、底部墨書

４ 土師器 高坏 ６．５ ミガキ

５ 土師器 高坏 １０ ミガキ ヘラナデ

６ 土師器 高台坏 ７３ （２９） ４．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ４９

７ 土師器 鉢 （１１８） （６３） ６ ハケ目 ミガキ 内面黒色処理

８ 土師器 甕 （１７１） （７４） ４ ナデ ヘラナデ

９ ３６―７―３ 土師器 甕 （７２） （２５） ５ 回転糸切

１０ ３７―１３―２ 土師器 手捏 ５７ ５４ ２３ 外内面指頭圧痕

１１ ３３―１０ 土師器 甕 ８．５ ハケ目 体部穿孔

１２ ３３―６―６ 土師器 甕 ５７ （７３） ３ ロクロ痕 ロクロ痕

１３ ３３―６―５ 土師器 甕 （６８） ４ ロクロ痕 ロクロ痕

１４ 木製品 容器 広葉樹 （最大長）（７５）（最大幅）（６３．５）（最大厚）（１０）

１５ ４４―３―２ 木製品 部材 （最大長）８６（最大幅）５４（最大厚）２５

１６ ４５―４―２ 木製品 容器 針葉樹 （最大長）（２００．５）（最大幅）（８４）（最大厚）１１．５ ＲＷ３７３

６２図 １ ４５―８―３ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）（２４０）（最大幅）（６２）（最大厚）（２６） ２個の穿孔

２ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）（２６３．５）（最大幅）６４（最大厚）６６

３ ４５―５ 木製品 田下駄 広葉樹 （最大長）４１９（最大幅）１３６（最大厚）２７ 方形の孔６ヵ所

４ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）（１９１）（最大幅）４７．２（最大厚）４０

６３図 １ ４４―４―１ 木製品 織機 針葉樹 （最大長）３７０（最大幅）４０（最大厚）３２

２ 木製品 織機 針葉樹 （最大長）（２６３．５）（最大幅）２１．６（最大厚）１４

３ 木製品 部材 針葉樹 （最大長）１１２９（最大幅）１８８（最大厚）３７

６４図 １ ４４―１ 木製品 道具 針葉樹 （最大長）２８１（最大幅）９８（最大厚）１０４ ＲＷ６２１

２ ４５―９―２ 木製品 部材 （最大長）１４５（最大幅）５７（最大厚）２３

３ ４５―９―４ 木製品 部材 （最大長）１５５（最大幅）５０．５（最大厚）２２．５

６５図 １ 木製品 部材 （最大長）１０７６（最大幅）１５１（最大厚）７３

２ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）１７３０（最大幅）１９９（最大厚）３６

３ ４４―３―４ 木製品 部材 針葉樹 （最大長）６２（最大幅）２２（最大厚）１８ 中央に穿孔

６７図 １ 土師器 高坏 （４８） ７ ミガキ、ナデ ＳＧ１Ｃ区 内面黒色処理

２ ２６―３―３ 土師器 坏 （１３４） ５８ ４６ ４ ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２５１

３ ３７―８ 土師器 甕 ５４ （５７） ３．５ 回転糸切

４ 土師器 甕 ５ ハケ目、ケズリ、ナデ ハケ目 口縁部指頭圧痕

５ 土師器 甕 （１８） ６．５ ハケ目 底部木葉痕

６ ３７―１３―３ 土師器 手捏 （４６） ３２ ２３ ３．５ 外内面指頭圧痕

７ 土師器 手捏 （５８） （４４） ２７．５ ５ 外内面指頭圧痕

８ ３８―８ 須恵器 坏 １３０ ６５ ３９ ４．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ５４

９ ３８―１１ 須恵器 坏 （１４６） ５１ ４４ ３ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ５２、底部墨書

１０ ４１―５ 須恵器 高台坏 （１３０） ８４ ４５．５ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ５３、底部墨書

１１ 須恵器 坏 （１４０） （５５） ４４ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ５８

１２ 須恵器 坏 （１３６） （７４） ３２．５ ４．５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ５５、火だすき

１３ ４２―３ 須恵器 甕 （１２０） （７１） １０ ケズリ

１４ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）１０３（最大幅）（４１）（最大厚）３０

１５ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）１２８（最大幅）５４（最大厚）２５

１６ 木製品 （最大長）５４（最大幅）２３（最大厚）１１ ７１図―１と組、中央に穿孔

６８図 １ 木製品 容器 針葉樹 （最大長）１５１（最大幅）８４（最大厚）３

２ 木製品 容器（底） 針葉樹 （最大長）１８１（最大幅）４９．５（最大厚）１０ ＲＷ３７０

３ ４４―４―４ 木製品 織機 針葉樹 （最大長）１４０（最大幅）１６（最大厚）１０．５

４ ４５―４―３ 木製品 祭祀用 針葉樹 （最大長）１３２（最大幅）４３（最大厚）４

５ ４５―４―３ 木製品 針葉樹 （最大長）２２１（最大幅）６９（最大厚）２９

６ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）１９０（最大幅）６５（最大厚）４７

６９図 １ ４５―７―１ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）１８６（最大幅）４２（最大厚）２８

２ ４５―７―２ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）２１０（最大幅）６５（最大厚）３６

遺構と遺物

－１２２－



表６ 遺物観察表（４）

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種
計測値（㎜）

底部切離
調整技法

出土地 備考
口径 底径 器高 器厚 外面 内面

３ ４５―７―３ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）４３６（最大幅）５３（最大厚）５０

４ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）４１４．５（最大幅）１５０（最大厚）２３

７０図 １ ４５―６ 木製品 部材 （最大長）３２４（最大幅）１４０（最大厚）６６

２ ４４―３―５ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）３０６（最大幅）４２（最大厚）４０

３ 木製品 部材 （最大長）１１００（最大幅）７４（最大厚）３７

７１図 １ ４４―３―１ 木製品 部材 針葉樹 （最大長）３３０（最大幅）６３（最大厚）２８

２ 木製品 道具（柄） （最大長）４９１（最大幅）３８（最大厚）３１

３ ４５―８―４ 木製品 部材 （最大長）２３７（最大幅）６４（最大厚）８

４ ４５―２ 木製品 部材 （最大長）１１７（最大幅）９０（最大厚）６７

７２図 １ ２５―５ 土師器 坏 （１３０） ５４ ５３．５ ３ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＳＧ１Ｃ区Ⅳ ＲＰ２５１

２ ２６―２ 土師器 高台坏 （１４７） ５８ ６５ ３．５ 回転糸切 ロクロ痕 ミガキ ＲＰ２４８、内面黒色処理

３ ３１―２ 土師器 甕 （１５０） ９２ １５０ ５ ヘラケズリ 横ナデ、ケズリ、ミガキ ミガキ ＲＰ２４４、内面黒色処理

４ ３７―５ 土師器 甕 ８８ ５５．５ ５ （５） ハケ目 ハケ目 底部木葉痕

５ ３８―１２ 須恵器 坏 （１５０） ５６ ４２．５ ４．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４８

６ ３９―１ 須恵器 坏 １４７ ５９ ４１．５ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４５、底部外面墨書

７ ３９―２ 須恵器 坏 １３８ ４６ ４２ ３ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４６、底部外面墨書

７３図 １ ３９―３ 須恵器 坏 （１５０） ５５．５ ４６ ４．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４８

２ ３９―４ 須恵器 坏 （１３８） ６０ ３６ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７

３ ３９―５ 須恵器 坏 （１３１） ５５ ４５ ３．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７

４ ３９―６ 須恵器 坏 １２８ ４８ ４０ ３ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７

５ ３９―７ 須恵器 坏 （１４０） ５４ ３５ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７、底部外面墨書

６ ３９―６ 須恵器 坏 （１３８） ４２ ４７ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７、体部外面墨書

７ ３９―９ 須恵器 坏 （１３０） ５２ ４１ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７

８ ３９―１０ 須恵器 坏 （１３０） ４２ ３９ ３ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７

９ 須恵器 坏 （１３２） ４２ ３９ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７

１０ 須恵器 坏 （１３２） ４５ ４０ ３ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７

１１ 須恵器 坏 （１５２） ６２ ４２ ３ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７

１２ 須恵器 坏 （１３０） ５４ ３６．５ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７、体部外面墨書

１３ 須恵器 坏 （１３４） （４４） ３８ ３ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２４７

１４ 須恵器 壷 （９８） （４３） １０ ロクロ痕、ケズリ ロクロ痕

１５ ４３―２ 須恵器 壷 １０２ （１３５） ８．５ ケズリ、ナデ ロクロ痕

７５図 １ ２５―６ 土師器 坏 （１３８） ７０ ５０．５ ５．５ ミガキ ＳＧ１１５５Ｄ区 ＲＰ２１１

２ ２５―７ 土師器 坏 （１４０） ６３ ５ ケズリ、ミガキ ミガキ ＳＧ１１５５Ｅ区

３ ２６―１ 土師器 高坏 １４６ （６７） ６ 横ナデ、ケズリ、ミガキ 横ナデ、ミガキ ＳＧ１１５５Ｄ区 ＲＰ１７８

４ ２５―８ 土師器 坏 １３８ ７５ ５３ ４．５ ハケ目 横ナデ、ミガキ ＳＧ１１５５Ｅ区 ＲＰ１２３

５ 土師器 高坏 （２０５） （５５） ５ ＳＧ１１５５Ｄ区

６ ２６―３―１ 土師器 坏 （１３３） ５４ ３８．５ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕

７ 土師器 器台 （３９） ７ ヘラナデ

８ ２６―１１ 土師器 器台 （６３） １０ ヘラナデ

９ 土師器 鉢 （８０） （３８） ８ 底部木葉痕

１０ ２７―３ 土師器 高坏 （１２０） （８１） ８ ハケ目 ヘラナデ ＲＰ２２８、脚部に３穿孔

１１ 土師器 高坏 （３５．５） ８ ハケ目 ハケ目

１２ ２７―４ 土師器 高坏 １２６ （６７） １０ ヘラナデ

１３ ３７―９ 土師器 壷 ５０ （３９） ５ ミガキ ハケ目

１４ ２８―３ 土師器 鉢 （７０） （６） ハケ目 ハケ目、ミガキ ＳＧ１１５５Ｂ区 ＲＰ１２２

１５ ３１―３ 土師器 甕 （１６０） （２７６） ８ ハケ目、横ナデ ヘラナデ、横ナデ ＳＧ１１５５Ｄ区 ＲＰ１２４

１６ ３１―４ 土師器 甕 （１６０） ５０ ２０６ ５ ハケ目 ハケ目、ヘラナデ、横ナデ ＲＰ１２０

７６図 １ ３５―４ 土師器 甕 ６５ （１５４） ６ ナデ、ハケ目 ハケ目 ＳＧ１１５５Ｄ区

２ ３６―５ 土師器 壷 ９８ （１４７） ６ ハケ目 ハケ目

３ ２９―１ 土師器 鉢 （１２１） ４４ １２２ ４ ハケ目、横ナデ ヘラナデ ＳＧ１１５５Ｅ区

４ ３７―１０ 土師器 壷 ８６ （６０） ９ ヘラナデ ヘラナデ ＳＧ１１５５Ｅ区

５ ２８―５ 土師器 鉢 ５０ （６５） ６ ハケ目 ヘラナデ ＳＧ１１５５Ｅ区

６ ３７―１２ 土師器 壷 ４４ （５３） ５ ミガキ、ハケ目、ケズリ ハケ目、ヘラナデ ＳＧ１１５５Ｄ区 ＲＰ１２０、輪積痕

遺構と遺物

－１２３－



表７ 遺物観察表（５）

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種
計測値（㎜）

底部切離
調整技法

出土地 備考
口径 底径 器高 器厚 外面 内面

７ 土師器 壷 ４０ （４４） ７ ハケ目 ハケ目

８ ３２―２ 土師器 壷 （１６０） （１２２） ７ ハケ目 ハケ目、ヘラナデ ＳＧ１１５５Ｅ区

９ ３４―２ 土師器 壷 （１５０） （９２） １０ ケズリ、ミガキ、横ナデ、ハケ目 ミガキ、ハケ目 ＳＧ１１５５Ｄ区

１０ ３３―７―１ 土師器 壷 （１５３） （５５） ６ ナデ ＳＧ１１５５Ｅ区

７７図 １ ３４―１ 土師器 壷 １６２ （１２０） ５．５ ハケ目、指頭圧痕 ハケ目 ＳＧ１１５５Ｄ区 ＲＰ１８８、口唇部に刻目

２ ３３―６―１ 土師器 壷 （２０２） （７２） １１

３ ３３―４ 土師器 甕 （１７２） （１２７） ４．５ ハケ目 ナデ ＲＰ１８３

４ ３４―６ 土師器 壷 ６６ （８８） ６．５ ハケ目 ハケ目 ＳＧ１１５５Ｅ区

５ 土師器 壷 （１６０） （６３） ７．５ 横ナデ、ハケ目 ヘラナデ、ハケ目 ＳＧ１１５５Ｅ区

６ ３５―６ 土師器 壷 １７２ （１７７） ７ ＳＧ１１５５Ｅ区 輪積痕

７ ２５―１１―３ 土師器 壷 ７２ （１８７） ６．５ ＳＧ１１５５Ｅ区

８ ２５―１１―１ 土師器 壷 ７０ （２６） ７ ＳＧ１１５５Ｅ区

９ ２５―１１―５ 土師器 壷 ７６ （３３） ８ ナデ 横ナデ ＳＧ１１５５Ｄ区

１０ ２５―１１―２ 土師器 壷 ９４ （２６） ２１ ナデ ハケ目

１１ ２５―１１―４ 土師器 壷 （７８） （２６） １１ ヘラナデ ヘラナデ

１２ ３６―１ 土師器 壷 ８８ （３０．５） １１ ケズリ、ミガキ

７８図 １ ３４―８ 土師器 壷 （９９） ５０ （１２７） ７ ケズリ ヘラナデ ＳＧ１１５５Ｅ区 ＲＰ１２３、底部ケズリ

２ ３６―４ 土師器 甑 （９９） ８ ハケ目 ヘラナデ ＳＧ１１５５Ｅ区 ＲＰ１１９、輪積痕

３ 土製品 羽口 （８５） （３２．５） ８ ケズリ ＳＧ１１５５Ｄ区

４ 土製品 羽口 （８８） （４８） １１．５ 外面指頭圧痕

５ 土製品 羽口 （３２） （６８） ８．５ 外面指頭圧痕

６ 土製品 羽口 （４９） （６３）

７ 土製品 羽口 （５４） （３６） １３ 外面指頭圧痕

８ 土製品 紡錘車 ５１ ２７

９ 土製品 紡錘車 ２３

１０ ３７―１３―７ 土師器 手捏 （６０） （３５） ６ ハケ目 ヘラナデ

１１ ３７―１３―４ 土師器 手捏 （３４） ５ ＳＧ１１５５Ｅ区 ＲＰ１５１

１２ ４１―１２―２ 須恵器 坏 （１４１） （９４） ３９ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＳＧ１１５５Ｄ区

１３ ３９―１１ 須恵器 坏 （１４０） （８２） ３１ ３．５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕

１４ ４１―１２―３ 須恵器 坏 （１４７） （７６） ４８．５ ３．５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕

１５ ４１―１２―５ 須恵器 坏 （１４８） （９５） ３１ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕

１６ ４１―１２―８ 須恵器 坏 （１２８） ９０ ２９ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕

１７ ４１―１２―１ 須恵器 坏 （１４３） （８６） ２９．５ ４．５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕

１８ ４１―１２―６ 須恵器 坏 （１３４） （８４） ２９ ４．５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕

１９ ４１―１２―４ 須恵器 坏 （１４６） （８６） ３４ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕

２０ ４１―４ 須恵器 高台坏（９３．５） （５６） ４９ ５．５ ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ１７１

２１ ４２―７ 須恵器 双耳坏 （１０４） （６０） ４１ ３．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕

７９図 １ ３９―１２ 須恵器 坏 （１４３） ７６ ３４．５ ４．５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 ＲＰ２１０

２ ４１―１２―７ 須恵器 坏 （８０） （３６．５） ５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕

３ 須恵器 甕 １５ タタキ カキ目

４ 土師器 甕 （１１１） ６．５ ハケ目、ヨコナデ ハケ目

５ 土師器 甕 ５ タタキ

６ 須恵器 甕 １６．５ タタキ カキ目、アテ痕

７ ３５―２ 土師器 甕 （６８） （１１９） ６．５ ハケ目 ハケ目 ＳＧ１１５５Ｅ区

８ 土師器 甕 ９ ハケ目 ハケ目 ＳＧ１１５５Ｄ区

９ 土師器 甕 ６．５ ハケ目 ハケ目

８０図 １ 木製品 道具 （最大長）１３９（最大幅）６２（最大厚）８．５ ＳＧ１１５５Ｅ区 形代、孔１ヶ所

２ 木製品 針葉樹 （最大長）１３６（最大幅）５６（最大厚）１２ ＳＧ１１５５Ｅ区 ７ヶ所１対の穿孔

３ 木製品 部材 広葉樹 （最大長）５１０（最大幅）１０８（最大厚）３６ ＳＧ１１５５D区

４ ４５―３―１ 木製品 織機 針葉樹 （最大長）６０４（最大幅）２１（最大厚）２３ ＳＧ１１５５D区

５ ４４―４―２ 木製品 織機 針葉樹 （最大長）２８９（最大幅）２１（最大厚）１１ ＳＧ１１５５Ｅ区

８１図 １ 土師器 甕 （３２） ７ ハケ目、横ナデ ハケ目 ＳＧ１１５６F区

２ 土師器 甕 （３３） ６ ハケ目 ハケ目 ＳＧ１１５６F区

遺構と遺物

－１２４－



表８ 遺物観察表（６）

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種
計測値（㎜）

底部切離
調整技法

出土地 備考
口径 底径 器高 器厚 外面 内面

３ 土師器 甕 （３０） ７．５ ナデ、ハケ目 ハケ目 SG１１５６F区

４ ３２―７ 土師器 壷 ２２２ （８２） １０ ハケ目、横ナデ ヘラナデ、横ナデ

５ ３３―３ 土師器 壷 （１９８） （７３） ８ ハケ目、ミガキ、横ナデ ミガキ、横ナデ RP２１２、輪積痕

６ ３２―８ 土師器 壷 ７ 横ナデ ハケ目、ナデ

７ ２５―９ 土師器 坏 １４８ ５４ ８ ヘラ切 ハケ目 ミガキ

８ ２５―１２―１ 土師器 坩 ２６ （５４） ６ ハケ目、ケズリ ヘラナデ SG１１５６F区

９ ３６―２ 土師器 壷 ３６ （８９） ９ ケズリ、ミガキ ヘラナデ SG１１５６E区 外面朱彩

１０ ３６―７―４ 土師器 坩 ４５ （３８） ６．５ ミガキ SG１１５６F区

１１ ２８―７ 土師器 鉢 （９８） ４２ ６８ ５ ハケ目 ハケ目

１２ 土師器 壷 ６４ （２１） ハケ目 ハケ目

１３ ３７―１３―９ 土師器 手捏 ６３ １６ ５３ ３．５ ハケ目、ケズリ ヘラナデ

１４ ３７―１３―５ 土師器 坩 （４９） ６ ナデ

１５ ２７―５ 土師器 器台 （４７） （５７） ８７ ３ 横ナデ ミガキ SG１１５６D区

１６ ２６―７ 土師器 高坏 （１７３） （５６．５） ９ ミガキ ミガキ

１７ ２６―８ 土師器 高坏 １４６ （５３） ５ ミガキ、横ナデ ミガキ SG１１５６F区 RP１４２

１８ 土師器 高坏 ２６ ミガキ ミガキ（杯部） 脚部のみ内面黒色処理

１９ ２６―９ 土師器 高坏 （６４） ８．５ ミガキ ヘラナデ 脚部に５穿孔

２０ 土師器 高坏 （１３０） （３１） ５ ミガキ ミガキ、ハケ目 SG１１５６F区

８２図 １ ３３―２ 土師器 甕 １９４ （５５） ８ ハケ目、横ナデ ハケ目 SG１１５６D区

２ 土師器 甕 （２３２） （４０） ７ 横ナデ ハケ目

３ ３２―４ 土師器 甕 ２００ （１６２） ５ ハケ目、ナデ ハケ目 SG１１５６F区

４ ３２―３ 土師器 甕 （１６６） ９９ ６．５ ハケ目、ナデ ハケ目、ナデ SG１１５６D区

５ ３１―５ 土師器 甕 ６４ （１２２） ５．５ ヘラ切 ハケ目 ヘラナデ

６ ３６―３ 土師器 壷 ３．５ ミガキ、ヘラナデ ヘラナデ SG１１５６F区

７ ３０―１ 土師器 甕 １５８ （４３） １６５ ７ ナデ、ハケ目 ハケ目、ヘラナデ SG１１５６F区 内面炭化米粒付着

８ ３３―８ 土師器 壷 １１２ （７５） ６ ナデ ハケ目、ナデ SG１１５６D区 輪積痕

９ 土師器 甕 （１４０） （５１） ８ ナデ、ハケ目 横ナデ 口唇部に刻目

１０ 土師器 甕 １９４ （１６２） ５ ハケ目、ヨコナデ ハケ目、ヘラナデ

１１ ３１―６ 土師器 甕 （１８０） ５４ １７５ ７ ヘラ切 ハケ目、横ナデ、ヘラナデ ハケ目、横ナデ、ヘラナデ

８４図 １ ４１―１０―３ 須恵器 蓋 （１３０） （２５） ５．５ ロクロ痕 ロクロ痕 SG１３０１ 硯に転用か

２ ４１―１０―１ 須恵器 蓋 （２０） ６ ロクロ痕 ロクロ痕

３ ４０―１０ 須恵器 坏 （１４２） （８０） ３４ ５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP２１６

４ ４０―１１ 須恵器 坏 （１４０） ７５ ３１ ６ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP２１７

５ ４０―１２ 須恵器 坏 （１４８） （７２） ３９ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１６２

６ ４１―１ 須恵器 坏 １５０ ９０ ３７ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP２２４

７ ４１―２ 須恵器 坏 １４４ ８２ ３１ ４．５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１４９

８ 須恵器 坏 １４８ ９０ ３１．５ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１６７

９ ４１―３ 須恵器 坏 （１３４） （８０） （３１） ３ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１６７

１０ ４０―１ 須恵器 坏 １４０ ８０ ３１．５ ３ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１８７、墨書

１１ ４０―２ 須恵器 坏 １５０ ７５ ３８ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP２１３

１２ ４０―３ 須恵器 坏 （１５２） ７５ ４４ ５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕

１３ ４０―４ 須恵器 坏 （１４４） ７０ ３９．５ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１６６

１４ ４０―５ 須恵器 坏 （１４８） ７８ ３７ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP２２１、墨書「位」

１５ ４０―６ 須恵器 坏 １４０ ７１ ４３ ５．５ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP２１６、墨書

１６ ４０―８ 須恵器 坏 １４０ ７８ ３３ ３．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１９０

１７ ４０―９ 須恵器 坏 １４２ ６２ ３９ ４．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１８９、墨書「主」

１８ 須恵器 坏 （７８） （７） ５．５ 回転糸切 墨書

８５図 １ ２５―１０ 土師器 坏 １２９ ７２ ４７ ７ ハケ目 ハケ目 RP２１９

２ ２６―３―２ 土師器 坏 （１４２） ６９ ３９ ５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１６７

３ 土師器 甕 （７８） （２９） ６ 回転糸切 ロクロ痕 RP２１４

４ ２６―１０ 土師器 高坏 （９８） ６ ミガキ

５ ２８―６ 土師器 鉢 １４１ ８０ ６７ ５．５ ヘラケズリ ケズリ、ヨコナデ ミガキ RP１５６、内面黒色処理

６ ３７―３ 土師器 甕 ９９ （６１） １０ ヘラナデ RP２１８

遺構と遺物

－１２５－



表９ 遺物観察表（７）

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種
計測値（㎜）

底部切離
調整技法

出土地 備考
口径 底径 器高 器厚 外面 内面

７ ３３―４ 土師器 甕 （２６５） （９０） ６．５ ハケ目、ヨコナデ ハケ目、ヨコナデ RP１６９

８ ３７―４ 土師器 甕 （１１３） （９７） ６ ヘラケズリ ケズリ、ハケ目 ケズリ RP２１５

９ ４２―６ 須恵器 双耳坏 １０６ ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１４９

１０ ４１―９ 須恵器 高台坏 （１１０） ６５ （５０） ４ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕

１１ ４１―６ 須恵器 高台坏 （１１０） （６５） （４４） ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１６４

１２ ４１―７ 須恵器 高台坏 １４４ ９０ ５５ ６ 回転ヘラ切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１７６

１３ ４２―４ 須恵器 高台坏 （１５８） （７１） ６４．５ ６ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１７３

１４ ３６―７―９ 土師器 甕 ８６ （３２） ８ ロクロ痕、ナデ

１５ ４２―２ 須恵器 高台坏 １４０ ７０ ６５ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP２２２

１６ ４２―１ 須恵器 高台坏 １４２ ８６．５ ７０ ４ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 RP１６３

１７ ３６―７―１ 土師器 甕 （７６） （３３） ４．５ ハケ目 ナデ RP１５５、底部網代痕

８６図 １ 須恵器 甕 １５ タタキ アテ痕、カキ目

２ 須恵器 甕 （３６） ７ ロクロ痕、櫛描文 ロクロ痕

３ 須恵器 甕 ８ タタキ アテ痕

４ ４３―１ 須恵器 壷 （９１） （１６４） ９ ロクロ痕、ケズリ ロクロ痕、カキ目

５ ４２―５ 須恵器 甕 （１９２） （２２６） ７ タタキ、ロクロ痕 アテ痕、ロクロ痕 RP１４９

８７図 １ ４３―３ 須恵器 大甕 ６０６ （８０８） １５ ロクロ痕、タタキ ロクロ痕、アテ痕 RP１４９、口縁部櫛描文

２ ４５―４―１ 木製品 曲物 針葉樹 （最大長）１８４ （最大厚）９ 底板

３ 木製品 容器 針葉樹 （最大長）１２５（最大幅）６０（最大厚）１５

８８図 １ 木製品 網代 （最大長）２４２（最大幅）１６３

２ ４４―５ 木製品 網代 （最大長）２３１（最大幅）２２３

３ 木製品 網代 （最大長）１１７（最大幅）８９（最大厚）１３

４ 木製品 祭祀用 針葉樹 （最大長）２５２（最大幅）９２（最大厚）６．５

８９図 １ ４４―６ 木製品 曲物 （口径）（３４６）（底径）（３４４）（高さ）８０（厚さ）３．５ 側板、樹皮留具２ヶ所

２ 木製品 曲物 （口径）１６９（底径）１７５（高さ）５９．５（厚さ）３ 木釘５、樹皮留具３ヶ所

９０図 １ 木製品 容器 広葉樹 （最大長）２８３（最大幅）７８（最大厚）９ 樹皮留具３ヶ所、穿孔４ヶ所

２ ４５―３ 木製品 道具 針葉樹 （最大長）２２５（最大幅）９０（最大厚）１２ 田下駄転用、孔５ヶ所

３ 木製品 容器 針葉樹 （最大長）２７０（最大幅）５２（最大厚）６ 樹皮留具３ヶ所、穿孔４ヶ所

４ ４４―２ 木製品 容器 針葉樹 （最大長）３２９（最大幅）１７０（最大厚）１５ ２４ヶ所穿孔

５ 木製品 祭祀用 針葉樹 （最大長）８２（最大幅）３５（最大厚）８ 樹皮留具１ヶ所

９２図 １ 土師器 高台坏 （６２） ２３ ６ ミガキ SD１１９８

２ 土師器 甕 １５ XO 底部網代痕

３ ３３―７―２ 土師器 壷 （２１０） （６６） ７．５ ハケ目 ミガキ、ハケ目 SD１３２６

４ ３６―６―２ 土師器 壷 ９４ ３２ ８ ナデ ナデ １３―２３

５ ３６―７―８ 土師器 甕 （１６０） （５７） ５．５ ハケ目 ハケ目 SP１４８４ RP１９７

６ 土師器 甕 ８．５ ハケ目、横ナデ ハケ目 １６―１８

９３図 １ ３７―１３―８ 土師器 手捏 （７０） ３３ ５０ ４ 指頭圧痕 ハケ目、ヘラナデ SK２１３ RP３５

２ 須恵器 坏 （１３１） ５６ ３９ ３．５ 回転糸切 ロクロ痕 ロクロ痕 SD５

３ 須恵器 坏 ５６ （２２） ４．５ 回転糸切 SD１３３０ 墨書「今」

４ ４１―８ 須恵器 高台坏 （１４９） １００ ５０ ６ 回転ヘラ切 ロクロ痕、ケズリ ロクロ痕 SD１９１

５ ４１―１１ 須恵器 高台坏 （１４７） （７０） ６３ ５．５ ロクロ痕 ロクロ痕 SD１１ RP５

６ ３６―７―６ 土師器 壷 （７４） ２４ ６ ハケ目 ２３―１４

７ ４１―１０―４ 須恵器 蓋 （２３） ７ ロクロ痕、ケズリ ロクロ痕 ２１―９

８ 須恵器 甕 １１．５ タタキ アテ痕 SD１１

９ 須恵器 甕 １２．５ カキ目、ロクロ痕 アテ、カキ目、ロクロ痕 SD１１ RP１２

１０ 木製品 容器 針葉樹 （最大長）９２（最大幅）９２（最大厚）４．５ SK２０１７

１１ ４５―１ 木製品 容器（漆椀） （最大幅）４３（最大厚）７５ SD１９４

９４図 １ 縄文土器 鉢 （８５） ５ 撚糸 L横＋右下 １３―２３、Ｅ区

２ 縄文土器 深鉢 （８２） ５ 口：小波状、頚：無文 結節 LR横 １３―２３、Ｅ区

３ 縄文土器 深鉢 （７６） ４．５ 口：小波状、頚：無文 結節 LR横 １３―２３、Ｅ区

４ 縄文土器 壷 （４２） ６．５ 結節 LR SG１３０１

５ 縄文土器 深鉢 （６０） ７ 口：平縁 LR斜め右下 SD１０４０、Ｂ区

６ 縄文土器 深鉢 （５８） ６ 口：平縁、頚：無文 RL横 SD１１５５、Ｄ区
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表１０ 遺物観察表（８）

挿図
番号

遺物
番号

図版
番号

種別 器種
計測値（㎜）

底部切離
調整技法

出土地 備考
口径 底径 器高 器厚 外面 内面

７ 縄文土器 深鉢 （６３） ６ 口：平縁 LR横 D区、XO

８ 縄文土器 壷 ６ LR右下 ST１０２６

９ 縄文土器 深鉢 ６ LR斜め右下 ST１１６１

１０ 縄文土器 深鉢 ５．５ L横＋右下 SD１１７５

１１ 縄文土器 深鉢 ６ LR斜め右下 ST１０２４

１２ 縄文土器 浅鉢 ５ 平行沈線 SG１３０１

１３ 縄文土器 深鉢 ５．５ D区、XO

１４ 縄文土器 深鉢 ６ 結節 LR斜め右下 ST１１６１

１５ 縄文土器 甕 ６．５ 連弧文＋縦位施文 R＋RL SG１１５６、F区

１６ ４２―８ 縄文土器 深鉢 （１７４） ６５ （２１４） ６ 口：小波状、頚：無文 LR横、LR右下 １３―２３、E区

１７ ４２―９ 縄文土器 深鉢 （１５０） ７４ （２０５） ５ LR横＋撚糸 SD１７１、C区

１８ 縄文土器 深鉢 （５７） ５ 撚糸 L横 D区、XO 台付

９５図 １ ４６―４―６ 石器 石鏃 頁岩 （最大長）４４（最大幅）１３（最大厚）６．４ （重さ）２．５g SG１ RQ２４１

２ ４６―４―７ 石器 石鏃 玉髄 （最大長）２９（最大幅）１０．５（最大厚）４．２ （重さ）０．９g C区 RQ２４２、先端部欠損

３ ４６―４―５ 石器 石鏃 頁岩 （最大長）２９．５（最大幅）１７．５（最大厚）４．５ （重さ）１．９g ST１０２３ 先端部欠損

４ ４６―４―９ 石器 石錘 頁岩 （最大長）４６（最大幅）９．５（最大厚）６．２ （重さ）３．０g SG１３０１

５ ４６―４―８ 石器 石錘 頁岩 （最大長）２９（最大幅）９．５（最大厚）４．２ （重さ）１．１g ２１―６、B区 RQ６３、尖頭部折損

６ ４６―４―４ 石器 石箆 頁岩 （最大長）３７（最大幅）１４（最大厚）５．３ （重さ）２．５g SG１１５５E区

７ ４６―４―３ 石器 削器 （最大長）２７（最大幅）２０（最大厚）６．６ （重さ）２．９g SG１１５５D区

８ ４６―４―２ 石器 石匙 頁岩 （最大長）４８（最大幅）７２（最大厚）８ （重さ）３２．４g SG１ RQ２５０、一部欠損

９ ４６―４―１ 石器 石匙 頁岩 （最大長）４８（最大幅）５３（最大厚）６．３ （重さ）１５．８g ２１―６、B区 RQ６２、一部欠損

１０ ４６―２―２ 石器 磨石 （最大長）１４７（最大幅）１８７（最大厚）４９ SX３２

１１ ４６―２―１ 石器 磨石 （最大長）１１６（最大幅）３６（最大厚）３７ （重さ）２１５．６g SD１１

１２ ４６―５―３ 石器 磨石 （最大長）１３９（最大幅）７１（最大厚）５４ SD１３２９ RQ２０７

９６図 １ ４６―５―１ 石製品 砥石 凝灰岩 （最大長）７７（最大幅）５０（最大厚）２８ SG１３０１

２ ４６―３―１ 石製品 管玉 碧玉 （最大長）２６．１（最大幅）８．５（最大厚）８．５ （重さ）３．６g SG１１５５D区 RQ２０８、穿孔途中

３ ４６―３―２ 石製品 管玉 ガラス？（最大長）４．２（最大幅）６ （重さ）０．５g SG１ RQ５６

４ ４６―１６ 石製品 板状石製品 粘板岩 （最大長）２８（最大幅）３８（最大厚）５ （重さ）７．８g １６―１８、E区 ２個の穿孔

５ ４６―５―２ 石製品 板状石製品 （最大長）５４（最大幅）６０（最大厚）１３．２ （重さ）４０．４g C区 XO

６ 中世陶器 甕 ８ タタキ SD１１ RP１５

７ 中世陶器 甕 １５．５ タタキ SD１１ RP１３

８ 中世陶器 甕 １３．５ タタキ SD１１ RP１０

９ ４６―６―１中世陶器 擂鉢 （４９） ９ SD１９３

１０ 中世陶器 鉢 （４４） ９ ロクロ痕 ロクロ痕 SD２０６０

１１ 中世陶器 擂鉢 （４５） ９ ロクロ痕 卸し目 SG１１５６

１２ 中世陶器 擂鉢 （４８） １５ ロクロ痕 ロクロ痕 SD２０６２

１３ ４６―６―２ 青磁 椀 （１９） ４ SE９３ 中国

１４ ４６―６―４ 陶磁器 皿 （１５） ６．７ ２０―３２、F区 備前

１５ ４６―６―３ 陶磁器 皿 （１９） ２．１ ２１―３２、F区 景徳鎮

遺物
番号

銭 種
計測値（㎜）

初銭年 出土地 備考
径 厚さ

９６図 １６ 寛永通宝 ２２．５ ０．６ 寛永１３年 ２１―２G、A区

１７ 寛永通宝 ２１．５ ０．９ 寛永１３年 XO

１８ 寛永通宝 ２３．５ １．１ 寛永１３年 XO

１９ 元豊通宝 ２３．５ ０．８ 北宗元豊元年 XO

２０ 寛永通宝 ２２．５ １．２ 寛永１３年 SG１、C区

２１ 一銭 ２２．５ ０．９ 大正１０年 ２１―２G、A区

２２ 一銭 ２２．５ １．０ 大正１０年 １３―１５G、E区

２３ 一銭 ２２．０ １．０ 大正１０年 １３―１６G、E区

２４ 一銭 ２２．５ ０．９ 大正１０年 ２２―２０G、D区
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Ⅵ まとめ
蔵増押切遺跡は、古墳時代の住居跡群と奈良・平安時代の河川跡と中世の建物跡群・水田跡

に分かれる複合遺跡である。

古墳時代の遺構は、Ｂ区を中心に竪穴住居跡３９棟などが検出され、集落が南と北にそれぞれ

東西に流れる河川ＳＧ１とＳＧ１１５５とＳＧ１３０１に挟まれるような形で、中州状の微高地に帯状

に延びて営まれていたことがうかがえる。住居跡は、大きく火災にあった焼失住居とそれ以前

の住居が重なり合って検出され、切り合い状況から３～５時期にわたって集落が営まれていた

ことが確認された。Ｂ区中央部ＳＤ１９１～１９４が切っている北側のＳＴ群で言えば、ＳＴ１００３→

ＳＴ１００４またはＳＴ１００５→ＳＴ１００２またはＳＴ１００６となるが、層がきわめて浅く遺物が少ない

ために集落構造と変遷の全体については明らかにできない。出土遺物から見ると大きく５つの

時期が推定される。

ＳＤ１９１～１９３をはさんで、ＳＴ１８８出土とＳＴ１９７出土の遺物が接合した棒状浮文の複合口縁

の壷の口縁部片、ＳＴ１０２２出土の甕の口唇部がつまみ出されて面どりされている口縁部片、壷

の折り返し口縁部片は、４世紀前半のものと考えられる。その後の時期に考えられるのは、Ｓ

Ｔ１７８高坏脚部、ＳＴ１８４高坏脚部、ＳＴ１８８壷口縁部、ＳＴ１９６壷口縁部、ＳＴ１０１５高坏坏部、

ＳＴ１０２０壷口縁部・甕口縁部・小型坩底部・高坏脚部・甑口縁部、ＳＴ１０２１内ＳＫ１１３５高坏脚

部、ＳＴ１３１２壷が、辻編年のⅢ３～４段階、または漆町編年１１群に相当し、４世紀後葉と考え

られる。次に、ＳＴ１７８小型壷・壷口縁部、ＳＴ１８８甕口縁部、ＳＴ１００２鉢・甑、ＳＴ１０２５高坏

脚部、ＳＴ１３１２壷底部は、５世紀前葉のものと考えられる。

焼失住居は、ＳＧ１１５５の南側に沿うように５棟（東からＳＴ１０１７、ＳＴ１０１８、ＳＴ１０３０、Ｓ

Ｔ１６９、ＳＴ１１６１）と、ＳＧ１１５５とＳＧ１３０１の間の微高地にあるＳＴ１３０５である。その中でも、

大量の炭化物が充満して出土したＳＴ１０１８とＳＴ１０３０は、かまどがないのが特徴で、器種組成

と形態は近い。土師器の坏には、内面に稜を有して外反するものと、口縁部下位に稜を有して

直立するものがあり、高坏の脚部は短く八の字状にひらき、甕に長胴化の傾向が見えはじめる

特徴は、三軒屋物見台遺跡のＳＴ１１の器種の形状に比するので、『三軒屋物見台遺跡発掘調査

報告書（２）』土師器坏変遷Ⅲ期に対応し、５世紀末葉から６世紀はじめととらえたい。

ＳＴ１３０５は、基部の作り出しを地山の削り出しによったと思われるかまどを持つ。かまどか

ら出土した坏の口縁部上位が稜を有して直立し、また高坏の形状が、短い棒状の脚部で坏部が

中位で稜を有して外反する特徴から、ＳＴ１０１８・ＳＴ１０３０群の焼失住居と時期を異にして、６世

紀中葉の時期ととらえたい。なお、その他にかまどが検出された住居跡はＳＴ１８０のみである。

竪穴住居跡の配置関係は、古墳時代前期の住居跡がブロック型に配置しており、また焼失住

居跡は川跡に沿うように東西に移動していることがわかる。近辺では、山形市今塚遺跡で検出

された川跡に沿う８棟の焼失家屋が古墳時代前期の竪穴住居跡の配置関係を示しており、２棟

ずつ並ぶような形で配置されているが、本遺跡の焼失住居は１棟ずつ一列に並んで検出された。

各棟の距離は今塚遺跡に近い。一集落の規模としては、周辺の西沼田遺跡や願正壇遺跡や山形

市嶋遺跡をみても、同時に存在した住居は４～５軒程度であり、蔵増押切遺跡も検出状況から
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同様の集落状況であったと推定される。住居跡の移動は、ＳＤ１０４０の両岸の低湿地が乾燥して

くることと関係するのではないかと考えられる。低湿地の乾燥にともない住居跡が時期によっ

て移動している事例としては、三軒屋物見台遺跡の住居跡がある。蔵増押切遺跡の焼失住居群

は、西沼田・高擶南・塚野目Ａ・大清水的場などの古墳時代後期の天童市西部の後背湿地をひ

かえた微高地に散在する集落景観の一つをなしていたと想定することができる。

なお、ＳＴ１０１９とＳＴ１０２０については、ＳＴ１０１９のＳＤ１１３２が壁を支える溝で、ＳＴ１０２０の

ＳＤ１１３４が排水の溝を構成する１棟の平地式住居の可能性も考えられる。平地式住居について

は、的場遺跡から古墳時代中期の平地式住居が２棟検出されているが、本遺跡のＳＴ１０１９とＳ

Ｔ１０２０については、今後の検討を要する。また、ＳＴ１３０５の南側のＳＴ遺構面は削平されてい

たため不明であるが、ＳＰ１４８４内出土の甕をみると４世紀後半のＳＴであったと考えられる。

その他の古墳時代の遺構としては、出土遺物からＳＤ２とＳＤ１３２６が４世紀中葉の遺構と考え

られる。

奈良・平安時代の住居跡は検出されず、溝跡と河川跡からの遺物だけであるが周辺に集落が

存在していた可能性がうかがえる。ＳＤからの出土遺物としては、ＳＤ１３２５から８世紀前、Ｓ

Ｄ１９１から８世紀後半、ＳＤ５とＳＤ１２０１から９世紀、ＳＤ１１９８とＳＤ１３３０から９世紀後半の

遺物がそれぞれ出土している。ＳＤ１０４０の出土遺物は、５世紀南小泉Ⅰ式の土師器坏、８世紀

末から９世紀の土師器鉢、８世紀第２四半期から第３四半期の須恵器坏にまとめられる。

ＳＧ１は、９世紀後葉を中心に、８世紀・６世紀・４世紀後葉の土師器がわずかに混じり、

須恵器坏は９世紀第３四半期の形状がまとまって出土した。また、河川の流れに対して約４５度

の角度でかけられたＳＧ１の木組遺構については、橋か洗い場かについては今後の検討を要す

る。上層部下のテフラは、９１５年の十和田火山の爆発にともなう火山灰十和田ａで、同じテフ

ラは西沼田遺跡のトレンチからも出土している（１９９４）。ＳＧ１１５５は、４世紀中葉の土師器の

壷、４世紀後葉の土師器の器台・高坏・甕・壷、５世紀後葉の土師器の壷、６世紀前半の土師

器の高坏・壷・鉢・甕、８世紀前葉の土師器坏、９世紀後葉のろくろ使用坏が出土しているが、

６世紀前半が主である。須恵器は８世紀第２四半期から９世紀第２四半期が主である。ＳＧ１１５６

は、４世紀前葉の土師器の甕・壷、４世紀中葉の土師器の高坏・鉢・壷、４世紀後葉の土師器

の甕・器台・高坏・手捏・坩、５世紀前葉の土師器の壷、５世紀後葉の土師器の坏・壷、６世

紀の土師器の甕が出土した。ＳＧ１３０１は、４世紀後葉土師器の高坏、６世紀中葉の土師器の甕、

８世紀中葉の土師器の坏・鉢・甕、９世紀後葉の土師器の坏・甕が出土した。河川跡からは木

製品が多く出土したが、農具は少ないのが特徴である。

中世の遺構は掘立柱建物跡群と水田跡であるが、中でもＳＢ１１０は、建物の構造・規模と井

戸跡と柵跡がともに出土していることから、成生荘とつながりのある有力者の屋敷跡ではない

かと考えられる。今後の周辺の成生荘関連の調査の成果に期待したい。

縄文土器は、縄文時代晩期中葉から後葉にかけての土器であるが、その中でもＳＧ１１５６から

出土した９４図－１５は、続縄文土器片と認められ、山形県内での出土例は少なく、岡ノ台遺跡に

類例の土器片が出土している。

まとめ
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ふ り が な くらぞうおしきりいせきはっくつちょうさほうこくしょ

書 名 蔵増押切遺跡発掘調査報告書

副 書 名

巻 次

シリーズ名 山形県埋蔵文化財センター調査報告書

シリーズ番号 第１１２集

編 集 者 名 松田道雄・黒坂広美

編 集 機 関 財団法人 山形県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒９９９―３１６１ 山形県上山市弁天二丁目１５番１号 TEL０２３―６７２―５３０１

発行年月日 ２００３年３月２５日

ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所 在 地

コ ー ド
北緯 東経 調査期間

調査面積

（㎡）
調査原因

市町村 遺跡番号

くらぞうおしきり い せき

蔵増押切遺跡
やまがたけん

山形県
てんどう し

天童市
おおあざくらぞう

大字蔵増
あざおしきり

字押切

０６２１０ 平成９年

度登録

３８度

２１分

４０秒

１４０度

２０分

５５秒

１９９７０９１６

～

２００００６０９

３８，８７０ 東北中央自

動車道相馬

・尾花沢線

建設工事

（上山～東根間）

種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

集落跡

水田跡

古墳

奈良・平安

～

中世

竪穴住居跡 ３９

掘立柱建物 ２６

柵列跡 １

井戸跡 ４

土坑 ３

溝跡 ５

河川跡 ４

水田跡 ２

土師器（坏、甕）

須恵器（坏、甕）

木製品

中世陶器

縄文土器

石製品

（総出土箱数：５０）

古墳時代の竪穴住居が重

なりあって出土し、焼失住

居が旧河川に沿って数棟検

出された。

また、河川をはさんで中

世の掘立柱建物跡群が重

なって出土し、その中で長

軸１０．０ｍ、短軸６．４ｍの総

柱の建物が検出された。
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図 版



遺跡全景

遺跡全景空中写真

図版１



面整理作業（東から） 表土除去作業（南から）

精査作業（南西から） 精査作業（北東から）

精査作業（南東から）

図版２



ST１６９全景（南から） EL１７０検出状況（北東から）

SK１７７土層断面（東から） ST１８４全景（南から）

ST１８５全景（南から） RP６４（ST１８４）出土状況（南から）

ST１８８全景（北西から） RP６５（ST１８８）出土状況（南から）

図版３



ST１９７・１９８全景（西から） ST１９９・２００（南から）

ST１００２・１００３・１００４全景（東から） SK１１０９土層断面（西から）

RP６８・６９・７０（SK１１０９）出土状況（西から） SK１１０９全景（南から）

SK１１１５全景（南から） RP７１・７２（SK１１１５）出土状況（南から）

図版４



ST１０１５全景（南から） RP７４（ST１０１５）出土状況（南東から）

EK１１１９（ST１０１５）土層断面（西から） RP７５・７６（EK１１１９）出土状況（北から）

ST１０１５全景（西から） ST１０１７全景（東から）

ST１１６１全景（南西から） ST１３０８全景（東から）

図版５



ST１０１８土層断面（東から）

RP８３～８６（ST１０１８）出土状況（東から） RP９９（ST１０１８）出土状況（東から）

RP８７・８８（ST１０１８）出土状況（東から） RP９０（ST１０１８）出土状況（東から）

図版６



ST１０１８炭化材出土状況（西から） EK１１４７（ST１０１８）土層断面（南から）

RP９７（ST１０１８）出土状況（南から） RP８４・８５（ST１０１８）出土状況（南から）

ST１０１８全景（南東から）

図版７



ST１０１９・１０２０検出状況（西から） SX１０１４全景（南から）

RP８０（ST１０２０）出土状況（西から） RP９１（SK１１２６）出土状況（北東から）

ST１０１８・１０１９・１０２０全景（南西から）

図版８



ST１０３０土層断面（南東から）

ST１０３０精査状況（西から） RP１０２（ST１０３０）出土状況（南から）

RP１１４（ST１０３０）出土状況（南から） RP１０１（ST１０３０）出土状況（南から）

図版９



RP１０５～１０７（ST１０３０）出土状況（南から） RP１１２・１１３（ST１０３０）出土状況（南から）

RP１０８・１１６（ST１０３０）出土状況（南から） ST１０３０全景（西から）

SK１１５２（ST１０３０）土層断面（南から）

図版１０



ST１３０５精査状況（西から） EL１５７９（ST１３０５）土層断面（北西から）

EL１５７５（ST１３０５）検出状況（北から） RP１９５（ST１３０５）出土状況（南から）

ST１３０５全景（西から）

図版１１



SB８検出状況（南から） SX３２・３３検出状況（南から）

SP４０（SB８）完掘状況（西から） SX３２・３３全景（西から）

SB８全景（南から）
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SB１５８～１６３全景（北から）

SB１５１～１５５全景（南から） SB１１０全景（北から）

SB１１０全景（北東から） SB１１０全景（南西から）
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SA１１４・SB１１１全景（南東から） SB１１２全景（南から）

SB１２５全景（南から） SB１５０全景（南から）

SB１５１～１５５全景（北から） SB１５７全景（西から）

SB１５８全景（西から） SB１５９～１６１全景（南から）
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SB１００８全景（北西から） SB１００８全景（西から）

SB１６８２全景（西から） SE１０５全景（南から）

SE１３４土層断面（南東から） SE１３５全景（南から）

SE１３６土層断面（南から） SE１３６全景（南から）

図版１５



SK１０３４土層断面（南から） SK２０７遺物出土状況（南から）

SK２００１土層断面（南から） SK２００１漆塗り木製品出土状況（北から）

SD２土層断面（西から） RP３８（SD２）出土状況（南から）

SD２遺物出土状況（南から） SD２全景から（東から）

図版１６



SD１２０１土層断面（南東から） RQ１５９（SD１２０１）出土状況（西から）

RP２００（SD１３２９）出土状況（南から） SD１３２９精査状況（北西から）

SD１３２９全景（東から）

図版１７



SD４検出状況（南から） SD４土層断面（南から）

SD１０４０土層断面（西から） RP９４・９５（SD１０４０）出土状況（南東から）

SD１０４０全景（西から）

図版１８



SG１木組出土状況（南東から）

SG１土層断面（北から） SG１全景（東から）

SG１精査状況（東から） SG１全景（東から）
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SG１土層断面（西から） SG１土層断面（西から）

SG１検出状況（北西から） SG１全景（北西から）

RP２４８（SG１）出土状況（南西から） RP２４５（SG１）出土状況（南から）

RP２４７（SG１）出土状況（東から） RP２５１（SG１）出土状況（東から）

図版２０



SG１１５５全景（東から） SG１１５６全景（西から）

RP１２３（SG１１５５）出土状況（南から） RP１２４（SG１１５６）出土状況（北から）

RP１１９（SG１１５５）出土状況（南から） RP１８８（SG１１５５）出土状況（北から）

RP１１９（SG１１５５）出土状況（北から） RP２１２（SG１１５６）出土状況（西から）

図版２１



SG１３０１木製品出土状況（南西から）

RP１４９（SG１３０１）出土状況（東から） SG１３０１網代出土状況（東から）

SG１３０１木製品出土状況（北から） SG１３０１全景（南東から）
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水田跡検出状況（東から） 水田跡検出状況（南から）

SD１１・水田跡検出状況（南から） 水田跡検出状況（南から）

SD１１・水田跡全景（南から）
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現地説明会 現地説明会

現地説明会 現地説明会

現地説明会 現地説明会

現地説明会 現地説明会
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土師器 坏

図版２５

１ ２

３ ４

５ ６

７ ８

９ １０

１２―３ １２―４１１―５１１―４
１１―３１１―２ １２―１ １２―２１１―１

１１ １２



土師器 高坏
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土師器 高坏・甑
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土師器 鉢・坩
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土師器 鉢・甕
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土師器 甕（１）
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土師器 甕（２）
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出土遺物土師器甕（３）
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土師器 甕・壷（１）
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土師器 甕・壷（２）
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土師器 甕・壷（３）
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土師器 壷
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土師器 甕・壷
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須恵器 坏（１）
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須恵器 坏（２）
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須恵器 坏（３）
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山形県、蔵増押切遺跡におけるテフラ分析

株式会社 古環境研究所

１．はじめに

山形県域に分布する後期更新世以降に形成された火山灰土中には、十和田火山をはじめとす

る東北地方の火山のほか、遠く九州地方や朝鮮半島などの火山に由来するテフラ（火山砕屑物、

いわゆる火山灰）が多く認められる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている示標テ

フラがあり、これらとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積

年代を知ることができるようになっている。

そこで、天童市蔵増押切遺跡において、テフラの混入が考えられた土層を対象にテフラ組成

分析と屈折率測定を行って、示標テフラの検出同定を行うことになった。分析測定の対象となっ

た試料は、発掘調査の担当者によりＳＧ土層セクションにおいて採取された試料②である。

２．テフラ組織分析

（１）分析試料と分析方法

試料②について、火山ガラス比分析と重鉱物組成分析を合わせたテフラ組織分析を行った。

分析の手順は次の通りである。

１）試料１０gを秤量。

２）超音波洗浄装置により泥分を除去。

３）恒温乾燥器により８０℃で乾燥。

４）分析篩により１／４－１／８㎜の粒子を篩別。

５）偏光顕微鏡下で２５０粒子を観察し、火山ガラスの形態別比率を求める（火山ガラス比分析）。

６）偏光顕微鏡下で重鉱物２５０粒子を観察し、重鉱物組成を求める（重鉱物組成分析）。

（２）分析結果

テフラ組成分析の結果をダイヤグラムにして図１に、その内訳を表１に示す。試料②層には、

スポンジ状に発泡した白色の軽石型ガラス（１．６％）や無色透明なバブル型（平板状、０．４％）

や分厚い中間型火山ガラス（０．４％）が認められた（０．８％）※１。一方、重鉱物は全体の１％以

下と非常に少なく、重鉱物組成を明らかにすることが困難であった。重鉱物は全体の１％以下

と非常に少なく、重鉱物組成を明らかにすることが困難であった。重鉱物としては、単斜輝石

（cpx）、斜方輝石（opx）、磁鉄鉱（mt）、角閃石（ho）、ジルコン（zr）などがごく少量含まれてい

る。

３．屈折率測定

（１）測定試料と測定方法

試料②について、示標テフラとの同定精度を向上させるために、温度一定型屈折率測定（新

－１－



井，１９７２，１９９３）により屈折率測定を行った。

（２）測定結果

屈折率測定の結果を表２に示す。試料②に含まれる火山ガラス(n)の屈折率は、１．５０２―１．５０６

である。この火山ガラスの形態や色調さらに屈折率※２などを合わせて考慮すると、この火山ガ

ラスはA．D．９１５に十和田火山から噴出した十和田 a火山灰（To―a，町田ほか，１９８１）に由来

していると考えられる。

４．小結

蔵増押切遺跡において採取された試料を対象に、テフラ組織分析と屈折率測定を行った。そ

の結果、十和田 aテフラ（To―a，A．D．９１５）に由来すると思われる火山ガラスが検出された。

＊１ 採取された試料には、わずかに桃色がかった灰白色火山灰層らしい小ブロックが認め

られる。試料の採取方法によっては、より火山ガラスの比率が高くなる傾向もあるの

かもしれない。

＊２ 今回検出された火山ガラスの屈折率（n）は、実際にはテフラ・カタログ（町田・新

井，１９９２）に記載されている火山ガラスの屈折率より若干高い傾向にある。To―a に

ついては、その噴出年代が新しいために、保存状況によって水和の程度が異なり、屈

折率の値に幅があると考えられる（新井房夫群馬大学名誉教授談）。

文献

新井房夫（１９７２）斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定－テフロクロノロジーの基礎

的研究．第四紀研究，１１，p．２５４－２６９．

新井房夫（１９９３）温度一定型屈折率測定法．日本第四紀学会編「第四紀試料分析法２－研究対

象別分析法」，p．１３８－１４９．

町田 洋・新井房夫（１９９２）火山灰アトラス．東京大学出版会，２７６p.

町田 洋・新井房夫・森脇 広（１９８１）日本海を渡ってきたテフラ．科学，５１，p．５６２－５６９．
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山形県、蔵増押切遺跡のプラント・オパール分析

株式会社 古環境研究所

１．はじめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸（SiO２）が植物の細胞内に蓄積したものであり、

植物が枯死した後も微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。

プラント・オパール（植物珪酸体）分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出し、その組成

や量を明らかにする方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古

環境の推定などに応用されている。

天童市西部に位置する蔵増押切遺跡の発掘調査では、近世以降とされる水田跡と古代の水田

跡とみられる土層が認められた。そこで、これらの遺構ならびに土層における稲作の確認およ

びその他の層における稲作跡の探査を目的としてプラント・オパール分析を行うことになった。

２．試料

調査地点は、南側調査区では東壁において南よりNo．１地点、No．２地点、No．３地点、北側

調査区では南側よりNo．４地点、No．５地点の計５地点である。

各地点における分析試料は以下の通りである。

No．１地点では、上位よりオリーブ黒色粘質土（現代の水田，Ⅰa層）、灰オリーブシルト（旧

水田，Ⅰb層）、灰色シルト（Ⅱ層）、茶褐色シルト（Ⅲ層）、黄褐色シルト（Ⅳ層）、黒色粘質

シルト（Ⅴ層）、灰色粘質土（Ⅶ層）の７点、No．２地点では、上位より灰色シルト（Ⅱ層）、

茶褐色シルト（Ⅲ層）、黄褐色シルト（Ⅳ層）、黒色粘質シルト（Ⅴ層）の上部と下部の５点、

No．３地点では、灰色シルト（Ⅱ層）、茶褐色シルト（Ⅲ層）の２点、No．４地点では、上位より

オリーブ黒色粘質土（現代の水田，１層）、灰色シルト（２層）、茶褐色シルト（３層）、黒色

粘土（４層）、暗灰色粘土（５層）の５点、No．５地点では、茶褐色シルト（３層）、黒色粘土

（４層）、暗灰色粘土（５層）の３点がそれぞれ採取された。

３．分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法（藤原，１９７６）」をも

とに、次の手順で行った。

１）試料土の絶乾（１０５℃・２４時間）

２）試料土約１gを秤量、ガラスビーズ添加（直径約４０�m，約０．０２g）
※電子分析天秤により１万分の１gの精度で秤量

３）電気炉灰化法による脱有機物処理

４）超音波による分散（３００W・４２KHz・１０分間）

５）沈低法による微粒子（２０�m以下）除去、乾燥
６）封入剤（オイキット）中に分散，プレパラート作成
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７）検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞（葉身にのみ形成される）に由来するプラント・オパー

ル（以下、プラント・オパールと略す）を同定の対象とし、４００倍の偏光顕微鏡下で行った。

計数は、ガラスビーズ個数が４００以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精

査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料１g中のプラント・オパール個数（試料１gあたりのガラスビー

ズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める）に換

算して示した。また、おもな分類群については、この値に試料の仮比重（１．０と仮定）と各植

物の換算計数（機動細胞珪酸体１個あたりの植物体乾重，単位：１０―５g）を乗じて、単位面積

で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米、キビ族はヒエ、ヨ

シ属はヨシ、ウシクサ族はススキ、タケ亜科については数種の平均値を用いた。その値は、そ

れぞれ２．９４（種実重は１．０３）、８．４０、６．３１、１．２４、０．４８である。（杉山・藤原，１９８７）。

４．分析結果

稲作跡の探査が主目的であるため、同定は、イネ、キビ族（ヒエなどが含まれる）、ヨシ属、

ウシクサ族（ススキやチガヤなどが含まれる）、タケ亜科（ネザサ節型、クマザサ属型、その

他未分類）の主要な５分類を中心に行った。

分析の結果、イネ、キビ族、ヨシ属、ウシクサ族、タケ亜科の他にサヤヌカグサ属、シバ属、

マコモ属のプラント・オパールが検出された。これらの分類群について定量を行いその結果を

表１、図１～図５に示す。また、主な分類群については巻末に顕微鏡写真を示した。

５．稲作の可能性について

稲作跡（水田跡）の検証や探査を行う場合、イネのプラント・オパールが試料１gあたりお

よそ５，０００個以上の密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断

している。また、プラント・オパール密度にピークが認められれば、上層から後代のものが混

入した危険性は考えにくく、密度が基準値に満たなくても稲作が行われていた可能性は高いと

考えられる。以上のことを基準として稲作の可能性について検討を行う。

（１）南側調査区

現水田のⅠa層ならびに旧水田のⅠb層では、No．１地点において分析を行った。その結果、

イネのプラント・オパールがそれぞれ８，８００個／g、１４，６００個／gと非常に高い密度で検出された。

このことは両層準が水田耕作土であることと矛盾しない。

Ⅱ層では、No．１～No．３地点において分析を行ったところ、各地点ともにイネのプラント・

オパールが検出された。その密度は、No．１地点で６，６００個／g、No．２地点で８，８００個／g、No．３

地点で７，０００個／gといずれも高い値である。したがって、本層準が耕作層であった可能性が高

いと判断される。

Ⅲ層でもNo．１～No．３地点において分析を行ったところ、これらすべてからイネのプラン
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ト・オパールが検出された。密度は、No．１地点とNo．２地点ではそれぞれ６，５００個／g、４，８００個／g

と高い値であり、No．３地点でも３，０００個／gと比較的高い値である。以上のことから、本層準

においても稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

Ⅳ層では、No．１地点とNo．２地点において分析を行った。イネのプラント・オパールは両地

点ともに検出されたものの、密度は２，２００～２，８００個／gとやや低い値である。直上のⅢ層が高

い密度であることから、本層準において稲作が行われていた可能性は考えられるものの、上層

から後代のものが混入した危険性も否定できない。

Ⅴ層はNo．１地点とNo．２地点で、Ⅶ層ではNo．１地点のみで分析を行ったところ、イネのプ

ラント・オパールはNo．２地点のⅤ層上部のみで認められた。密度は１，０００個／g未満と低いこ

とから、これについては上層等他所から混入したものと思われる。したがって、これらの層準

については稲作の痕跡は認められない。

（２）北側調査区

現水田の１層ならびに旧水田？の２層については、No．４地点において分析を行った。その結

果、イネのプラント・オパールは１層では９，５００個／gと非常に高い値であり、２層でも３，６００個／g

と比較的高い密度で検出された。このことは、両層準が水田耕作土であることと矛盾しない。

３層、４層および５層では、No．４地点とNo．５地点において分析を行った。このうち、３層

と４層では両地点においてイネのプラント・オパールが検出されたものの、密度は１，２００～

１，８００個／gと低い値である。したがって、両層準において稲作が行われた可能性は考えられる

ものの、他所からの混入の危険性も考慮する必要がある。なお、５層からはイネのプラント・

オパールは検出されないことから、本層準については耕作層の可能性は認められない。

６．まとめ

蔵増押切遺跡においてプラント・オパール分析を行い、稲作跡の探査を試みた。その結果、

水田層と見られていた南側調査区のⅢ層では、イネのプラント・オパールが高い密度で検出さ

れたことより、ここで稲作が行われていたことが分析的に確認された。その他では、同じく南

側調査区のⅡ層においてもイネのプラント・オパールが高い密度で検出されたことから、本層

準についても耕作層である可能性が認められた。
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Ⅰ ５Ｙ３／２オリーブ黒色粘質土 粘性あり しまりやや強い 植物根含む（現耕作土）

Ⅱ ２．５Ｙ５／２暗灰黄色シルト 粘性あり しまり強 粗砂・炭化粒・円礫を含む

Ⅲ １０Ｙ４／３暗オリーブシルト 粘性あり しまり強 細砂・炭化粒を含む

山形県埋蔵文化財センター調査報告書第１１２集 蔵増押切遺跡 遺構配置図


	表紙
	目次
	Ⅰ調査の経緯
	Ⅱ遺跡の立地と環境
	Ⅲ遺構と遺物
	Ⅳまとめ
	報告書抄録
	図版
	付編
	付図



